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GRIスタンダード2016　※参照した開示事項およびGRI内容索引は

環境省　環境報告ガイドライン（2018年版）
気候変動情報標準審議会（CDSB） 気候変動報告フレームワーク草案（2014年10月版）

本環境報告書に掲載された見通し、目標、計画など将来に関する記述については、資料作成時点の当社の判断に基づくものですが、
様々な要因の変化により記述とは異なる結果となる不確実性を含んでいます。またリスクと機会については、必ずしも投資家の判断
に重要な影響を及ぼすリスク要因に該当しない事項も、積極的な情報開示の観点から記載しています。なお、当社グループは、事業
に関連した様々なリスクを把握・認識したうえで、リスク管理体制を強化し、その予防・軽減に努めるとともに、リスクが顕在化した
場合の対応には最善の努力をいたします。

キリンホールディングス
IR・投資家情報
http://www.kirinholdings.co.jp/
irinfo/

キリンホールディングス統合報告書
（KIRIN REPORT 2018）
http://www.kirinholdings.co.jp/
irinfo/library/integrated/

協和発酵キリン
アニュアルレポート
ht tp://ir.kyowa-kirin .com/ja/
library/annualreport.html

キリン 環境への取り組み
http://www.kirin.co.jp/csv/eco/
私たちの環境活動について、楽しく
分かりやすくお伝えしています。

キリンホールディングス
社会との共有（CSV）サイト
http://www.kirinholdings.co.jp/
csv/

キリングループ環境報告書
http://www.kirinholdings.co.jp/
csv/env/report/

ライオン サステナビリティレポート
http://lionco.com/sustainability/
sustainability-reports

この環境報告書について

キリングループは日本、オセアニア、アジアを主要事業地域とする「酒類・飲料事業」と「医薬・バイ
オケミカル事業」、および「その他の事業」を行っています。売上高の約80％は、日本および海外の
酒類・飲料事業によるものです。当社グループは、CSV（社会と共有できる価値の創造）を事業運営
の根幹に据えて、価値創造のサイクルを回し続けることで、持続的な成長を目指しています。その中
で重点的に取り組む社会課題の１つとして環境への取り組みを設定しています。この報告書は、この
ようなキリングループの事業の特性と環境の取り組みの位置付けを考慮して、編集しています。

2017年度（2017年1月～12月）
ただし、ライオンの環境データは2016年10月～2017年9月としています。また、必要に応じて過去3
年～5年程度の推移データを掲載しています。

環境データの算定方法については

本報告書を含むキリングループの企業活動情報
は、株主や投資家の関心から、お客様をはじめと
する地域社会の幅広いステークホルダーの皆さま
の関心に合った、多様な情報を開示しています。

編集方針

報告対象期間

報告対象組織の範囲（2017年度）

環境データ算定方法

参照したガイドライン

企業情報開示の体系

事業 会社

日本綜合飲料事業

キリン、キリンアンドコミュニケーションズ、キリンエンジニアリング
キリンシティ、キリンテクノシステム
キリンビール、キリンディスティラリー
キリングループロジスティクス、スプリングバレーブルワリー、永昌源
メルシャン、日本リカー、第一アルコール、ワインキュレーション
キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、キリンビバレッジバリューベンダー
北海道キリンビバレッジ、キリンメンテナンス・サービス、キリン・トロピカーナ
キリンビバレッジサービス各社（北海道、仙台、東京、中部、関西）
函館ダイイチベンディング、キリンビバックス、東海ビバレッジサービス

海外綜合飲料事業 麒麟啤酒（珠海）有限公司、ライオン、ミャンマーブルワリー
インターフード、ベトナムキリンビバレッジ、フォアローゼズディスティラリー

医薬・バイオケミカル事業
協和発酵キリン、協和発酵バイオ、協和ファーマケミカル、協和メディックス
協和発酵麒麟（中国）製薬有限公司、BioKyowa Inc.、上海協和アミノ酸有限公司
Thai Kyowa Biotechnologies Co., Ltd.   

その他事業 キリンホールディングス、キリンビジネスエキスパート、キリンビジネスシステム
小岩井乳業、キリンエコー

▶P.89〜P.91

▶P.111〜P.113

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ΩϦϯϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾ�දऔకࣾ

ү࡚ޭయ

ࣾձత՝ʹऔΓΈɺ
εςʔΫϗϧμʔͱͱʹՁΛ͍ͯ͘͠

キϦンάループञྨ、飲料、ҩༀ・όΠオέミΧルを
த৺にۀࣄをల開しͯい·͢ɻこΕΒのۀࣄ、͔ ͭͯ
ࡁܦの発లととに市場͕֦େし、ͦ Εにい҆ఆ
的にしͯき·した͕、ۙ 年、গྸߴࢠ化ਓޱ減
গなどで、ݫしいঢ়گに͋り·͢ɻྫ え、日本のビー
ル市場20年Ҏ্ϚΠφス͕ଓき、Ԥถオη
アχアなどでࡁܦにӄり͕ݟえるなど、ੈ քதで
市場のख़化͕ਐんでい·͢ɻ
このよ͏なݫしい環境Լで、キϦンάループ͕ظ的な
を͛ͯい͘たΊの2012、͕ݤ年͔Βάループ
�とҐ置͚ͮͯきた$47（$SFBUJOH�4IBSFEװӦのࠜܦ
7BMVF）で͢ɻ環境ม化にରԠ͢るとい͏ड͚の発͔
Β、ٯにͦΕをػۀࣄձとしͯ ଊえͯい えํでߟ͘ ɻ͢
キϦンάループ、৯とҩのೋͭのྖҬ͔Βるੈքで
ྨをݟないϢχークなۀࣄϙートϑΥϦオを࣋っͯい

· ɻͦ͢ のաఔでഓっͯ きたٕज़とϚーέテΟンάのڧΈ
にܦӦݯࢿをΠンプットしͯ、キϦンΒしい品・αービ
スのఏڙを通ͯ͡、社ձ的Ձࡁܦ的Ձとい͏͔֬
なアトΧϜ（Ռ）に݁び͚ͭͯこͦ、ॳΊͯ࣋ଓ的な
͕Մになるとߟえͯい· ɻ͢

、「環境」「社ձ」「Ψόφンス」へのऔり組Έをۙ࠷
っͯい͕͕ࢿධՁのई度としͯ活用͢る&4(ۀا
·͢ɻͦ のഎܠに、社ձ環境、ै һなどのステーۀ
クホルμーを٘ਜ਼にしͯࡁܦ͕ۀا的Ձをಘͯ、ͦ
Εに࣋ଓ性͕ないとい͏ߟえํ͕͋るとࢥい·͢ɻ
こ͏したத、2017年2݄に、「$47ストーϦー」「$47ί
ミットϝント」を発දし·したɻάループとしͯॏ的に
औり組Ή社ձ課とし 「ݙߩҬ社ձへの」「߁݈ͯ」
「環境」͓ よびञྨをѻ͏ۀاάループのલఏとしͯ
「ञྨϝーΧーとしͯの」をબఆし、国࿈の࣋ଓՄ
な開発ඪ（4%(T）などをࢀরしな͕Β۩ମ的なऔ
り組ΈにམとしࠐΈ·したɻ
ٕ、後、こΕΒの活動をՃしͯい͘たΊにࠓ ज़的な
ΠϊϕーγϣンにՃえͯ、ビジωス社ձのプϩηス・
組Έをมえるなどのେきなมֵ͕ඞཁとなるでしょ͏ɻ
110年લにۀした࣌、ऀۀたち「͓いしい
ビールを飲んでօにݩ気になっͯ΄しい、社ձを໌る
͘したい」とい͏い͔Β、༷ ʑなนをりӽえͯきた
ͣで͢ɻͦ んなۀのਫ਼神をΕることな͘、࣍の
100年をݟਾえた৽たなՁの造にΈଓ͚ͯ·
いり·͢ɻ

ਾ͑ͯݟͷ1��Λ࣍
৽ͨͳՁͷʹΉ

৽ɾΩϦϯɾάϧʔϓɾϏδϣϯ���1ʢ৽,7���1ʣ

ࣾձ՝ͷऔΓΈΛ
௨ͨ͡Ձ

Ձ造を実͢ݱるたΊのٕज़ྗ
Ձ造を実͢ݱるたΊの組৫ྗ

͓٬༷ͷظʹԠ͑Δ
Ձ

���1�7JTJPO

的Ձの造・社ձ的Ձの造ࡁܦ
（で設ఆܭඪを֤தࡒඪ・ඇࡒ）

ҙとҙ�ʠPBTTJPO�BOE�*OUFHSJUZʡ

ӦՌܦ

Ձʹ͚ͨ
ઓུͷΈ

ʠ0OF�,JSJOʡ
���7BMVFT

	�ΩϦϯάϧʔϓ
ͳΒͰͷ$47
ɹ

キϦンάループ、ञྨ、飲料、ҩༀ・όΠオέミΧルを
த֩としたキϦンάループのۀࣄを通ͯ͡社ձ課に
き߹い、͓ ٬༷を理ղしͯ、৽しいՁを造͢ること
で、社ձととに࣋ଓ的に͢るɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ཁ֓ۀࣄ  ߸
ઃ ཱ

ຊ ࣾ

 ද ऀ
ࢿ ຊ ۚ
һۀै
ཁ֓ۀࣄ

キϦンホールσΟンάスࣜגձ社
1907年2݄23日ɹྣഴञࣜגձ社設ཱ
˞2007年7݄1日��७ਮג࣋ձ社化にい߸มߋ

1˟64�0001�౦ژத۠த4�10�2�தηントラルパークαス
5&-�03�6837�7000（ද）

ү崎�ޭయ（いͦ͟き�よしのり）
102045793357 ԁ
31033ਓ（࿈݁）（2018年3݄29日ࡏݱ）
ओとしͯञྨ、飲料、ҩༀ・όΠオέミΧルの製造ൢച

ฏ४Խ&14ʗฏ४Խظརӹ ࿈݁ۀࣄརӹʗ࿈݁ۀࣄརӹ

ฏ४Խ&14

ฏ४Խ
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1��

2013 2014 2015 2016 2017 2013 2014 2015 2016 2017

࿈݁ۀࣄརӹ
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�
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1�

1�

�
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���

1���

1���
ʢԁʣ ʢԯԁʣ ʢԯԁʣ ʢ�ʣ

30&ʗظརӹ

�

5

�5

1�

15

��

�5

2013 2014 2015 2016 2017

��
ʢ�ʣ

1,377ԯԁ

151ԁ
ʢ�����ʣ

12.3�

1,943ԯԁ

ظརӹ

30&
29.1�

13.0�

ΩϦϯϗʔϧσΟϯάεʢגʣ

ຊ૰߹ҿྉ
5�ࣾܭ

˞ͦのଞۀࣄηάϝント2ܭ社（খؠҪೕۀ	ג
など）

ւ֎૰߹ҿྉ
�1ࣾܭ

ҩༀɾόΠΦέϛΧϧ
ࣾ��ܭ

ΩϦϯʢגʣ -JPO�1UZ�-UE�

.ZBONBS
#SFXFSZ�-JNJUFE
,JSJO�)PMEJOHT
4JOHBQPSF�1UF�-UE

ΩϦϯϏʔϧʢגʣ

ΩϦϯϏόϨοδʢגʣ

ϝϧγϟϯʢגʣ

ଞ��ࣾ

ଞ��ࣾ

ଞ��ࣾ

ʣגൃ߬ΩϦϯʢڠ

ʣגൃ߬όΠΦʢڠ

ຊ૯߹ҿྉ

�����
ւ֎૰߹ҿྉ

�����
ҩༀɾόΠΦέϛΧϧ

�����
ͦͷଞ

��5�
શࣾඅ༻ɾফڈ

�����

ຊ૯߹ҿྉ

5����
ւ֎૰߹ҿྉ

���1�
ҩༀɾόΠΦέϛΧϧ

1����
ͦͷଞ

����

1ஹ����ԯԁ

2017年ۀࣄ�རӹ2017年�ച্収ӹ

1���ԯԁ

˙ビールۀࣄの収ӹج൫ڧ化（キϦンビール、ラΠオンञྨۀࣄ、ミャンϚーϒルϫϦー）
˙収ӹۀࣄの࠶ੜ・࠶ฤ（ϒラジルキϦン、キϦンビόレッジ、ラΠオン飲料ۀࣄ）
˙ҩༀ・όΠオέミΧルۀࣄのඈ༂的（ڠ発߬キϦン）

˙のΕんঈ٫લ30&�15�Ҏ্� �6�Ҏ্ۉ当たりརӹ年ฏג1˙

ࡁのฦ࠴ෛࢠ�30�Ҏ্ɹɹ˙༗ར当たりརӹにର͢る当性ג1˙

ΩϦϯάϧʔϓ��1� �ɻ�1�தܦظӦܭը

ຊํج ੜ࠶վֵʹΑΔɺΩϦϯάϧʔϓͷߏ

͢·ͷҐஔ͚ʹԠͨ͡۩ମతͳઓུΛల։͠ۀࣄ

ऩӹྗվળʹ࠷༏ઌͰऔΓΈɺ
͢·͠ࢦଓతΛ࣋ओՁͷגͱ্ຊޮͷࢿ

҆ఆతͳʹΑΔגओؐݩͷॆ࣮ͱࡒͷॊೈੑͷ্Λ࣮͠ݱ·͢

ॏ՝

ఆྔඪ

ํࡒ

˞2017年12݄͔ظΒ国ࡒࡍใجࠂ४	*'34
をద用しͯい·͢ɻৄ し͘、「,*3*/�3&P035�2018」の「ࡒ・ඇࡒϋΠラΠト」をࢀরしͯͩ͘͞いɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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日本産ホップとクラフトビール

担当役員メッセージ

キリンの事業に不可欠な自然資本・社会的資本の増強と
キリンの経済的価値の創造

社会と共有できる価値の創造

マーケティング力と知識・ノウハウ・ネットワーク

※「キリングループの価値創造モデル」については統合報告書を参照してください。

・ホップ生産の安定化
・新規ホップ農家の獲得

・生産農家高齢化
・日本産ホップ生産量の減少

・クラフトビール拡大
・日本産ホップによる差別化

ホップ畑生きもの調査「TONO BEER
EXPERIENCE」推進

・新しいカテゴリーでのリーダーシップ
・高付加価値商品の拡大

C S V モ デル

2015年の国連サミットで、2030年までに全世界で官民をあげ
て取り組む17の「持続可能な開発目標」（SDGs）が採択されま
した。そこでは、社会課題の解決に取り組むことが、自然環境や
社会に貢献するだけではなく、国や企業の持続的成長にもつな
がるとうたわれています。2017年2月に策定したキリングルー
プのCSVコミットメントも、同じ考え方をベースとして策定した
ものです。事業を通じた社会課題の解決はキリンの事業の成長
の源でもあるわけです。
「環境」は、キリングループの3つのCSV重点課題の1つとして
位置づけられています。その中の1つの取り組みに、「原料生産
地と事業領域における自然環境を守り、生態系を保全します」
というコミットメントがあります。

例えば「日本産ホップ」。ビールの原料の1つであるホップは、
国内では殆どが東北地方で栽培されています。キリンは日本
産ホップの7割を購入しており、岩手県遠野市でのホップ契約
栽培は50年以上の歴史があります。しかし、近年は高齢化な
どにより、過疎化とともに生産量は大幅に落ち込み、栽培は
存続の危機を迎えています。そこで、キリンはこの課題の解決
に向け、遠野市とともにホップの価値を最大限に活かした地
域活性化の様々な取り組みを行ってきました。防風林で囲ま
れたホップ畑が里地里山の価値を持ち、生物多様性を守るこ
とを明らかにしたホップ畑の生きもの調査は、このような取り
組みの1つです。
一方で、日本でも近年成長の著しいクラフトビールは、ホップの
種類や使い方を大きなセールスポイントの1つにしています。独
自の繊細なフレーバーを持つ日本産ホップが入手しづらいという

キリン株式会社取締役常務執行役員 兼
キリンホールディングス株式会社 常務執行役員
（CSV戦略担当、グループ環境総括責任者）

溝内 良輔

地
域	

環
境	クラフトビールを通じた日本産ホップの価値化

CSVはキリンにとって事業の成長の源

地域の
課題

キリンの
課題

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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・日本ϫΠン֦େ
・国ϒυാ֦େ

・日本ϫΠンでのϦーμーγップ
ՃՁ品の֦େߴ・

・ϒυാੜଶܥௐࠪ
・২ੜ࠶ੜ活動
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ࣾձͱڞ༗で͖ΔՁの

キリンのۀࣄʹෆՄܽͳࣗવࢿຊɾࣾձతࢿຊの૿ڧͱ
キリンのࡁܦతՁの

・ϒυാੜଶܥௐࠪ

地
域	

環
境	

ຊϫインͱブυウാ

$ 47ϞσϧクラϑトビールϝーΧーの課にରしͯ、キϦンࣗ社の日本࢈
ホップを「*#6,*」としͯϒランυ化し、֎ൢを始ΊることでԠえ
ͯい·͢ɻ原料ੜ࢈の課ղܾと、クラϑトビールのҭ、こ
のೋͭのྲྀΕ全国の飲料ళで国࢈のクラϑトビールをָしΊる
「5BQ�.BSDIÉ」のల開で、͞ Βに͕りをͤݟるͣで͢ɻ
日本࢈ホップを用͢るクラϑトビールの、ੜऀ࢈の
ホップੜ࢈を҆ఆ化ͤ͞る͚ͩでな͘、クラϑトビールへの
ؔ৺のߴ·りを通しͯͦのݤとなるホップの৽نबऀの֬保
とཬཬࢁの保全にͭな͕り·͢ɻキϦンにとっͯߴ、 Ձ格
品で͋るクラϑトビール市場のを͚んҾしͦのϦーμー
となることで、རӹの改ળとച্の৳ுにͭな͕ること͕ظ
でき·͢ɻ

日本ϫΠンのたΊのϒυാの֦େでಉ༷のこと͕いえ· ɻ͢
国੫ிの「国製造ϫΠンの֓گ」によると、国市場に͓͚
る2016年の日本ϫΠンの出荷量2015年にൺると5�2ˋ૿
となっ͓ͯり、全ମの4�8ˋをΊる·でにしͯい·͢ɻϝ
ルγャンで、2027年に2016年ൺでੜ࢈量をഒ૿ͤ͞るܭ
ըを࣋っ͓ͯり、日本ϫΠンのたΊのϒυാの開͕ٸと
なっͯい·͢ɻ研ߏػのઌੜํをটいͯϝルγャンのࣗ社
理ϒυാϚϦί（ࢠ）ϰΟンϠーυでߦっͯいるੜଶܥௐࠪ
、༡ߥٳ廃をϒυാに͢ること͕ੜଶܥにどのよ͏なӨ
ったので͢ɻͦߦを༩える͔を֬ೝ͢るたΊにڹ の݁Ռ、日本
ϫΠンのたΊのϒυാ͕ྑ࣭な原のׂを࣋ち、ઈ໓ةዧ
種などのଟ༷なੜଶܥをҭんでいること͕分͔り·したɻこΕ
、༡ߥٳ廃をϒυാにసしよ͏としͯいるଟ͘の日本
ϫΠンのऀۀࣄにとっͯ༗ӹなݟで͢ɻ日本ϫΠンの֦େ
、༡ߥٳ廃の活用とҬの活性化とい͏社ձ課のղܾ
とಉ࣌に、ੜଶܥを๛͔に͢ることにͭな͕るので͢ɻಘΒ

Εたݟࠓ後ެ͘開しͯい͘ととに、͞ Βにֶज़的なௐ
ࠪをܧଓしͯい͘༧ఆで͢ɻ

水ݯࢿ容器แ、ٿԹஆ化にͭいͯऔり組ΈをਐΊͯい
·͢ɻ
水ݯࢿで、工場ྲྀҬόϦϡーチΣーン্ ྲྀの水Ϧスクのௐࠪ
をߦっͯい·͢ɻ࠷ॳにߦった2014年よりਫ਼度をߴΊͯ実施し
た2017年のௐࠪの݁Ռ、ߚ༿の原料ੜ࢈の水Ϧスクのߴ
͕֬͞ೝできたことをड͚ͯ、レΠンϑΥレスト・アラΠアンス
ೝ証のऔಘࢧԉにՃえͯ、ߚԂの水ݯ保全活動を開
始͢ることにし·したɻこΕによりߴ、 に͋るߚԂ͕ͭ࣋
水ݯᔻཆػ্͕͢るととに、ߚ༿の҆ఆڅڙ 後ޕ͕」
のߚ」の࣋ଓ的なをࢧえることをظしͯい·͢ɻ容器
แで、ܰ 量化にՃえͯࢴ容器への'4$�ೝ証ࢴ採用をਐΊ
͓ͯり、2020年·でに100ˋ切り替える༧ఆで͢ɻྛ
をղܾ͢るととに、ࢴ容器の࣋ଓ性͕担保でき·͢ɻٿ
Թஆ化で、4#5˞͔Βঝೝ͞Εた()(減ඪのୡに
ఆࡦੜՄΤωルΪーの導入ؚΊたϩーυϚップを࠶、͚ͯ
し·したɻ͞ Βにトラックӡసखෆとい͏課にରԠ͢るた
Ίに、ಉۀଞ社とのେなڞಉૹにऔり組Ήことで、$02排
出量の減と҆ఆ的なૹମ制を実ݱでき·したɻ
いͣΕの環境のऔり組Έ、୯に「ۀࣄ活動に͓͚る環境
ྀ」といったஈ֊͔Β、社ձ的ՁとキϦンのՁの྆ํにد
༩͢るۀࣄઓུとしͯਪਐしͯい͘ステージに入っͯきͯいる
ことをࣔしͯい·͢ɻ
キϦンάループࠓ後、͓ ٬༷ととにͤなະདྷをΊ͟し
るとと͢ݙߩを通͡た社ձ的課のղܾにより社ձへۀࣄ、ͯ
に、ࢲたちにとっͯ࣍ののݯとなる$47をਪਐしͯいき
·͢ɻ

˞4#5にͭいͯৄし͘ ⾣1���

ຊϫインのͨΊのブυウാ֦େ͕ੜଶܥΛ๛͔ʹすΔ

$47͕ͨΒすࣾձతՁͱキリンのՁ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ΩϦϯࣜגձࣾऔకৗࣥߦһ
݉�ΩϦϯϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾৗࣥߦһʢ$47ઓུ୲ɺάϧʔϓڥ૯ׅऀʣɹ
�ྑีߔ

ϙʔϧɾγンϓιンࢯ˔キϦン気ީม動水ݯࢿのでଟ͘
のऔり組Έを͞Εͯいͯ、ϦーμーγップをऔΒΕͯい·͢ɻ
ৗ˔͋り͕と͏͟͝い·͢ɻߔ
ϙʔϧ˔نのେきなάϩーόルۀاで͋るキϦンにとっͯ 、
αプラΠチΣーン͕ॏཁな課になり·͢Ͷɻ
えͯい·͢ɻͦߟ͏ͦ˔ɹߔ こで、4DPQF3で2015年ൺで
2030年に()(排出量を30ˋ減͢るඪをཱͯ·したɻ
このඪՊֶ的にࠜ͋ڌるඪとしͯ4#5にঝೝ͞Εͯい
·͢ɻ
ϙʔϧ˔30ˋ減とい͏のඇৗに৺的ͩとࢥい·͢ɻੈ ք
のϦーμーۀاՊֶ的にࠜ͋ڌる減ඪをͯ͛ܝい·͢
͕、́ ΅ಉ͡レϕルで͋り、ଥ当なのͩとࢥい·͢Ͷɻ
Ճ͢る的ಁ໌性͋るใ開ࣔでࢀɹ˔キϦン͕$%Pにߔ
ɻ͢し͔し、開ࣔした͚ͩでҙຯ͕͋り·ͤんɻඪを設ఆし、
ること͕ॏཁで͢ɻͦ͢ߦըをཱͯ、実ܭ えると、Պֶ的にߟ͏
ͦ、るඪを設ఆし͋ڌࠜ のୡに͚ͯऔり組Ήこと、当વ
ਐΉき࣍のステップͩったので͢ɻ
ϙʔϧ˔ͦのよ͏なܾஅを͞Εたことをخし͘ࢥい·͢ɻଟ͘の
ै、にとっͯ৺的なඪを設ఆ͢ることۀا һのҙཉをۀ

Ίるとฉいͯい·͢ɻߴ
һ͕ۀըをཱͯよ͏とैܭた͚ɹ˔キϦンで、ୡにߔ
৺にऔり組んでい·͢ɻ
ϙʔϧ˔αプラΠチΣーンへのಇき͔͚にͭいͯ、ޚ社にどの
よ͏な課͕͋ると༧͞Εͯい·͔͢ʁ·た、αプラΠチΣー
ン、日本国͚͕ͩରでしょ͏ ʁ͔
ɹ˔ちΖんւ֎をؚΊͯ全͕ͯରで͢ɻαプラΠチΣーߔ

དྷ͞Εͨ$%1の$&0ͱキリンϗʔϧσΟンάεの$47ઓུ୲һ͕������݄��
ʹରஊΛߦいましͨ。環境ใ։ࣔγεςϜΛఏڙすΔࡍࠃతͳඇӦརஂମで͋Δ$%1の
σʔλは4&ࡏݱ(で࠷ࢀর͞ΕていΔのの�ͭです。

ンのऔり組Έにいͭ͘ ͔の課͕͋り·͕͢、ಉ࣌にキϦンに
とっͯのチャンスで͋り·͢ɻྫ え日本国でビール飲
料をૹ͢るたΊのトラックӡసख͕ෆしͯい·͢ɻͦ こでڝ
߹ଞ社とし߹いをߦい、ڞಉૹによっͯ この課をղܾ͢る
ಓをબび·したɻ·ͩւಓなどҰ部のҬにཹ·っͯ
い·͕͢、কདྷ的に全国へల開したいとߟえͯい·͢ɻこΕ
ӡసखෆとい͏ۀاの課ղܾで͋るととに、$02排出量
減できるऔり組Έになり·͢ɻたͩ、物ྲྀ分にখنࣄ
ԉしͯい͔͘課で͢ɻւࢧをど͏ۀاଟ͘、こΕΒの͕ऀۀ
֎で、オーストラϦアの͕ۀࣄେきいので͕͢、ここでిྗ
Ձ格্͕ঢしͯい·͢ɻͦ こで、2026年·でに10.8のଠཅޫ
発ి施設をݐ設͢るܾஅをし·したɻαプラΠチΣーンの改ળで
、খنऀۀࣄのྗڠをど͏ಘる͔͕日本とಉ༷にେきな課
で͢ɻアジアで2年લにミャンϚーのビールձ社をങ収し·
したɻۀࣄ֦େしͯい·͕͢、工場ඇৗにࣜچで͢ɻ
ͦこで、製造ྗの֦େのたΊに৽たなࢿを͏ߦととに、
減͢る༧ఆ৽のলΤω設備を導入͢ることで$02をେ෯に࠷
で͢ɻ
ϙʔϧ˔ڼる通り、ビジωスでৗに課͕チャンスになりಘ

ϙール・γンプιンࢯ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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るとࢥい·͢ɻ$%Pでऔり組んでいることの̍ͭ ࢧԉで͢ɻا
ͦ、૪を͢るの当વで͋りڝ͕ۀ ΕによっͯՁをੜΈ出し·
͢ɻし͔し、࣋ଓՄ性とい͏課に͓いͯ、ҟۀ種࣌に
ಉۀ種の͢ྗڠ͕ۀاることで、ଟ͘のػձをಘΒΕるとߟえ
ͯい·͢ɻ·た、ଟ͘のαプラΠϠー͕খنで͋ること͕課
となっͯい·͕͢、ੈ ք的なۀاで、αプラΠϠーにରしͯ研
मを͏ߦことでݟをҠసし、͞ ΒにখنαプラΠϠーに
ࢿを͢ることでΤωルΪーίストを減しϝϦットをڞ༗し
ͯいるۀاなどݱΕͯい·͢ɻこのよ͏なऔり組Έのϊϋ
、աڈに社֎ൿとしͯѻΘΕる場߹͕ଟ͔ったとࢥい·͢
いにֶびޓ༗͢ることで͓ڞでϕストプラクテΟスとしͯࠓ、͕
͋͏こと͕できる、とい͏ߟえํ͕Ұൠ的になりͭͭ͋り·͢ɻ
のதでͦ͏いったιϦϡーγϣンのۀاɹ˔キϦン日本のߔ
Ϟσルۀاになりたいとࢥっͯい·͢ɻ$%PԹ室ޮՌΨス
減のϕストプラクテΟスで๛なࣝを࣋っ͓ͯΒΕるので、ڞ
༗をいた͚ͩるとॿ͔り·͢ɻ
ϙʔϧ˔تんでͦ͏ͤͯ͞いたͩき·͢ɻとこΖで、ޚ社の製品
にとっͯ水ॏཁなݯࢿで͕͢、この分でϦーμー的なऔり
組Έを͞Εͯい·͢Ͷɻ
品࣭な水͕ඞཁߴるに、クϦーンで࡞のビールをߴ࠷˔ɹߔ
で͋り、水࠷ॏཁ課で͢ɻ日本に៉ྷな水͕た͘͞ん
͋り·͕͢、オーストラϦア水͕ෆしͯい·͢ɻこのよ͏な水
のҬ性を理ղし、オーストラϦアでよりߴ度なઅ水をߦ
͏よ͏にしͯい·͢ɻ
ϙʔϧ˔$%P͕実施したௐࠪで、日本Ϥーϩッパに๛
な水͕͋るҰํで、ೆ Ϥーϩッパถ国、த国、Πンυ、オース
トラϦアなどで、水ෆ水࣭ѱ化͕ਂࠁになっͯいること͕໌
Β͔になっͯい·͢ɻҰํで、ੈ քࡁܦϑΥーラϜ、水࠷
ਂࠁなࡁܦのάϩーόルϦスクͩとड़ͯい·͢ɻ気ީม動
と水ྛの͕別ʑのͩとߟえͯいるਓ͕·ͩた͘͞

んい·͕͢、こΕΒ切りͤない課
なので͢ɻ
ͩݯࢿɹ˔日本で、水͕େ切なߔ
とい͏ҙࣝҰൠ的で͕͢、水͕๛
な国で͋る͕Ώえに、水͕ੈք的
な課で͋り、ଞのଟ͘のにؔ࿈し
ͯ͘ るとい͏理ղΕͯいる気͕しͯ
い·͢ɻҰํで、日本೩料原ࡐ料を
༌入しͯいること͋り、ΤωルΪー
にͭいͯਐΊ͢いଆ面͕ݯࢿ
͋り·͢ɻ࠶ੜՄΤωルΪーを100�
に͢るの͙͢にࠔで͕͢、ண実に
૿しͯい͘ํにしͯい·͢ɻ
ϙʔϧ˔ΤωルΪー୭にとっͯඞ
ཁで͢ɻͦ のΤωルΪーのޮ্で
日本େมにٕज़的にਐんで͓り、
しͯい·͢ɻظ
ٕ、ɹ˔ミャンϚー͕ྑいྫで͕͢ߔ ज़へのࢿେきなチャ
ンスにͭな͕るとߟえͯい·͢ɻ
ϙʔϧ˔$%P͕ޚ社のたΊにできること͕͋り·͢ ʁ͔
いධՁをಘたことで、&4(ߴɹ˔$%Pの気ީม動と水でߔ
༩د金ௐୡにࢿたΊの͏ߦをۀࣄଓՄなํ法で࣋を通ͯ͡ࢿ
しͯΒえるとߟえͯい·͢ɻ
ϙʔϧ˔日本のۀࢿք&4(でΕͯいたҹ͕͋り·
͕͢、(P*'͕&4(Πンσックスにͭいͯଟ͘のऔり組Έߦっͯ
͓り、ࠓ後େき͘ਐΉとߟえͯい·͢ɻ
Ո証݊アφϦストとେখのミーࢿɹ˔キϦンຖ年、ߔ
テΟンάを͓こなっͯい·͢ので、ͦ のことを実ײしͯい·͢ɻ5
～6年લに&4(にؔ͢る࣭օແでした͕、ࠓでた͘͞ん
の࣭をड͚·͢ɻ

ϙʔϧ˔ͦのよ͏なม化͕ىこっͯいること͏Εしいことで
͢ɻޚ社の年の$%Pへのྗڠにँײし·͢ɻ
しͯい·͢ɻ$%Pにظɹ˔$%Pの活動͕֦େ͢ることをߔ
ͭいͯ理ղ͢るਓ͕૿えΕ、キϦンへのࢿのػձ૿えͯ͘
るとࢥい·͢ɻ
ϙʔϧ˔$%Pখ͞な組৫で͕͢、ࠓ後ࢿՈとۀاのର
͕ܾࢿఆにͭな͕るよ͏にࢧԉしͯいきたいとࢥっͯ い·͢ɻ
っͯ࣋をྗڹɹ˔$%Pখ͞いどこΖ͔、とͯେきなӨߔ ͓
ΒΕるとࢥい·͢よɻ本日͓ӽしいたͩいͯ͋り͕と͏͟͝い
·したɻ
ϙʔϧ˔͓টきいたͩき、͋ り͕と͏͟͝い·したɻۙ ͘にキϦ
ンのクラϑトビールのళ͕͋るとฉいͯい·͢ɻ࣍回ੋඇॕഋ
を͋͛たいで͢Ͷɻ
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˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙



1�

ϚςϦΞϦςΟͷಛఆ
環境にؔ͢るϚテϦアϦテΟ（ॏཁ課）のಛఆに͋たっͯ、キϦンάループのۀࣄにෆՄܽなࣗ
વࢿ本・Ҭ社ձ・ٿ環境のঢ়گをݕ౼し、国֎のٞの動、ଟ༷なステークホルμーの
しͯॾ課をந出し·͢ɻྀͦߟをࢹ ΕをܦӦ͕ٞし、社ձの࣋ଓ性とάループのۀࣄにΠン
パクトを༩えるॏཁな༏ઌ課をಛఆし、ܦӦܭըにөしͯい·͢ɻ

ॏཁ՝のܾఆϓϩηε
キϦンάループをऔり͘רঢ়گをݕ౼し、国ࡍ的なج४国֎の
ٞの動をߟࢀに、ؔ ࿈課をந出ɻ

֎部༗ࣝऀ/(0など、༷ ʑなステークホルμーとの
ଟ༷なରをߦっ͓ͯり、ͦ のҙݟをキϦン部でのٞにөɻ

、ձをܾఆしػと社ձにର͢るϦスクとۀࣄ、いߦӦによるٞをܦ
ఆɻࡦըをܭඪをؚΉऔり組Έࢦ

ઈえͣม化͢る社ձ環境課のঢ়گ、キϦンάループのঢ়گをөし、
ॏཁ課のݟしのඞཁ性をܧଓ的にݕ౼ɻ

45&1�1
ؔ࿈՝ͷநग़

45&1�̎
ଥੑͷ֬ೝ

45&1�̏
ϚςϦΞϦςΟͷಛఆ

45&1�̐
͠ݟଓతͳܧ

����の環境χʔζΛݕ౼ ࣗવࢿຊࣦのػةҙࣝ

ظϏδϣンのࡦఆ

ܦظӦܭը

Ձ Ձ

ՁΛ࣮͢ݱΔͨΊͷٕज़ྗ

ࣾձ՝ͷ
औΓΈΛ௨ͨ͡

͓٬༷ͷظʹ
Ԡ͑Δ

ՁΛ࣮͢ݱΔͨΊͷ৫ྗ

ݱ॥環����ࣾձの࣮ݯࢿ
ࢦす͖ํੑ

��5�ͷੈքత՝ʢ��1�ˠ��5�ʣキϦンάループञྨ、飲料、ҩༀ・όΠオέミΧルをத৺にۀࣄをల開しͯい·
͢ɻいͣΕ、ࣗ વのܙΈを原料とし͓ͯり、的にࣗવࢿ本のԸܙでりཱっͯ
いるۀࣄで͢ɻ2050年にਓࡏݱ͕ޱの76ԯਓ͔Β98ԯਓとେ෯に૿Ճし、こΕ
Βのࣗવࢿ本͕ᆝଛ͢るՄ性͕ߴいといΘΕͯい·͢ɻ࣋ଓՄな社ձとۀࣄ
のたΊに、このよ͏なظ的なϦスクにରԠ͢るඞཁ͕͋るとஅし·したɻ

๛͔なٿのΊ͙ΈをকདྷにΘたっͯڗडしҾき
Θるたいとい͏いを、όϦϡーチΣーンに͗ܧ
ͯ͢のਓʑとڞにͭないでいき·͢ɻ

ରͱٞʹΑりॏཁ環境՝Λಛఆ

֎部༗ࣝऀ/(0などをؚΊたキϦンάループの༷ʑなステークホルμーとのଟ
༷なର、͓ よびキϦンάループのۀࣄձ社ܦӦとのٞの͏えでۀࣄと社ձ
にର͢るϦスクとػձをந出・ݕ౼し·したɻͦ の্で、࠷ॏཁな環境課としͯ
「ੜ物ݯࢿ」「水ݯࢿ」「容器แ」「ٿԹஆ化」をಛఆし、2012年のܦӦձٞ
に͓いͯ2050年の͋りたい࢟とし 「ͯظ環境ビジϣン」をࡦఆし·したɻ

ܦظӦߏの౷߹

ܦظӦߏ「৽,72021」で、͓ ٬༷のظにԠえるՁ造にՃえ、社ձ課
へのऔり組Έを通͡たՁ造を৽たなػձとҐ置 「͚2021年のビジϣ
ン」͓ よび「Ձ造に͚たઓུの組Έ」を໌֬に͢るととに、改ΊͯキϦン
άループのڧΈを「ٕज़ྗ」とఆٛし·したɻञྨ、飲料、ҩༀ・όΠオέミΧルを
த֩としたۀࣄを通͡、άループのڧΈで͋るٕज़ྗをάループ横அで活͔しな͕
Β、社ձ課のղܾと͓٬༷へのՁఏڙをཱ྆し、ࡁܦ的Ձの造と社ձ的
Ձの造を実ݱしͯい͘、キϦンάループなΒでの$47をల開し、社ձとと
に࣋ଓ的なをࢦしͯい·͢ɻ

ϦεΫ͓Αͼ
ձͷѲػ

ڥ
ϚςϦΞϦςΟͷ
ܾఆ

άϧʔϓ
$47ઓུͷ
౷߹
ʢάϧʔϓ
ϚςϦΞϦςΟ
ܾఆʣ

ྛ໘ੵ

ݮ����1 ���Ҏ্ �ഒҎ্ 5��૿
ਫෆਓޱ औྔ࠾ݯࢿ $0�ഉग़ྔ

ਫݯࢿ

ੜݯࢿ ٿԹஆԽ

༰ثแ



1˞�0&$%（2012）&OWJSPONFOUBM�0VUMPPL�UP�2050
˞2�6/&P（2011）%FDPVQMJOH�OBUVSBM�SFTPVSDF�VTF�BOE�FOWJSPONFOUBM�JNQBDUT�GSPN�FDPOPNJD�HSPXUI

1˞ 1˞1˞ ˞2

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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����
$47
ίϛοτϝϯτ
ݱ࣮

��5�
ڥظϏδϣϯ
ݱ࣮

౼ݕӦॾ՝ΛܦଓతのͨΊの࣋

のΠۀࣄଓ性とάループの࣋Ӧॾ課をಛఆし、社ձのܦた͚ଓ的なに࣋
ンパクトをϚッϐンάし、「άループ・ϚテϦアϦテΟ・ϚトϦクス」に整理しͯい·
͢ɻ2017年2݄に、このத͔Β、֤ 種のΨΠυラΠンステークホルμーのࢹを
い、「ञྨϝーߦに入Εた্で、「άループ$47ҕһձ」に͓いͯ༏ઌ͚をྀߟ
Χーとしͯの」「݈߁」「Ҭ社ձへのݙߩ」「環境」をಛにॏ的にऔり組Ή
き課「$47ॏ課」としͯ設ఆし·したɻ環境で、「ظ環境ビジϣン」の
4ͭのテーϚにͭいͯ、ͦ のதظ的な౸ୡඪとしͯ設ఆをߦっͯい·͢ɻ

4%(T1,͚ͨʹݙߩ*ઃఆ

άループҰؙで的をڞ༗し、「$47ॏ課」にऔり組んでい͘たΊに、国࿈で採
͞Εた4%(T（࣋ଓՄな開発ඪ）などをࢀরしな͕Β、Ί࢟͟͢を16のί
ミットϝントとしͯࡦఆし、ίミットϝントのୡに͚た۩ମ的なアプϩーチ、
ՌࢦඪをఆΊͯい·͢ɻ環境で4ͭのίミットϝントをఆΊ·したɻ·た、「Ҭ
社ձへのݙߩ」のதの4ͭのίミットϝント、環境とのؔ࿈性͕͘ڧ、྆ ํにݙߩ
͢る課となり·͢ɻ
औり組Έに͋たっͯ、こΕΒ課のத͔Β、ࣗ 社のܦӦのڧΈํ性と、ࣗ 社
のビジωスのܧଓ的なを͢ࢦたΊのϦスクとػձをྀߟとしͯ、தܦظӦ
ըでॏ的にऔり組Ήきॏཁな環境課を設ఆしͯ、P%$"を回ܭը年度ܭ
しな͕Βऔり組んでい·͢ɻ

߹ըの౷ܭӦܦઓུͱۀࣄ

キϦンάループ、「ظ環境ビジϣン」「$47ίミットϝント」のୡに͚たऔり
組Έをۀࣄઓུに組ΈࠐΈ、社ձ的Ձの造とࡁܦՁの造の྆ （ཱ$47）
をࢦし·͢ɻ

設ఆ͞Εた環境のॏ課分͝とに、ビジωスのڧΈ・ํ ଓ的な࣋、性と
のたΊのϦスクとػձをྀߟしͯ、ۀࣄઓུへ組ΈࠐΈ、ܦӦܭըを実施ɻ

άϧʔϓɾϚςリΞリςΟɾϚトリΫε

1%$"ཧ

$47ίϛοトϝント 4%(͂のݙߩ

ॏཁ՝

άループ$47ҕһձの༷ࢠ

ࣾ
ձ
ͷ
࣋
ଓ
ੑ

ͷ
Π
ϯ
ύ
Ϋ
τ

άϧʔϓͷۀࣄͷΠϯύΫτ

ҩༀ
ϝʔΧʔ
ͱしての


ଓՄ࣋
ͳௐୡ ਓݖ

ਓࡐɾ
組৫෩

ίʔϙ
Ϩʔト
Ψόφンε

新ͨͳՁ
の

環境 Ҭࣾձ߁݈
のݙߩ

ञྨ
ϝʔΧʔ
ͱしての


҆શɾ҆৺の
֬อ

߁݈

Ҭࣾձ
ίϛϡχςΟ 環境

1L"/
%0

$)

&$
,

"$
5
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ڥظϏδϣϯ 「したいをٿどたちのੈに美しいࢠ」
ͦΕଟ͘のਓʑのいで͋るととに、キϦンのいで͋り
·͢ɻなͥなΒ、キϦンの飲Έの࢈物と水を用しͯ容
器に٧Ί͓ͯ٬༷に͓ಧ͚しͯい·͕͢、ͦ のաఔで発ੜ͢る
$02によるٿԹஆ化͕原料で͋る࢈物と水にӨڹを༩える、
·͞にࣗવのΊ͙ΈにࢧえΒΕた͔ͩۀࣄΒで͢ɻ

͓、しをٿどたちのੈに美しいࢠ、たちࢲ ٬༷に飲Έ
のを͓ಧ͚しଓ͚るたΊに、ॏཁな原ࡐ料で͋る「ੜ物ݯࢿ」「水
にର「Թஆ化ٿ」、でར用しܗଓՄな࣋を「容器แ」「ݯࢿ
Ԡ͢るたΊにۀࣄを通ͯ͡排出͞Εる$02排出量を2050年に
減͢ることをࢦし、2050年にࢲたちのۀࣄにΘる環境ෛ
荷を、͕ٿ͏ことのできるྗとόランスͤͯ͞いき· ɻ͢

����౸ୡඪͱؔ࿈すΔリεΫɾػձ

্࣭な水のӬଓ的な֬保、水用ίスト૿େ、
ڹへのӨ࢈によるੜࡂ

ྀྲ、度なઅ水ٕज़ߴ ҬόϦϡーチΣーンでの
ϦスクѲख法のਐల

水資源

ੜ࢈ʹدりఴい、࣋ଓՄͳ
ੜݯࢿΛར༻します

Ҭͱڞʹ、ӬଓతʹਫݯΛ༻します

生物資源

����までʹ、ͦ ΕͧΕのҬでڗडで͖Δ
ਫݯΛӬଓతʹ֬อしていΔ

౸ୡ目ඪ

౸ୡ目ඪ

����までʹ、ੜݯࢿΛ࣋ଓՄͳܗで
していΔ༺

ੜऀ࢈ίミϡχテΟーࣦ、原ࡐ料の҆ఆ的֬保、
制Ϧスク、ධϦスクن

ੜऀ࢈とのྑなؔߏங、ࣗ વにྀした
ྑ࣭な原料֬保

リεΫ

ɹձػ

リεΫ

ɹձػ

ٿ温暖化

౸ୡ目ඪ

����までʹ、ۀࣄのόリϡʔνェʔンでの
$0�ഉग़ྔΛٿのٵऩՄͳൣғʹ͑Δ

気ީม動のۀࣄ全ൠへのӨڹ、ΤωルΪーඅ用૿େ、
制Ϧスクن

減ੜՄΤωルΪー、ίスト࠶、度のলΤωٕज़ߴ

ͭͳいで͘ΕΔਓͨͪͱڞʹ、
όリϡʔνェʔンの$0�ഉग़ྔΛ
ٿのٵऩՄྔʹ͑ます

容器包装

౸ୡ目ඪ

����までʹ、༰ثแΛ࣋ଓՄͳঢ়ଶで
していΔ༺

、原料අίスト૿େ、-$"্の$02排出量、ׇރのݯࢿ
制Ϧスクن

、減用量料ࡐ度な容器แ開発ٕज़、原ߴ
$02排出量減、ίスト減

、ਓΛい͏
します༺ΛثଓՄͳ༰࣋

リεΫ

ɹձػ

リεΫ

ɹձػ

ਫݯࢿ

ੜݯࢿ ٿԹஆԽ

༰ثแ



キリンάϧʔϓのظ環境Ϗδϣン
๛͔ͳٿͷΊ͙ΈΛকདྷʹΘͨͬͯڗड͠Ҿ͖͍ͨ͗ܧͱ͍͏͍ΛɺόϦϡʔνΣʔϯʹΘΔͯ͢ͷਓʑͱڞʹͭͳ͍Ͱ͍͖·͢ɻ

˙͢ࢦ͖ํ ɿੑݯࢿ॥1���ࣾձͷ࣮ݱ
キϦンάループのόϦϡーチΣーン͔Β発ੜ͢る環境ෛ荷を減ͤ͞な͕Β、͕ٿ
͏こと͕できるྗとのόランス͕औΕるよ͏にݯࢿを॥環ͤͯ͞いき·͢ɻ

˙औΓΈͷ࢟
/(0ۀاίンιーγアϜと࿈ܞし、͘ステークホルμーと
ίミϡχέーγϣンをऔりな͕Β、ׂを4IBSFしͯ活動をల開し·͢ɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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$47ίϛοτϝϯτ を໌Β͔に͢る「$47ίミット࢟͢ࢦ的にظを通ͯ͡தۀࣄ
ϝント」で16のίミットϝントをࡦఆしͯい·͢ɻͦ のதで「環
境」にؔ࿈͢る社ձ的課とし 「ͯظ環境ビジϣン」のୡに
た2020年～2030年をඪ年と͢る4ͭのίミットϝントを͚

「˞環境」Ҏ֎の「ञྨϝーΧーとしͯの」「݈߁」「Ҭ社ձへのݙߩ」をؚΉ「$47ίミットϝント」全ମにͭいͯ、ӈهでৄࡉに開ࣔしͯい·͢ɻɹIUUQ���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�DPNNJUNFOU�

ఆΊͯい·͢ɻ͞ Βに「Ҭ社ձへのݙߩ」にؔ࿈͢る4ͭのί
ミットϝントで「環境」にؔ࿈͢る社ձ的課をղܾしͯいき
·͢ɻάループҰؙでこΕΒのίミットϝントにऔり組Ήことによ
り、͓ ٬༷のͤなະདྷに͢ݙߩることをࢦしͯいき·͢ɻ

ੜ࢈活動に͓͚る水用量を減͢るととに、
水ݯの保全活動をܧଓ的にߦい·͢ɻ

容器แのܰ量化をܧଓ͢るととに、ࡐ料のඇ࠶ੜݯࢿґଘを減し、
Ί·͢ɻߴଓ性を࣋

ੜՄΤωルΪーの導入を͡Ίとした࠶
減のऔり組ΈをਐΊ·͢ɻなるԹ室ޮՌΨス（()(）排出量ߋ

αプラΠϠー、
άループ

Ҭ、
άループ

͓٬༷、
αプラΠϠー、
άループ

αプラΠϠー、
άループ

日本࢈ホップの品্࣭と҆ఆௐୡにऔり組Έ、日本࢈ホップなΒでのಛ͋るビール
ͮ り͘を͏ߦととに、ੜ࢈Ҭの活性化にد༩し·͢ɻ（キϦンビール）

レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証のऔಘࢧԉを͡Ί、スϦランΧのߚԂをظ的
にࢧԉし、ೝ証༿の用を֦େしͯいき·͢ɻ（キϦンビόレッジ）

ੈքにೝΊΒΕる日本ϫΠンの発లをݗҾし、ϫΠンͮ り͘、ϒυͮ り͘をࢧえる࢈・
Ҭの活性化にݙߩし·͢ɻ（ϝルγャン）

ཙՈとの࣋ଓՄなパートφーγップを発లͤ͞ることで、ཙՈとϝーΧーํの࣋
ଓ的な収ӹと、αプラΠチΣーンを通͡たՁ造を実ݱし·͢ɻ（ラΠオン）

原料ੜ࢈とۀࣄҬに͓͚るࣗવ環境をकり、ੜଶܥを保全し·͢ɻ

ڥظϏδϣϯʢ��5�ʣ
$47ίϛοτϝϯτʢ����ʙ����ʣ

Ҭࣾձの
ݙߩ
ʙαϓϥΠνΣʔϯͷ
ɹ࣋ଓՄੑڧԽʙ

環�境
ʙ׆ڥಈͷ
ɹۀࣄઓུͷөʙ

ͭͳ͍Ͱ͘ΕΔਓͨͪͱڞʹɺ
όϦϡʔνΣʔϯͷ$0�ഉग़ྔΛ
ٿͷٵऩՄྔʹ͑·͢
౸ୡඪɿ
2050年·でに、ۀࣄのόϦϡーチΣーンでの
$02排出量をٿのٵ収Մなൣғにえる

ਓΛ͍ɺ͏
͢·͠༺ΛثଓՄͳ༰࣋
౸ୡඪɿ
2050年·でに、容器แを࣋ଓՄなঢ়ଶで
用しͯいる

Ҭͱڞʹɺ
ӬଓతʹਫݯΛ༻͠·͢
౸ୡඪɿ
2050年·でに、ͦ ΕͧΕのҬでڗडできる
水ݯをӬଓ的に֬保しͯいるɻ

ੜ࢈ʹدΓఴ͍ɺ
ΛݯࢿଓՄͳੜ࣋
ར༻͠·͢
౸ୡඪɿ
2050年·でに、ੜ物ݯࢿを
用しͯいるɻでܗଓՄな࣋

ࣾձ՝ 4%(T ίϛοトϝント ൣғ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ॏཁͳڥ՝ͷରԠઓུ
で͋るととݙߩ活動を通ͯ͡環境課社ձ的課のղܾにऔり組Ήこと、社ձへのۀࣄ
に、ࢲたちキϦンάループにとっͯۀࣄののݯで͋り·͢ɻ「ظ環境ビジϣン」͓ よび
「$47ίミットϝント」で、தظ的なؒ࣌でࢲたち͕औり組ΉきテーϚとඪを設ఆし

ͯい·͢ɻこΕΒにͮجき、よりԼの課に༏ઌॱҐを͚るたΊ、্ۀࣄのඞཁ性と社ձの
課ظをྀߟし、ビジωスのܧଓ的なを্͢ࢦ でのϦスクとػձをಛఆし、こΕをߟ
ྀしͯதܦظӦܭը年度ܭըのதにରԠ施ࡦを৫りࠐΈ、実施しͯい·͢ɻ

ͷඞཁੑ্ۀࣄ ࣾձͷ՝ͱظ ϦεΫͱػձ औΓΈͷํੑ

トップϒランυ「ޕ後
のߚ」のܧଓ的なൢ
ച֦େ

クラϑトビールの֦
େ、日本࢈ホップによ
る品ࠩ別化

日本ϫΠン֦େのたΊ
の国ϒυാのద
の֬保・ૣ な֦େٸ

クラϑトビールҬ
ఆビール֦େによるݶ
ଟ品種গ量ੜ࢈の֦େ

ൢ「ߚ後のޕ」 ച֦େ
ビール、ւ֎ϫΠン
などのܧଓ的ੜ࢈

ۀによる環境ෛ荷、ਓݖへのݒ೦、
にڹのඞཁ性、気ީม動のӨ্ज़ٕۀ
よるࣗવࡂ

ۀबऀۀのྸߴ化によるホップՈ
減・ੜ࢈減、ಛ৭͋るੜ࢈物・活動による
Ҭの活性化へのظ

༡ߥٳ廃の֦େ、日本ϫΠン֦େによ
るҬ活性化へのظ、༡ߥٳ廃͔Β
のసによるੜଶܥӨ͕ڹෆ໌

Ҭの水ݯࢿのద切な理

ੜ࢈での気ީม動によるࣗવ૿ࡂՃ

ґଘ度͕ߴいҬ͔Βの༌入༿の
ੜ物ଟ༷性・ਓ্ݖのௐୡϦスク

ଓՄなԂೝ証औಘ࣋Ԃのߚ
ԉ開始ࢧଓ、খԂೝ証औಘܧԉࢧ
（7750Ԃ）

日本࢈ホップのݟしػӡ、
日本࢈ホップのௐୡϦスク

国ホップാのੜ物ଟ༷性্のՁ
ཬཬࢁへのد༩をՄࢹ化、Ҭ
のํʑへの理ղଅਐ

ϒυാへのసによるੜଶܥӨݒڹ
೦のϦスク、日本ϫΠンϑΝン造り、Ձ
へのد༩

ଟ品種গ量ੜ࢈のたΊの製造切替回
૿による水用ޮのѱ化Ϧスク

ੜ࢈の水Ϧスクによる
原ࡐ料ௐୡϦスク

༡ߥٳ廃͔Βϒυാへのసに
よるೋ࣍的ࣗવへのݙߩをՄࢹ化、
ੜ保全活動࠶গ種のر

製造ڌྲྀҬの水ϦスクධՁ
水ϦスクにԠ͡たద切なઅ水ରԠの
ଓܧ

原料ੜ࢈の水ϦスクのධՁとରԠ
保全活動開ݯԂのதの水ߚ）
始ɻඪ5Χ所、ڭҭ15000ਓ）

ੜ

ࢿ
ݯ

ਫ
ࢿ
ݯ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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事業上の必要性 社会の課題と期待 リスクと機会 取り組みの方向性

パッケージ技術研究所
の技術力、容器包装で
の差別化、容器包装の
コストダウン

ペットボトル容器の使
用拡大、紙容器への依
存継続

各ステークホルダーへ
の業界一体となった適
切な対応

クラフトビールや地域
限定ビール拡大による
多品種少量生産の拡大

長距離トラック運転手
不足、非競争分野での
協働による負荷削減・
コスト削減

より軽く使いやすくリサイクルしやすい容
器や3Rへの期待、資源枯渇、コスト削減

化石由来材料の低減期待、
森林破壊への懸念、海洋汚染への懸念

3R継続・拡大への社会期待、
空容器散乱、海洋汚染への懸念

パリ協定締結による温暖化対策進展、
再生可能エネルギーへの期待

トラック運転手確保困難等物流での課題
拡大、非競争分野での協働による社会全
体の負荷削減への期待

容器包装軽量化の限界
リサイクルが容易な容器への評価

国内綜合飲料メーカーとしては数少
ない自社所有のパッケージング技術
研究所でのR&Dを駆使した軽量容器
包装の継続的開発

法規制リスク、レピュテーションリスク

容器材料の持続性向上（ボトルtoボ
トルの維持・拡大、紙製包装容器へ
のFSC認証紙全面採用(2020年まで
に100%)）

容器包装法規制リスク、コストへの
影響、レピュテーションリスク

多品種少量生産のための製造切替回数
増等によるエネルギー使用効率の悪化

配送困難、コスト増大リスク

各ステークホルダーとの協働による
社会全体での3Rの推進継続、豪州の
容器回収制度への適切な対応

SBTによるGHG削減中期目標の達成
（2030年に2015年比で
Scope1+Scope2、および
Scope3で30％減）
2030年までに工場で使用する電力の
50%を再生可能エネルギー化
（キリンビール）
2026年までに１０MWの
太陽光発電設備を導入（ライオン）

非競争分野の協働（共同配送）の
一層の推進

容
器
包
装

地
球
温
暖
化

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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100％継続
持続可能な
パーム油使用比率

（グループ全体）

長期環境ビジョンおよびCSVコミットメントの主な目標

●水使用量
　

●紅茶農園の持続性

●パーム油の
　持続性

●温室効果ガス

●バリューチェーンCO2削減

●FSC認証紙利用紙容器
（協和発酵キリングループ
全体〈グローバル〉）

（キリン）

スリランカ紅茶葉
調達先に占める持続可能な
農園比率（キリン）

（キリン）

ボトルtoボトルの維持拡大（キリン）
2030年までにリサイクル性90％（ライオン）
2030年前にリサイクル材料比率50％（ライオン）

Scope1+Scope2
およびScope3

（グループ全体） 2030年（2015年比）

 2030年

2026年

2050年（1990年比）

工場で使用する電力の再生可能
エネルギー比率（キリンビール）

（グループ全体）

太陽光発電設備導入（ライオン）

●水源の森活動

30％削減

70％ 30％削減
50％

50％削減

10MW

100％
継続

　水資源　　 地域と共に、永続的に水源を使用します

　生物資源　　 生産地に寄り添い、持続可能な生物資源を利用します

　容器包装　　　使う人を想い、持続可能な容器を使用します

　地球温暖化 つないでくれる人たちと共に、バリューチェーンの
CO2排出量を地球の吸収可能量に抑えます

 2020年

2020年

2030年（2015年比）

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ੜݯࢿ Ԃߚ
⾣1���

スϦランΧߚԂの࣋ଓ性্ ௐୡઌԂでの࣋ଓՄなԂൺ˞50�Ҏ্をୡ
2018年͔ΒখԂのೝ証औಘࢧԉ開始

2013年にଓき、2017年にάϩーόルでの製造ڌ9Χ国44Χ所での
水Ϧスクௐࠪを実施

Ұ࣍原料、ೋ࣍原料とに34P0の#PPL�$MBJNで全量ରԠ

ϒυാ 日本のに͓͚るੜ物ଟ༷性の֬保

日本のに͓͚るੜ物ଟ༷性の֬保

製造 水用量の減

水ݯ 「水ݯの」́ ͔水ݯ保全ܧଓ

「水ݯの」́ ͔水ݯ保全ܧଓ

全国12Χ所の水ݯの保全をܧଓしͯ実施

ੜ࢈

Ϧσϡース 3�%をۦした容器แܰ量化 日本国で、Ϧλーφϒルビールびん、ビール用アルミ缶、
水用ペットϘトルで国ܰ࠷࢈量をҡ࣋

、ˋ切り替えで、6缶パックで100ࢴ容器の'4$ೝ証ࢴ
Ϊϑト箱で100ˋ、ࢴパックで90ˋを切り替えྃ

ϘトルUPϘトルのҡ࣋ϘトルUPϘトルのҡ࣋・֦ େ

'4$ೝ証ࢴ用容器の用ҡ࣋・֦ େ

料ࡐଓՄな࣋

4#5による()(減ඪのୡ

4#5による()(減ඪのୡ

্ੜՄΤωルΪーൺの࠶

ϩーυϚップ（キϦンビール）のࡦఆをྃ

、ւಓでのڞಉૹを֦େ

ఆࡦੜՄΤωルΪーඪ（キϦンビール、ラΠオン）の࠶

製造

物ྲྀ

ࣗવΤωルΪー

ホップാ

パーϜ༉ 用ଓՄなパーϜ༉の࣋

ਫݯࢿ

༰ثแ

ٿԹஆԽ

ςʔϚ Ռࢦඪ ୡঢ়گ ϖʔδࡌه

ࢠ（ϚϦί）・ϰΟンϠーυのதでرগ種の২物を発ݟɻこΕ
をड͚ͯ、ै ੜ活動を実施ɻ༡࠶དྷ種のࡏ・গ種رՃでࢀһۀ
ଓܧௐࠪܥるաఔでのੜଶ͢廃͔Βϒυാにసߥٳ

όϦϡーチΣーンでの水ϦスクධՁ（日本ۀࣄ）を実施ɻͦ の݁Ռをड͚
ͯ、৽たにスϦランΧのߚԂのதの水ݯ保全活動を開始

棄とのൺֱでのଟ༷なੜ物を֬ೝɻҬのখֶੜへ์࡞ߞ
のֶݟձ、ै Ճでのよりࣗવを๛͔に͢る活動を実施ࢀһۀ

⾣1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���ʙ1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���

⾣1���

ԉをड͚ͯೝ証をऔಘしたԂؚ͕·Ε·͢ɻࢧのؔػࡍԉでೝ証औಘしたԂの΄͔に、ಠࣗ·た΄͔の国ࢧに、キϦンの「いԂߴଓ性の࣋˞」

ਐঢ়گ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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外部評価

投資家からの評価および
SRIインデックスへの組み込み

共同配送での受賞 生物多様性での受賞

キリングループでは、投資家をはじめとしたステークホルダーへ
の透明性ある情報開示を重視しています。2017年にはESGを
テーマとした投資家説明会を開催したほか、統合報告書「KIRIN 
REPORT」や環境報告書、Webでの情報開示や投資家のアン
ケート対応などを実施しています。
このような取り組みが評価されて、2017年には環境情報開示シ
ステムを提供する国際的な非営利団体であるCDPにより最高評
価である「気候変動Aリスト」「ウォーターAリスト」企業に認定
されました。当社がAリストに認定されるのは、「気候変動」につ
いては2014年から4年連続、「ウォーター」については2年連続
です。その他、FTSE4Good、FTSE Blossom Japan Indexな
どのインデックスなどに採用されています。

キリンビールの自社製品の北陸エリア向け輸送における鉄道
を利用した共同輸送が、第18回物流環境大賞「物流環境大賞」
（日本物流団体連合会）と平成29年度グリーン物流パートナー
シップ優良事業者表彰「国土交通大臣表彰」を受賞しました。

シャトー・メルシャン椀子（マリコ）ヴィンヤード生態系調査・植
生再生活動が、第6回いきものにぎわい企業活動コンテスト「審
査員特別賞」を受賞しました。また、キリンビール横浜工場が、第
36回緑の都市賞「国土交通大臣賞：緑の事業活動部門」と「第4
回 みどりの社会貢献賞」を受賞しました。

平成29年度グリーン物流パートナーシップ優良事業者表彰の表彰式

第18回物流環境大賞の授賞式

いきものにぎわい企業活動コンテストの授賞式

椀子ヴィンヤードでの活動
関連情報 関連情報▶P.64 ▶P.27

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ҭͰͷडڭੈ࣍

தߴੜ͚ϫークγϣップで͋るキϦン・スクール・チャレンジ͕
ୈ8回キャϦアڭҭアϫーυ「ྭ」とฏ29年度੨গ年のମ
දজ「৹ࠪҕһձྭ」をडし·したɻۀا活動ݧ

දজ໊ʗදজ༰ ମஂࢪ࣮

ฏ29年度「੨গ年のମݧ活動ਪਐۀاද
জ」৹ࠪҕһձ�ྭ（େۀا部）

จ部Պֶল

ୈ6回いきのに͗Θいۀا活動ίンテスト
�৹ࠪһಛ別

いきのに͗Θい
ߦ活動ίンテスト実ۀا
ҕһձ

ୈ8回「キャϦアڭҭアϫーυ」（େۀاの
部）�ྭ

লۀ࢈ࡁܦ

ฏ29年度άϦーン物ྲྀパートφーγップ
༏ྑऀۀࣄදজ�国ަ通େਉදজ

国ަ通ল

ฏ29年度Ϧσϡース・ϦϢース・ϦαΠクル
ਪਐޭ࿑ऀදজ�Ϧσϡース・ϦϢース・ϦαΠ
クルਪਐٞڠձձ

Ϧσϡース・ϦϢース・Ϧα
Πクルਪਐٞڠձ

$%P気ީม動�"Ϧスト $%P

$%PΥーλー�"Ϧスト $%P

ୈ41回Լ�改ળ߹理化部
ެӹ社ஂ法ਓ日本แ
ٕज़ڠձ

ୈ4回Έどりの社ձݙߩ
ެӹஂࡒ法ਓ�市化
ߏػ

ୈ18回物ྲྀ環境େ�物ྲྀ環境େ
Ұൠ社ஂ法ਓ
日本物ྲྀஂମ࿈߹ձ

ୈ26回ٿ環境େ�
ϑジαンέΠάループ

ϑジαンέΠάループ

ୈ21回「環境ίミϡχέーγϣンେ」環境
ใࠂ部�ٿԹஆ化ରࡦใࠂ༏ल（
（ࣄਓؒ環境ϑΥーラϜ理・ٿ

環境ল、ஂࡒ法ਓٿ・
ਓؒ環境ϑΥーラϜ

ฏ29年度「੨গ年のମݧ活動ਪਐۀاද
জ�৹ࠪҕһձྭ

จ部Պֶল

༰ثแͰͷड

キϦンビールのܰ量தびん͕ੈքแߏػओ࠵の「ϫールυス
λー2018ίンテスト」で#FWFSBHF�$BUFHPSZ部の「ϫール
υスλー」をडし·したɻ·た、ܰ 量தびんで「ୈ14回Ψラ
スびんアϫーυ」で「ػ・環境」を、パッέージンάٕज़研
究所 「͕ฏ29年度Ϧσϡース・ϦϢース・ϦαΠクルਪਐޭ࿑
ऀදজ」の「Ϧσϡース・ϦϢース・ϦαΠクルਪਐٞڠձձ
」をड·したɻキϦンの国ܰ࠷࢈量アルミ缶͕、「ୈ41回
Լ」を、「国ܰ࠷量ペットϘトル」「ୈ40回Լ」をड
しͯい·͢ɻ

ৄしいडཤྺにͭいͯ

ؔ࿈ใ

⾣1����ʙ1����

⾣1���ʙ1���

ϫールυスλー2018ίンテスト
तࣜ

ୈ14回Ψラスびんアϫーυ
तࣜ

ୈ8回キャϦアڭҭアϫーυ
तࣜ

ฏ29年度੨গ年のମݧ活動ۀاදজ
දজࣜ

ؔ࿈ใ ⾣1���ʙ1���

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ओͳऔΓΈঢ়گ

Ϛωδϝϯτڥ

ٿԹஆԽ

༰ثแ

ਫݯࢿ

ੜݯࢿ

ظ環境Ϗδϣン͓Αͼ
$47ίϛοトϝントの࣮ใࠂ

"DUJWJUZ

2050年·でに、
ੜ物ݯࢿを࣋ଓՄなܗで
用できるよ͏にし·͢ɻ

2050年·でに、
ͦΕͧΕのҬでڗडできる水ݯࢿを
Ӭଓ的に用できるよ͏にし·͢ɻ

2050年·でに、
容器แを࣋ଓՄなঢ়ଶで
用できるよ͏にし·͢ɻ

2050年·でに、
のόϦϡーチΣーンでの$02排出量をۀࣄ
ٿのٵ収Մなൣғにえ·͢ɻ

ಈ༰׆

P�70

P�58

P�44

P�32

P�22

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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53�

100�
100�

100�
スϦランΧのௐୡઌߚԂの、
レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証を
औಘしたԂのൺ

国6缶パック、Ϊϑト箱の'4$ೝ
証ࢴൺ（ࢴパック90�、製品用
ஈϘール70�）

キϦンビールの
Ϧλーφϒルびんの回収

Ұ࣍原料、ೋ࣍原料での
34P0の#PPL�$MBJNでのରԠ

�28� όϦϡーチΣーン全ମの()(排出量減
（ର1990年）

�68�キϦンビールの排出（4DPQF1ɹ 2）での
()(排出量減（ର1990年）

100� キϦンビール、キϦンビόレッジ、
キϦンσΟステΟラϦーの工場ݯࢿ࠶化

�50� キϦンビールの用水原୯Ґの減
（ର1990年）

43� άループ全ମの工場・ۀࣄ所に
͓͚る水の॥環的ར用

「ظ環境ビジϣン」͕ ࢟͢ࢦ「ੜ物ݯࢿ」「水ݯࢿ」「容器
แ」を࣋ଓՄに用し、Թ室ޮՌΨスをٿのٵ収Մな
ൣғにえ 「ͯٿԹஆ化」のࢭに͢ݙߩることで͢ɻ࣋ଓՄ

で͋ることを؍٬的にࣔ͢ࢦඪ·ͩ開発్্のの͕େ
で͕͢、2017年࣌でҎԼのよ͏なのにͭいͯ࣋ଓՄ
性のୡ·たඪ設ఆ͕ߦえͯい·͢ɻ

ύϑΥʔϚϯεɾ
ϋΠϥΠτ

ɹਫݯࢿɹɹ�ҬͱڞʹɺӬଓతʹਫݯΛ༻͠·͢

ɹੜݯࢿɹɹ�ੜ࢈ʹدΓఴ͍ɺ࣋ଓՄͳੜݯࢿΛར༻͠·͢

ɹ༰ثแɹɹɹ͏ਓΛ͍ɺ࣋ଓՄͳ༰ثΛ༻͠·͢

ɹٿԹஆԽ ͭͳ͍Ͱ͘ΕΔਓͨͪͱڞʹɺόϦϡʔνΣʔϯͷ
$0�ഉग़ྔΛٿͷٵऩՄྔʹ͑·͢
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ੜଶܥͷڞ༗Ձʹͭͳ͛Α͏ͱ͍ͯ͠·͢ɻ
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˙ຊϫΠϯͷग़ՙྔ

ฏ23年3݄ྛ水࢈ল「์࡞ߞ棄のݱঢ়にͭいͯ」より 国੫ி
「国製造ϫΠンの֓گ」（ฏ28年度ௐࠪ分）より

औΓΈͷ֓ཁ

2010年にόϦϡーチΣーン$02排出量をࢉ出͢るࡍにಘΒΕたੜ物ࢿ
のௐୡઌ国・Ҭとௐୡ量のσーλをར用しͯ、ଳӍྛを͡Ίݯ
としたوॏなੜଶܥのࣦ、ۀࣄを͔͢ڴϦスクにͭいͯධՁをߦ
い·したɻͦ の݁Ռ、ಛఆのҬにґଘしͯ替のޮ͔ない「ߚ༿」、
容器แなどでେ量に用しͯいる「ࢴ・ҹ物」、用量ۃΊͯগ
ないのの社ձ的な課͕େきい「パーϜ༉」をಛఆし、こΕΒにͭい
ͯ۩ମ的なߦ動ܭը˞をࡦఆしͯऔり組ΈをਐΊることにし·したɻ
2017年に「$47ίミットϝント」をࡦఆしたࡍに「ߦ動ܭը」のҰ部を
し、改Ίݟ にϑΥーΧスしͯऔ「パーϜ༉」「物ҹ・ࢴ」「༿ߚͯ」
り組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

ビールۀࣄで、クラϑトビール͕ॏཁなλーήットとなっͯき͓ͯり、
日本なΒでのಛ৭の͋るホップの開発と֬保͕େきな課となっͯ
きͯい·͢ɻੜ࢈Ոの減গにい、কདྷ的に日本࢈ホップ͕ফ໓͢る
Ϧスク͕͋るதで、ホップാ͕ͦのに͋ることをੜଶܥ保全の؍͔
Β໌Β͔に͢ること、ホップੜ࢈をଓ͚ͯいたͩ Ұ͘ॿになるとߟえ
ͯい·͢ɻ
Ұํ、日本ϫΠン͕֦େ͢るதで、༡ߥٳ廃をϒυാにస͢るこ
と͕、ͦ ののੜଶܥをཚ͢ことにͭな͕るので͋ΕେきなϦスクと
なり·͢ɻキϦンで、2014年͔ΒઐՈをটᡈしたௐࠪをߦい、༡
を๛͔に͢ܥること͕、ੜଶ͢ഓのϒυാにస廃を֞ࠜߥٳ
ることにͭな͕ることを໌Β͔にしͯき·したɻ
このよ͏に、クラϑトビールと日本ϫΠンの֦େとい͏ۀࣄઓུに͋Θ
ͤͯ、国ホップാ、ϒυാ͕ೋ࣍的ࣗવの࠶ੜにݙߩできることを
ࣔ͢活動にϑΥーΧスをఆΊͯऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

ྛഁյʹͭͳ͕Δ
ੜଟ༷ੑ্の
՝

ԉࢧԂͷೝূऔಘߚ

ࡉのৄ「ըܭ動ߦ˞」

ઓུでのۀࣄࠃݙߩతࣗવͷ࣍ϗοϓാɺϫΠϯാͷೋࠃ
՝

⾣1���
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生物資源の達成状況

持続可能な原料比率

スリランカの紅茶葉調達先に占める持続
可能な農園数比率は、2017年末で約53％
となっています。

パーム油は、2013年には一次原料の全量を、2014年からは二次原料の全量をRSPOが
承認する Book & Claim 方式で対応しています。
紙容器は、ビール・飲料の6缶パックおよびギフト箱の100%、飲料用紙パックの約
90%、製品用段ボールの70％がFSC認証紙に切り替わっています。

日本のホップ畑、ブドウ畑の生態系調査で、多様な生きものが生息していることが
分かりました。
特にブドウ畑では希少種も見つかっており、遊休荒廃地を日本ワインのためのブド
ウ畑に再生することが、里地里山の再生につながることが明らかになっています。

持続可能な農園数比率

一次原料

持続可能な農園

50%0% 100% 50%0% 100%

50%0% 100%

500 100 0 300

二次原料

昆虫

鳥類

150
昆虫

植物

53%

100%
100% 飲料用紙パック

100% 104種
19種

168種
288種90%

畑で見つかった種の数

紅茶葉

ホップ畑

ビール・飲料6缶パック、
ギフト箱

パーム油 紙 ブドウ畑

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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όϦϡʔνΣʔϯͰͷऔΓΈ֓ཁ

ԉࢧԂͷೝূऔಘߚ
のࣦにͭな͕るϦスクにͭいͯධՁを実施ܥॏなੜଶوଳӍྛを͡Ίとした͕ۀࣄ
し、「ߚ༿」「ࢴ・ҹ物」「パーϜ༉」をಛఆしͯߦ動ܭըをཱͯͯऔり組ΈをਐΊͯい
·͢ɻߚ༿でスϦランΧで、࣋ଓՄなԂೝ証制度レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ
証のऔಘࢧԉをܧଓし͓ͯこなっͯ い·͢ɻ

ݙߩతࣗવͷ࣍ϗοϓാɺϒυാͷೋࠃ
クラϑトビールなどの原料としͯॏཁ性を૿しͯいる国ホップാ日本ϫΠンのਁಁに
い֦େ͕ਐΉ国ϒυാにͭいͯ、ੜଶܥௐࠪによりೋ࣍的ࣗવにݙߩしͯいることを
ࣔ と͢とに、よりੜଶܥを๛͔に͢るऔり組Έをߦっͯ い·͢ɻ

อશܥҬͷੜଶͨ͠༺׆Λ
工場に設置したビオトープによるҬのݻ༗種の保ޢ、ࣗ 社͕࣋ 「ͭ২物૿৩ٕज़」を活
用した౦ඃࡂւ؛࠶ྛࡂੜࢧԉなど、ۀࣄ所ݻ༗ٕज़を活用したҬのੜଶܥ
をकる活動を実施しͯい·͢ɻ

Ͱͷݙߩ
「キϦンޕ�後のߚ�ストレートテΟー」ࢴパックで、レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証
༿を100�用しೝ証ラϕルを͚ͯい·͢ɻ·た、2018年3݄࣌でビール・飲料の6
缶パック͓よびΪϑト箱の100�͕'4$ೝ証ࢴに切り替Θり、ॱ ೝ証ラϕルを͚ͯ$4'࣍
い·͢ɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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んどೝ証औಘ͕ਐんでい·ͤんɻこΕΒখԂを組৫化し、খ
Ԃにࣗવ環境にे分ྀした༿ഓを
ΊͯいきߴଓՄ性を࣋、ମ制を整え͏ߦ
·͢ɻ
࢝ಈの։׆のอશݯԂのਫߚ
スϦランΧでਐΊΒΕͯいる水ݯಛఆと
ִ・保全活動のࢧԉを5Χ所で͏ߦとと
に、Ԃपลのॅຽ15000ਓにରし
ͯ、水をେ切に͏たΊのڭҭプϩάラϜ
を開始し·͢ɻこΕにより、ۙ 年のׇ水と集
த߽ӍのӨڹを減͢るととに、ੜ活排
水などによるՏ川の汚છを͗·͢ɻ

「キϦンޕ�後のߚ」30年Ҏ্日本のトップϒランυで͢ɻ
2010年～2012年にੜ物ଟ༷性のϦスクධՁをߦった࣌で、日
本͕༌入͢るスϦランΧߚ࢈༿の͏ち25ˋ˞を「キϦンޕ�
後のߚ」͕ 用しͯいたことをड͚ͯ、2013年͔Βҙཉ͋るス
ϦランΧのߚԂにରしͯレΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ
証のऔಘࢧԉを開始し·したɻ2017年10݄でྦྷ44ܭԂ͕
ೝ証をऔಘしͯい·͢ɻೝ証औಘࢧԉのऔり組Έ͕、ੜ࢈の࣋
ଓՄ性をߴΊকདྷにΘたりྑ࣭な原料を҆ఆ的に用͢るの
に͢ݙߩることをظしͯい·͢ɻ

キϦンάループ2007年͔
Β、ߚԂでಇ͘ਓʑのࢠ
どたち͕通͏খֶߍに、本
୨ਤॻをܧଓ的にدଃしͯ
い·͢ɻ͢ でに120ߍにد
ଃし、2022年·でに৽たに
ըで͢ɻܭ͢૿ߍ100

Ԃೝ証をऔಘ͢ることで、ྛ保全ੜੜ物のௐߚ
ࠪ・保ޢ、ΰミの分別ϦαΠクルをߦい、ࣗ વに͞しいۀを
こと͕でき·͢ɻ͏ߦ
こΕにՃえͯ、Ӎقのେ量߱ӍによりංཊなԂ͕ྲྀ出͢る
をٸこ͏の法面にࠜのਂいを২えͯいͩり、ༀං
料減のऔり組Έ͕Ԃ࿑ಇऀの҆全Ӵੜίスト減による
ԂܦӦにد༩͢るなど、࿑ಇऀԂܦӦ
の࣋ଓՄ性の্にݙߩしͯ い· ɻ͢
2017年に、スϦランΧのௐୡઌԂ
のதにΊる࣋ଓ性のߴいԂൺ
50ˋに·でߴ·っͯ き·したɻ

͞、ըでܭでのՌを౿·えͯ、2018年͔Β৽しい3年·ࠓ Β
にߚԂの࣋ଓՄ性をߴΊͯい͘たΊの3ͭのऔり組Έを
開始しͯい·͢ɻ�
⁞େԂトϨʔχンάରの֦େ
いߴଓ性の࣋ԉઌԂを֦େし、ௐୡઌԂのதにΊるࢧ
Ԃൺを͞ΒにߴΊͯいき·͢ɻ
 খԂのೝূ取ಘࢧԉ։࢝
৽たに7000をえるখԂにͭいͯのೝ証औಘࢧԉを開始し
·͢ɻこΕ·でೝ証औಘࢧԉをߦっͯきたେԂのपりに、ଟ
のখԂ͕औり͘רよ͏にଘࡏしͯい·͢ɻখԂの༿େ
Ԃにച٫͞ΕͯՃ工͞Εるので͕͢、こΕΒのখԂで΄と

ຖ年1度๚しͯԂϚωージャーとҙݟ
をし·͢ɻҎલ͔Βཁのଟ͔ったখަ
Ԃࢧԉを開始し、ੜଶܥの๛͔なԂྖ
Ҭを͛ることにし·したɻ

スϦランΧのߚԂ

˞日本ߚڠձ2011年ߚ౷ܭより

レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証をऔಘ
したԂ、全ͯのੜੜ物をϦストアップ
しͯ保全͢ること͕͚ٛΒΕͯい·͢ɻ

Ԃߚ
ϨインϑΥϨεトɾΞϥイΞンεೝূ取ಘࢧԉ

ೝূऔಘࢧԉখԂ

খֶߍのਤॻدଃΛ֦େ

����
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τϨʔχϯάྑ࣭ͳݪྉ

τϨʔχϯά
අ༻ ϨΠϯϑΥϨετɾ

ΞϥΠΞϯε

ϨΠϯϑΥϨετɾΞϥΠΞϯεೝূऔಘࢧԉͷΈ

େ��Ԃ

খԂ

খԂ

খԂ

খԂ
খԂ

খԂ



খԂ

খԂ

খԂ

ௐୡઌʹΊΔ
Ԃൺ͍ߴଓੑͷ࣋

���

খԂࢧԉͱԂਫݯอશ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙



��

2017年に、पりをࡤでғい開͕ࠖऴΘった後にௐࠪを実施し、
γΧ৯͞ࢭఀ͕Ε、২物の種ଟ༷性にͭいͯ回෮͕֬ೝで
き·したɻಉ࣌に、ෑ֎͔Βどのよ͏な種͕ࢠ入りࠐんで る͔͘
をௐるγーυレΠントラップを実施し、ଟ༷な種͕ࢠ入っͯ͘ る
Մ性͕ݟえͯき·したɻะ場पลγΧの৯で୯ௐな২ੜと
なっͯ い·͕͢、ࡤでғいγΧの৯を͗、ੜഓを͏ߦこと
で、ࢠϰΟンϠーυのよ͏な๛͔なੜଶ࠶͕ܥੜできるՄ性
えͯき·したɻ2018年に本格的にϒυのथの২थ͕始ݟ͕
·り·͢ɻௐࠪϒυのथ͕実を͚る年後·でߦい、ಘΒ
Εたوॏなௐࠪ݁Ռ͘ ެ開しͯい ༧͘ఆにしͯい· ɻ͢

品࣭の্、ւ֎でのߴいධՁをड͚ͯ、「日本ϫΠン」のఆٛ
දࣔルール͕制ఆ͞Ε、2018年10݄30日͔Β国࢈ϒυ
のΈを原料としたϫΠン͚ͩ 「͕日本ϫΠン」のラϕルද͕ࣔで
きるよ͏になり·͢ɻこ͏いったഎܠ͋り、日本ॳのຽؒϫΠ
ンձ社「େ日本ࢁསಒञձ社」をルーπにͭ࣋ϝルγャン、
日本ϫΠンのੜ࢈ྗを、2027年に6�7ສ箱に·で্ͤ͞
る༧ఆで͢ɻͦ のたΊに、৽しいϒυാを開͢ること͕ඞ
ཁとなり·͢ɻ

キϦンάループで、2014年͔Β「国ཱ研究開発法ਓۀ・৯
品ٕۀ࢈ज़૯߹研究ߏػ�ۀ環境ม動研究ηンλー」（ҎԼ、
研ߏػ）とのڞಉ研究で、日本ϫΠンのたΊのࣗ社理ാで
͋るా্ݝ市に͋るࢠ（ϚϦί）ϰΟンϠーυのੜଶܥௐ
ࠪをߦっͯき·したɻͦ の݁Ռ、ࠛ 168種、২物288種を֬ೝ
し、֞ をҭんでいること͕໌ܥഓのϒυാ͕๛͔なੜଶࠜ
Β͔になっͯき·したɻ֞ のඞཁۀ࡞ഓで、の理ࠜ
性͔Β年に回Լמりをߦい·͢ɻこのことでࡏདྷ種رগ種
に日͕当たり、ϒυാ͕େでྑ࣭な原のׂをՌた͢
ので͢ɻͭ ·り、日本ϫΠンのたΊのϒυാ͕͕ること、ੜ
ଶܥ๛͔なཬཬ͕͕ࢁることにͭな͕り·͢ɻ

ϒυാ
ຊϫインの֦େ

ຊϫインのͨΊのブυウാ͕ཬཬࢁΛҭΉ

ຊϫΠϯͷੜ֦࢈େܭը
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西日本草原研究会（2007）より
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1IB͋たりのઈ໓ةዧ২物
日本原研究ձ（2007）より

ྛ面ੵྦྷ年౷ܭ、ྛল౷ܭද、
ྛ水࢈ল౷ܭදより集ܭ

2016年͔Β、研ߏػのઌ
ੜํのࢦ導のとでैۀһࢀ
Ճによるرগ種・ࡏདྷ種࠶ੜ活
動を始Ί、2017年にࡏདྷ種
のఆணを֬ೝし·したɻ2018
年にҬのํʑのྗڠಘ
を֬実に採औࢠগ種の種ر、ͯ
し、ఆணにͭな͛る活動༧ఆ
しͯい· ɻ͢
2016年͔Β、ࢁསߕݝभ市Ԙ
廃をϒߥٳখా原で、༡্ࢁ
υാにసしͯい͘աఔでの
ੜଶܥのม化をௐࠪ͢る日本ॳ
のڞಉ研究開始しͯ い· ɻ͢
͞Βに2018年͔Β、৽し ϫ͘
ΠφϦーをオープンͤ͞るݝԘ৲市のߎ٥ϲ原でੜଶܥ
ௐࠪの開始を༧ఆしͯい·͢ɻ
廃を活ߥٳ༡、͚ͯ的なにظ後、日本ϫΠンのࠓ
用しͯࣗ社理ാを֦େし、ੜଶܥの๛͔なཬཬࢁにݙߩし
ͯいき·͢ɻ

ϝルγャンで、ߕभ市Ԙ্ࢁখా原の༡ߥٳ廃を日本ϫΠ
ンのϒυാにసしよ͏としͯい·͢ɻ༡ߥٳ廃͕֞ࠜࣜの
ϒυാにస͞Εͯい͘աఔを研究したྫないこと͔Β、
研ߏػとのڞಉ研究で日本ॳとなるௐࠪをਐΊͯい·͢ɻ
2016年に༡ߥٳ廃のঢ়گでௐࠪをߦい、২ੜ͕ۃΊͯ୯
ௐで͋り、ࠛ ྨΘ͔ͣし͔ੜଉしͯいないこと͕֬ೝでき·
したɻ原ҼγΧの৯で͢ɻ

Ϋϥϥ

ϕχϞϯϚμϥ ϥΪϯεδ
ώϣϞϯ

εζαΠί

Ϣεή

ϝϋδΩ

গछر͔ͨͬͭݟ

༡ߥٳ廃をసしたϒυാ ੜ活動࠶དྷ種২ੜࡏ・গ種ر

ブυウാのసʹ͓͚ΔੜଶܥมԽڞಉڀݚ

ؔ࿈ใ ⾣1���、��
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ϗοϓാ

ԕ࢈ホップ「Ұ൪ࡡり�とΕたͯホップੜビール」のओ原料で
͢ɻ収֭したホップをੜの··ϚΠφス50ˆでٸにྫྷౚ・คࡅ
͞Εたのを用し͓ͯり、日本࢈ホップ͔ͩΒこͦՄな品
になっͯい·͢ɻ͞ Βに、クラϑトビールを֦େ͢るதで、ಛ৭͋
る日本࢈ホップのॏཁ性૿しͯい·͢ɻ
し͔し、Ոのྸߴ化後ऀܧෆ͋り、ԕ࢈ホップのੜ࢈
量ϐーク࣌の4分の1に·で減গし、10年後にফ໓͢るՄ
性͋り·͢ɻ
こ͏いったഎܠをड͚ͯ、日本࢈ホップの7ׂをௐୡしͯいるキϦ
ン、日本࢈ホップのՁ化のたΊに༷ʑなऔり組Έをਪਐしͯ
い·͢ɻ

2014年͔Β、ԕ市ホップാでੜきのௐࠪをߦい、2015年に

ԕ市で、キϦンとԕ市でホップのັྗを࠷
େݶに活用しͯҬを活性化͢る5,（ԕʷキ
Ϧン）プϩジΣクトをཱち্͛、市ຽのތりをҭ
Ή「ホップ収֭ࡇ」などの活動をਪਐしͯい·͢ɻ
͞ΒにキϦン͕ௐୡした日本࢈ホップをクラϑト
ビールձ社に͢څڙることで日本࢈ホップのध
ཁ֦େにͭな͛たり、ホップՈؔऀと日本
、るなど͢࠵たαミットを開͚ホップ活性化に࢈
औり組Έをͯ͛い·͢ɻ

ຊ࢈ϗοϓのঢ়گ

ຊ࢈ϗοϓՁԽの取り組み ˙ੜ͖の؍ձ

˙ੜଶܥΛ๛͔ʹすΔ取り組み

ϗοϓാੜ͖のௐࠪ

ホップをकるたΊに整備した෩ྛ、面のס૩を͙たΊのԼに
ଟ༷なੜきの͕ੜଉしͯい·͢ɻ

ϗοϓΛ෩͔ΒकΔ෩ྛ

ϗοϓാ

ށഓɾྔ࢈よりϗοϓੜ（2016）「料ࢿホップにؔ͢る」ݝखؠ
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ࠛྨ104種、ௗྨ19種を֬ೝし·したɻଟ͘のੜきの͕
ଘ͢ࡏる理༝、5Nの͞ߴに·で৳びるホップを෩のӨ͔ڹΒ
कる෩ྛのଘࡏに͋り·͢ɻこの෩ྛとԼの組Έ߹Θ͕ͤ
ଟ༷なੜきのをҭんでいるので͢ɻこのことにより、ホップを

ഓ͢るたΊにਓʑ͕工しͯきたこと͕、ホップാपลのੜき
ののଟ༷性をҭΈ、कっͯきたこと͕໌Β͔になり·したɻこ
のよ͏なௐࠪ݁Ռ͕、ホップാ減গのࢭࣃΊにͭな͕ることをظ
しͯい·͢ɻ

2016年͔Βݩのখֶੜをটいた「ੜきの؍
ྛ、খࡶっͯい·͢ɻホップാとपลのߦձ」を
川でた͘͞んのੜきのと出ձったࢠどたちに、
改Ίͯԕのࣗવの๛͔͞と、ホップാ͕ͦのҰ部
で͋ることをͯ͡ײいたͩきたいとߟえͯい·͢ɻ

2017年͔Β、ै をよܥՃでホップാのੜଶࢀһۀ
り๛͔に͢るたΊのऔり組Έを始Ίͯい·͢ɻמ
り、日当たりをःるをמるなどし·したɻؒ െし
たࢬੵΈ্͛ͯ、Τίスλックにし·したɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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'4$ೝ証をड͚た$4'、ࢴ理ࡐを原料としたࢴݹ、ࢴを用したࢴ、·た環境
面で保ޢՁのߴいྛをഁյしͯいない˞5ことをௐୡઌへのアンέートによっͯ
֬ೝしたࢴを༏ઌ的に用し·͢ɻ

ʗύʔϜ༉ɾҹࢴ

キϦンάループで、品Χλϩάなどのҹ物Ҏ֎に、製品
を༌ૹ͢るたΊのҰ࣍容器、ೋ࣍容器としͯେ量のࢴを用し
ͯい·͢ɻͦ こで、2013年に「࣋ଓՄなੜ物ݯࢿௐୡΨΠυラ
Πン」͓ よび「ߦ動ܭը」をࡦఆしͯ、ଳӍྛを͡Ίとしたو
ॏなྛをᆝଛしͯいないࢴのར用をਐΊͯき·したɻ2017年
2݄に、࣍のステップとし ·を改గし、2020年「ըܭ動ߦͯ」
でに6缶パック、Ϊϑト箱、ࢴパック、製品用ஈϘール箱をͯ͢
'4$�ೝ証˞1ࢴに切り替えることを͢ࢦ৽たなඪをࡦఆしͯ
औり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ
໊、にͭいͯࢴ用ࣄ よびΧλϩάな͓ࢴ෧、ίϐー用、
どのҹ物のຆど͕'4$ೝ証ࢴに切り替えࡁΈで͢ɻ͞ Βに
に切り替えͯいࢴೝ証$4'࣍ԠืϋΨキなどにͭいͯॱݒ
·͢ɻ

キϦンάループで、Ұ部で原料としͯパーϜ༉を用しͯい·
用量͕͘͝গ量で͋り物理的なೝ証༉をௐୡ͢ること、͕͢
ଓՄなパーϜ༉のたΊのԁձ࣋、なたΊࠔ͕ （ٞ34P0）
͕ঝೝ͢る࣋ଓՄなೝ証༉のߪ入ํ （ࣜ#PPL���$MBJNํ
ࣜ）をར用しͯରԠしͯい·͢ɻ「࣋ଓՄなੜ物ݯࢿར用ߦ動
͞、原料分を࣍ը」にैい、2013年͔ΒҰܭ Βに2014年͔Β
ೋ࣍原料分にͭいͯ用量をਪ͢ܭるܗで全量をຖ年ରԠし
ͯい·͢ɻ
2018年3݄に34P0に४ձһとしͯՃໍし·したɻࠓ後、࣋
ଓՄなパーϜ༉のར用をਪਐしͯいき·͢ɻ

༺のརɾҹࢴଓՄͳ࣋ ༺ଓՄͳύʔϜ༉のར࣋

౷߹ใࠂॻ 品Χλϩά ෧ ԠืϋΨキ

˞1 '4$ೝ証、ྛの環境保全にྀし、ྛの͋るҬ社ձのརӹに͔ない、ࡁܦ的
にܧଓՄなܗでੜ͞࢈Εたࡐࢴに༩えΒΕ·͢ɻ·た、'4$ϦαΠクルラϕ
ル、దਖ਼な理のԼで市த回収͓ࢴݹよびۀ࢈回収ࢴݹを用したࢴに͚ること
͕でき·͢ɻ

˞2 ໊、（用をআ͘ۀҰ部の・֎ܕఆ）෧、ࢴと、ίϐー用ࢴ用ࣄ ͓、 よびձ社
Ҋのҹ物とし·͢ɻ

˞3 ରۀاにキϦン・トϩϐΧーφࣜגձ社をؚΈ·͢ɻ
˞4 ঢ়、༌入品をআき·͢ɻܗఆ品、গ量品種、ಛघなݶ
˞5 )JHI�$POTFSWBUJPO�7BMVF�'PSFTUT���)$7'�とݺΕるので、'4$のఆٛによる

のとし·͢ɻ

容器の実にͭいͯࢴ

ੜ物ݯࢿにؔ͢るํ

ɾҹࢴ

2˞ࢴ༺ࣄ˔

˔ͦのଞ

˔༰ثแ˞3˞4

2020年·でに、'4$ೝ証をड͚たࢴ、·たࢴݹを用したˋ100ࢴ用をࢦ
し·͢ɻ

ᶃ6缶パックɿ2017年·でに、'4$ೝ証をड͚たˋ100ࢴ用をࢦし·͢ɻ
ᶄΪϑト箱ɿ2020年·でに、'4$ೝ証をड͚たˋ100ࢴ用をࢦし·͢ɻ
ᶅࢴパックɿ2020年·でに、'4$ೝ証をड͚たˋ100ࢴ用をࢦし·͢ɻ
ᶆ製品用ஈϘール箱ɿ2020年·でに、'4$ೝ証をड͚たˋ100ࢴ用をࢦし·͢ɻ

キϦンࣜגձ社、キϦンビールࣜגձ社、キϦンビόレッジࣜגձ社、
ϝルγャンࣜגձ社にͯ、

キリンάϧʔϓ࣋ଓՄͳੜݯࢿར༻ߦಈܭըʢൈਮʣ

⾣1���
⾣1���
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Ҭͷੜଶܥ

ビール工場のෑに設͚たビオトープを活用し、Ҭのݻ༗種
の保ޢ͓٬༷͕ࣗવに৮Ε߹͏ػձを設͚ͯい·͢ɻ
キϦンビール横浜工場で、ੜ物ଟ༷性横浜ߦ動ܭը「Ϥίϋ
Ϛ̱プラン」にࢍಉしͯ2012年Նにビオトープを整備し·したɻ
横浜工場Ҭ的なੜଶܥωットϫークのҰ部を担い、全ମ
としͯҬのੜଶ͕ܥ๛͔になるたΊにऔり組ΈをਐΊͯい
·͢ɻ·た、Ҭのࣗવをख़した/P0法ਓݟ川ྲྀҬωッ
トϫーキンάと࿈ܞしͯ2012年͔Βຖ年य़͔Βळに͔͚ͯ
「ࣗવのܙΈを͡ײるπアー」をຖि実施しͯい·͢ɻ2016年
12݄にެӹஂࡒ法ਓ市化ߏػの「ୈ4回Έどりの社ձ
」をडし·したɻݙߩ
キϦンビール神ށ工場で、1997年に設͚たビオトープでҬ
のઈ໓ةዧ種ΧϫόλϞϩίトキιなどをҭし、Ҭのઈ
໓ةዧ種を保ޢҭ͢るʡレϑϡジアビオトープʡとしͯػし
ͯい·͢ɻ
キϦンビールԬࢁ工場で、2005年͔Βఱવه೦物のアϢϞυ
キのਓ工ൟ৩をਐΊͯき·したɻؔ でྗڠのߍখֶݩऀ
、ମ૿えͯきたこと͔Β、2016年にビオトープに์ྲྀしݸ
ෑでࣂҭలࣔしͯい·͢ɻ

キϦンのج൫ٕज़研究所ྛ水࢈লのプϩジΣクト「౦
ํւ࠶ྛ؛ੜに͚たϚπϊβΠηンチϡ߅性クϩϚπ種බ
ੜ࢈のඈ༂的্」˞に2014年͔Β2年ؒࢀըɻでյ໓的
なඃをड͚たւ؛ྛࡂの࠶ੜにऔり組んでい·͢ɻ研究の
݁Ռ、߅性クϩϚπのະख़種͔ࢠΒෆఆᡢを༠導し発ժͤ͞
ることにޭし、බのେ量ٕڅڙज़に్ཱ͕っͯき·したɻこ
͏したՌをੜ͔し、2017年10݄に、研究にྗڠしͯいるٶ
ాࣲݝྛߴֶߍのੜె、ྛ૯߹研究所ྛҭ種ηン
λー౦ҭ種場、ٶٕۀྛݝज़૯߹ηンλー、ٶのձな
どݩのࢀՃをಘͯ、キϦンビールઋ工場のෑで、૿ ৩した
クϩϚπのබのݧࢼ的な২थを実施し·したɻ
後研究ࠓ、͘͢ݙߩੜに࠶ظのૣྛࡂ൫ٕज़研究所ج
開発をܧଓしͯいき·͢ɻ

ラΠオン、2014年より開始したラΠオン・ランυέ
アॿプϩάラϜを通し、ཙՈに33�4ສυルのॿ
金をఏڙしͯき·したɻこのプϩάラϜ࣋ଓՄな
ཙۀࣄのプϩジΣクトをࢧԉし͓ͯり、ཙۀࣄに
͓͚るΤωルΪーফඅの減、ӫཆ理の改ળ、場
でのੜ物ଟ༷性の্の3ͭओཁ分にযを当ͯͯ
い·͢ɻラΠオンにڇೕを͢څڙるཙՈ、こΕΒプ
ϩジΣクトをࢧԉ͢るたΊのॿ金をਃ͢ること͕
でき·͢ɻこのॿプϩάラϜ、ཙՈ͕ظ的に
ੜ࢈性をߴΊ、環境の࣋ଓՄ性を্ͤ͞るよ͏に
に༗ӹなؔޓとの૬ऀڅڙԉ͢るととに、ೕ製品ࢧ
をஙいͯい·͢ɻ
2017年このプ
ϩάラϜを通ͯ͡、
ラΠオン改Ίͯ
10ສυルのॿ金
をࢿしͯい·͢ɻ

˞�ྛ水ۀ࢈・৯品ۀ࢈Պֶٕज़研究ਪਐۀࣄ
�（த֩ػ ɿؔ国ཱ研究開発法ਓྛ研究・
� 整備ߏػྛ૯߹研究所ྛҭ種ηンλー౦ҭ種場）

キϦンビール横浜工場のビオトープ

ෆఆᡢのഓཆ

λスϚχアౡでのੜଶ࠶ܥੜ

ؔ࿈ใ
ؔ࿈ใ

ԉをड͚たཙՈࢧ

ࢠ২थの༷ݧࢼ
キϦンビールԬࢁ工場のビオトープでのアϢ
Ϟυキの์ྲྀ

ޢ༗छอݻϏΦトʔϓでの ඃࡂւ؛࠶ྛࡂੜࢧԉ
ϥΠΦϯɾϥϯυέΞॿϓϩάϥϜ

⾣1���
⾣1���
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ੜݯࢿの取り組みは、下記のウェブサイトで随時更新しています。
http://www.kirin.co.jp/csv/eco/Nission/NBteriBM.htNM

ࢠʢϚリίʣϰΟンϠʔυのੜଶܥௐࠪでൃ͞ݟΕͨرগͳੜ͖の

ϥΪϯεδώϣϞϯɿ環境লレッυϦストのઈ໓ةዧᶘྨ、
� � ݝレッυϦストの४ઈ໓ةዧ種
ϕχϞϯϚμϥɿ環境লとݝレッυϦストの४ઈ໓ةዧ種
ϝϋδΩɺϢεήʢΩεήʣɿݝレッυϦストの४ઈ໓ةዧ種
εζαΠίɿ環境লなΒびにݝレッυϦストの४ઈ໓ةዧ種
Ϋϥϥɿ環境লレッυϦストでઈ໓ةዧᶗ"ྨ
� （ݝのઈ໓ةዧᶗ#ྨ）で͋るオオルϦγジミの།Ұの৯

ؔ࿈ใ ⾣1���
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水は、キリングループの綜合飲料事業にとって基本的な
原料であると同時に、綜合飲料事業や医薬・バイオケミカ
ル事業の製造設備の配管やタンクを洗うためにも欠かせ
ない資源です。
一方で水資源は地球上で偏在しており、水リスクは国や
地域によって異っています。キリングループは、2014年に
つづき、2017年にも製造拠点の流域とバリューチェーン
上流での水リスク評価を行い、それぞれの地域の事情に
あわせた適切な対応を進めています。
具体的には製造工程での節水や適切な排水処理に加えて、
工場の水源地の保全活動を行っています。さらに、気候
変動の影響で水リスクが高まってきている農産物生産地
の水源地の保護活動も開始するなどして、バリューチェー
ン上流での水リスクにも対応し始めています。

基本的考え方

水資源

取り組みの概要P.33

水資源の達成状況P.34

バリューチェーンでの取り組み概要P.35

生産地P.36

水源地P.37

製造P.38

排水

事業所水リスク評価

バリューチェーン水リスク評価

水グラフ

P.39

P.40

P.41

P.42
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औΓΈͷ֓ཁ

キϦンάループで、2014年にάϩーόルにల開しͯいるओཁۀࣄ所
のྲྀҬの水ϦスクධՁをߦい·したɻ2017年に、ۀࣄҬのมߋ・
֦େに͋Θͤͯ、改Ίͯ9Χ国44ۀࣄ所にͭいͯྲྀҬの水ϦスクධՁを
っͯߦ い·͢ɻ
ௐࠪの݁Ռ、߽ भ、த国、ϒラジル、ϕトφϜでϦスク͕ߴいこと͕分͔り
·したɻͦ のதでׇ水͚ͩでݟると߽भのϦスクのཱࡍ͕͞ߴっͯい
ること͕改Ίͯ֬ೝでき·したɻ日本ݝޱࢁでׇ水Ϧスク͕ߴいの
の、૰߹飲料ۀࣄでׇ水Ϧスクのߴいۀࣄ所͋り·ͤんでしたɻ
キϦンάループで、ࠓ回ಘΒΕたධՁを活用しͯ、水ϦスクのߴいҬ
でのઅ水に改Ίͯྗ͢るととに、ͦ のଞのҬで水Ϧスクに߹Θ
ͤたద切なઅ水にΊͯい·͢ɻ

キϦンάループで、2014年にଓき、2017年に、৽たに8BUFS�
'PPUQSJOU�/FUXPSL（8'/）の8BUFS� GPPUQSJOU� TUBUJTUJDT͓よび
PSPEVDU�XBUFS�GPPUQSJOU�TUBUJTUJDTをった原料ຖのৄࡉな水Ϧスク
のௐࠪをߦい·したɻର、日本૰߹飲料ۀࣄ、ҩༀ・όΠオέミΧル
で͢ɻۀࣄ֎よびҰ部のւ͓ۀ国ೕ、ۀࣄ
ௐࠪ݁Ռ͔Β、άϦーンΥーλー（ओに߱水などによりにऔりࠐ
·Εた水ݯࢿ）のׂ߹͕େきいこと͕分͔り·したɻ原料別にݟた場߹、
ഴժ͕߽भとԤभにґଘしͯいるதで߽भでطにׯ͕ͭݦஶで͋り、
·たԤभのҰ部でকདྷ的なׯͭのՄ性͕ߴいこと͔Βҙ͕ඞ
ཁとߟえΒΕること͕分͔り·したɻ·た、ߚ༿のੜ࢈、気ީม動
のӨڹをड͚ͯׯͭと集த߽Ӎを܁りฦしͯいること͔ΒϦスク͕େ
きいといえ·͢ɻͦ のଞの原料で、࣌ݱでϦスクൺֱ的いと
えΒΕ·͢ɻߟ
この݁Ռをड͚ͯ、キϦンάループでطにೝ証औಘࢧԉで5年Ҏ্の
活動͕͋るスϦランΧでの水ݯࢿ保ޢにϑΥーΧスしͯऔり組Έを開始
しͯい·͢ɻ

˞ࣗવࢿ本にͭいͯ2015年にࢉ出した݁ՌをԼهアυレスで開ࣔしͯい·͢ɻ（日本ޠのΈ）
ɹIUUQ���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�OFXT�2015�0227@01�IUNM

άリʔンウΥʔλʔɿ࡞物ྛ࢈物のதにऔりࠐ·Εた߱水で、ৠ発、ৠࢄ、͋ るい࡞物にऔりࠐ·Εた量をؚΉɻ
ブϧʔウΥʔλʔɿද（Տ川、ބপの水）Լ水͔Β͞څڙΕた水のফඅ量ɻᕲᕱۀ࢈、ۀ用、Ոఉ用の水のফඅ量ϒルーΥーλーにؚ·Εるɻ

ྲྀҬでの
՝

ਫϦεΫʹ͋Θͤͨਫݮྔ༺ ˙ڌྲྀҬͷਫϦεΫʢ૯߹ධՁʣ

ੜ࢈ͷਫݯอશʢߚԂʣόリϡʔνェʔン্ ྲྀの
՝
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˞水ෆ、ߑ水、水ݯの水࣭汚
の3ͭでධՁした後に、3ཁ素
を40ˋ、40ˋ、20ˋでՃॏฏ
したのを૯߹ධՁとしͯۉ
い·͢ɻ
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ਫݯࢿͷୡঢ়گ
ਫ༻ྔɾ༻ਫݪ୯Ґ

ΩϦϯϏʔϧ ൃ߬ΩϦϯάϧʔϓશମʢάϩʔόϧʣڠ

ਫ༻ྔɹɹɹ ਫݪ༺୯Ґ ˞キϦンビール、ミャンϚーϒルϫϦー、ラΠオン水用量ʗੜ࢈量ɻڠ発߬キϦンάループ全ମ（άϩーόル）水用量ʗച্収ӹ
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όϦϡʔνΣʔϯͰͷऔΓΈ֓ཁ

ੜ࢈ͷਫݯอશʢߚԂʣ
૰߹飲料ۀࣄ࢈物を原料としͯいるたΊに、্ ྲྀでの水Ϧスク͕的に原料Ϧスク
にͭな͕り·͢ɻͦ こで、όϦϡーチΣーン্ ྲྀのΥーλーϑットプϦントをௐͯϦスクධ
Ձをߦい·したɻこの݁Ռをड͚、スϦランΧのߚԂのதの水ݯ保全活動を開始し
ͯい·͢ɻ

ੜ࢈ͷഉਫཧ
レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証をऔಘしたߚԂで、ݫしい排水ج४で排水を
理しͯい·͢ɻͦ のଞ、αプラΠϠーにద切な水ݯࢿར用汚છࢭ、法ྩ९कなどをґ
པしͯい·͢ɻ

ͷอશݯਫ
1999年にۀքにઌ͚ͯۦ工場の水ݯの保全活動を開始し、ࡏݱ全国12Χ所でऔり組
Έをܧଓしͯい·͢ɻ

ਫϦεΫʹ߹Θͤͨਫݮྔ༺
工場のྲྀҬにͭいͯの水Ϧスクをάϩーόル（2017年9Χ国44ۀࣄ所）でѲし、ͦ の
ϦスクにԠ͡たઅ水活動をߦっͯ い·͢ɻ۩ମ的に、工場の設備のચড়での水のΧ
スέーυར用ߴ、 度用水処理設備の導入などを工場ྲྀҬのϦスクに͋ΘͤͯলΤωとのό
ランスをऔりな͕Βߦっͯ い·͢ɻ

ഉਫՏͷԚછࢭ
४を設ఆしͯড়化し、Տ川Լ水ಓに์ྲྀしجΊるҎ্のࣗओٻいऴΘった水法͕
ͯい·͢ɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ੜ࢈

キϦンάループ、2017年に実施したόϦϡーチΣーン্ ྲྀの水
ϦスクධՁに͓いͯ、ഴժߚ༿などのओཁな原料ੜ࢈の
水ϦスクをѲし·したɻ
このよ͏な݁Ռをड͚ͯ、2013年͔Β࣋ଓՄなԂೝ証制度
のऔಘࢧԉをߦっͯいͯ、ݱのߚԂ/(0とのؔਂ
いスϦランΧのߚԂのதの水ݯ͔ΒରԠを開始͢ること
にし·したɻ
2018年͔Β開始͢るߚԂのதの水ݯ保全で、ೝ証औ
ಘࢧԉをߦったԂ͔Βબఆしͯ、·ͣ5Χ所͔Β開始͢る༧
ఆで͢ɻ
面にの͕২えΒΕͯいる場所ࣼٸ、Ԃでߚに͋るߴ
͕た͘͞ん͋り·͢ɻͦ のよ͏な場所で、Ӎ͕߱っͯ ࣼ面をྲྀ
Εམちͯし·͏たΊ、原ੜྛ͕っͯ いるࢁとൺるとᔻཆػ
͘ߴないといΘΕͯい· ɻ͢し͔し、などの͕݅ྑいとこ
Ζで、ࢁۙߚԂに߱ったӍ͕தにਁಁし、ߚ
ԂのҰ֯でた͘͞ んのઘとし༙ͯき出ͯいる場所͕͋り· ɻ͢この
よ͏な場所のことをϚΠクϩ・ΥーλーγΣッυとݺび· ɻ͢
Ԃに͋るϚΠクϩ・ΥーλーγΣッυスϦランΧのத৺ߚ
部のߴに͋り、́ とんどの場߹いͣΕ͔のՏ川のྲྀݯになっ
ͯいるたΊに、面ੵ͔ۇで͕͢وॏな水ݯとなっͯ い·͢ɻ
のࡊ回のऔり組Έで、このϚΠクϩ・ΥーλーγΣッυ͕ࠓ
でғんで保ࡤ用͞Εないよ͏にഓなどଞの的に
全し·͢ɻ·た、୯ҰഓのߚԂに২ੜのଟ༷性を༩える
的で、ͦ のҬݻ༗のࡏདྷ種のをϚΠクϩ・ΥーλーγΣッ
υのपりに২ྛ͢る༧ఆで͢ɻこΕ、集த߽Ӎなどの࣌にࢁの
ࣼ面͔Βྲྀ出した͕࠭தにྲྀΕࠐ·ないよ͏に͢るׂՌ
たし·͢ɻ

ܦ͔Βの࣌Ԃで、プランテーγϣン͕できたߚのݱ
Ң͋り、ߚԂとؔのないࣄでੜܭをཱͯͯいるॅ
ຽ͕ଟॅډしͯい·͢ɻこのよ͏なॅຽ、Ұൠ的にാに
なっͯいない空いͯいるෑをࣗ分たちのੜܭのたΊに活用͢
ること͕ೝΊΒΕͯき·したɻ
ͦのたΊ、ϚΠクϩ・ΥーλーγΣッυとݺΕる水ݯにͭい
ͯ、水ݯで͋るとい͏ೝࣝをͭ࣋ことな͘、ࡊാ
にస用したり、をऔるたΊにपりのをെ採しͯいるྫ͕でͯ
きͯい·͢ɻ
このたΊ、水ݯをकるたΊに୯にࡤでғんで入Εないよ͏に
͢る͚ͩでな͘、ͦ こ͕कるき水ݯで͋ることをॅຽにڭ
ҭ͢ること͕ඞཁで͢ɻ
のपลにॅΉݯ回のऔり組Έで、ରとなる5Χ所の水ࠓ
ॅຽ、15000ਓにରしͯ、水のେ切͞ϚΠクϩ・Υーλー
γΣッυ͕どのよ͏なػを࣋っͯいる͔などをڭえるڭҭプϩ
άラϜを実施しͯい ༧͘ఆにしͯい·͢ɻ
のプϩάラϜのதߍҭのରにҬのখֶੜؚΈ、খֶڭ
に組ΈࠐΉことݕ౼しͯい·͢ɻ

ಈ׆อશݯԂのதのਫߚ ਫΛେʹすΔڭҭϓϩάϥϜ

ɺʔϩϯߚ
άϦʔϯΥʔλʔ

εϦϥϯΧ��5 Πϯυ��
ΠϯυωγΞ�1

Ζա

ࢁ

Ԃߚ

ઘ

Տ

ϚΠΫϩɾΥʔλʔγΣουͷ
Έ

ݯԂの水ߚ

面に২えΒΕͯいるのࣼٸ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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ਫݯ

工場の水ݯをकる活動としͯ始·った「水ݯの活動」、
1999年にۀքにઌ͚ͯۦキϦンビール横浜工場の水ݯで͋
る神ಸ川ݝ୮۠の͔Β始·り、ࡏݱ全国12Χ所でऔり
組んでい·͢ɻ水ݯのྛを理͢る࣏ࣗମؔઌとのத
ظのڠఆをϕースとしͯ、২थ、Լמりࢬଧち、ؒ െなどを
ਐΊ、ࡏݱでଟ͘の͕໌る͘ໜるになっͯきͯい·͢ɻҰ
部の場所で、ر͢る͓٬༷に活動にࢀՃしͯいたͩいͯい
·͢ɻ2017年、1341ਓ͕ࢀՃしͯ、߹16ܭ回の活動をߦい·
したɻ

ਫのΊ͙みΛकΔ׆ಈ

ΩϦϯઍࡀਫݯͷ
ւಓઍࡀ工場

ඐഀބਫݯͷ
լ工場࣎
ઍןஷਫͷਫݯᔻཆ
神ށ工場
ΩϦϯԬࢁਫݯͷ
Ԭࢁ工場

ൃ߬ΩϦϯάϧʔϓڠ
ͷݯਫޱࢁ
Ӊ部工場、ۀࣄޱࢁ所
（、Ӊ部）

ΩϦϯԬਫݯͷ
Ԭ工場

͍͕ͨͬ͢ɺ͍ ͔Μʂͷ
社ࢧߴ

ΩϦϯଂԦਫݯͷ
ઋ工場

ΩϦϯਆಸਫݯͷ
横浜工場ʗভೆ工場

ΩϦϯࢁ࢜ਫݯͷ
キϦンσΟステΟラϦー
ΩϦϯીਫݯͷ
工場ݹ໊

ͷݯਫ࡚ߴൃ߬ΩϦϯڠ
崎工場ߴ

શࠃͷΩϦϯਫݯͷ

キϦン、神ށ市と「ઍןஷ水 水ݯᔻཆにؔ͢るڠఆॻ」
をక݁し、キϦンビール神ށ工場の水ݯで͋り、神ށ市のو
ॏな水ݯで͋るઍןஷ水पลのྛ保全にऔり組んで
い·͢ɻઍןஷ水、神ށ市۠などに水ಓ水を͢څڙる、
Ҭにとっͯ ॏཁなஷ水で͕͢、पลのྛのख入Ε͕
きಧきに͘ߦ ͘なっͯ ͓り、ۙ 年の߽ӍのӨڹなどで、࠭
ྲྀ͕ྲྀ入͢るなど、ஷ水の水࣭へのѱӨݒ͕ڹ೦͞Ε
るঢ়گでしたɻ2018年3݄17日に、キϦンビール神ށ工場
の工場を始Ίとしたैۀһと、ྛ整備のߨशをमྃ した
市ຽϘランテΟアのօ͞ん、神ށ市水ಓہのօ͞ん͕ઐՈ
のࢦ導のとで活動を実施し·したɻ

キϦンσΟステΟラϦー、ࡶhࢽ ランυω とɦの࠵ڞによる
ಛ別πアー「水をΊ͙る�のڭ室」を2014年͔Β開始し、ຖ
年2回ఔ度開࠵し、ࢀ
Ճऀのํにと水に
ͭいͯより理ղしͯ
いた͚ͩるػձを͝
ఏڙしͯい· ɻ͢

ͮ り͘、২え、कりҭͯ、ݯࢿを活͔͢ことでりཱっͯ い
· ɻ͢ձにॅΉਓに、আെۀ࡞を通しͯのことをっͯ 
Β͏、ؒ െࡐを͔ͭった工࡞をମݧしͯΒ͏など、͢ ͯ
͕ͮ り͘にͭな͕り·͢ɻキϦンάループとランυωࢽओ
·しͯいྗڠで「室ڭ水をΊ͙る�の」ըاՃࢀのಡऀ࠵
͢ɻ୭でࢀՃできるͮ り͘をࢦし、こΕ͔ΒキϦンά
ループとྗڠしͯ 活動をਐΊͯいきたいで ɻ͢

શࠃで༷ʑͳਫݯᔻཆの׆ಈΛܧଓ

ਫݯͷ׆ಈ࣮ʢ��1�ʣ

˙ΩϦϯϏʔϧਆށ ˙ͱਫʹ৮ΕΔಛผπΞʔ

˙εςʔΫϗϧμʔͷ

（/P0法ਓ�にؐる・ͮ り͘のձ�খদ͞ん）

ਫݯͷ׆ಈ࣮ʢ��1�ʣ

ಈॴ׆
キϦンઍࡀ水ݯの
のݯ崎水ߴ発߬キϦンڠ
キϦン神ಸ川水ݯの
キϦンࢁ࢜水ݯの
キϦンી川水ݯの
キϦンനࢁ・美水ݯの
ઍןஷ水の水ݯᔻཆ
キϦンԬࢁ水ݯの
キϦンԬ水ݯの
のݯ水ޱࢁ発߬キϦンάループڠ

16回 1341ਓ

9�25（݄）、9�30	）
10�21（）
4�8（）、11�11（）
9�30（）、10�14（）
5�13（）、10�7（）
6�24（）
5�13（）、6�3	）、10�7（）
10�28（）
10�14（）
11�11（）

ճࢪ࣮ࢪ࣮ �Ճਓࢀ
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工場で用͢る水の減େきな課で͢ɻキϦンάループで、
ඞཁな࣌にඞཁな͚ͩの水を͏औり組ΈにՃえͯ、水の॥環
ར用などをਐΊͯઅ水にऔり組んでき·したɻҰํで、ಁਁٯບ
をったߴ度用水処理設備で、େきなઅ水͕ظでき·͕͢、
ΤωルΪーফඅ૿えͯし·い·͢ɻͦ こで、工場のྲྀҬの水Ϧ
スクௐࠪなどによりϦスクのఔ度をѲし、ͦ のレϕルに߹Θͤ
たઅ水設備の導入・ӡ用をߦっͯ い·͢ɻ

工場で͏水のଟ͘設備のચড়・ەࡴ工ఔで用͞Ε
·͢ɻચড়できͯいることを品࣭面で֬ೝ・保証できるମ制・
組Έを整えるととに、ແବな水をΘないよ͏にྲྀ量・ྲྀ を
に理しͯい·͢ɻͦີݫ の͏えで、用్にԠ͡た水の࠶ར用を
的にਪਐしͯい·͢ɻۃੵ
۩ମ的に、設備などのચড়工ఔでった࠷後の「͗͢͢
水」水の清涼度͕ൺֱ的ߴいたΊ、࠷ॳにをચ͏工ఔでར
用͢ること͕Մで͢ɻこのよ͏に、ચড়でった水の水࣭にԠ
͡た用్で܁りฦし͏Χスέーυར用をߦっͯい·͢ɻ実ࡍに
、回収できる水の量と用͢る水の量のόランスλΠミンά
を͋Θͤたり、֬ 実にચড়できͯいることを保証͢るに設備を
いこな ϊ͢ϋ͕ඞཁで͢ɻキϦンάループで、༷ ʑなϊ
ϋ・アΠσアを出し߹い、݁ ՌをϑΟーυόック͢るなどしͯ
ੵしな͕Βऔり組ΈをਐΊߴ、 いレϕルのઅ水を実ݱしͯい·͢ɻ

2017年に実施したۀࣄ所ྲྀҬの水Ϧスクௐࠪで、߽ भのׇ
水Ϧスクの֬࠶͕͞ߴೝ͞Εͯい·͢ɻ実ࡍに߽भでたびたび
ׇ水のӨڹをड͚͓ͯり、ඇৗにߴいレϕルのઅ水͕ٻΊΒΕ
ͯい·͢ɻͦ こでラΠオンで、2008年より通ৗのઅ水活動に
Ճえͯಁਁٯບをったߴ度用水処理設備をେنに導入しͯ
い·͢ɻこΕにより、ै དྷ࠶ར用できな͔った用水をߴ度な処理
により࠶ར用できる水࣭に·で処理した͏えで、製品に৮Ε
ない工ఔにݶఆしͯར用͢ることで、ੈ քߴ࠷レϕルの用水原୯
Ґをୡしͯい·͢ɻこのٕज़キϦンάループでڞ༗͞Ε、日
本でキϦンビール神ށ工場で活用͞Εͯい·͢ɻ

リεΫʹԠͨ͡અਫରԠ ༻ਫのΧεέʔυར༻ ༻ਫॲཧઃඋߴ

༗ػআڈ
ϒϩΞമؾ૧

षؾɾ৭আڈ Ԙྨআڈ

.#3
Ϣχοτ

ੑ׆ ϓϨϑΟϧλ

30Ϟδϡʔϧ

தਫ தߴ
λϯΫ

֎ચػ

$*P設備

λンΫચড়でのリンεਫのΧεέʔυར༻

ਆށのதਫߴॲཧઃඋ

実 ⾣1���

ચড়ఔʢ͔ࠨΒӈਐΉʣ

ϒϩʔ

৽ਫ

ϒϩʔ

Χεέʔυར༻

༧ચ /B0) ΞϧΧリ
リンε

ѥԘ࣍
ەࡴ

ऴ࠷
リンε Ϗʔϧ

Χεέʔυར༻

தਫճऩ
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水を原料としͯར用͢るۀاとしͯ、排水を៉ྷにしͯࣗવにฦ
͢ことで͢ɻキϦンάループで、いऴΘった水法
४を設ఆしͯড়化し、Տ川Լ水ಓに์ྲྀجΊるҎ্のࣗओٻ͕
しͯい·͢ɻ全ମでの排水品࣭ҎԼの通りで͢ɻ

排水処理で用しͯいるݏ気処理で、排水を処理͢るࡍにϝ
λンΨスをओ分と͢るόΠオΨスをಘること͕できるたΊ、Ϙ
ΠラーίージΣωレーγϣンγステϜの発ిにར用しͯい·͢ɻ
こΕϞルトなどの২物性原料に༝དྷ͢る࠶ੜՄΤωルΪー
なので、$02ϑϦーのΤωルΪーになり·͢ɻ

キϦンάループの֤工場で、ߦ/(0とྗڠしͯपลのՏ
川に͓͚る清活動をߦっͯ い·͢ɻ
キϦンビール横浜工場で、国・・ݝ・市によっͯࡦఆ͞Εた
「ݟ川ྲྀҬਪਐαϙーλー」にԊっͯ、「Ҭݙߩ活動」をߦ
「͏水Ϛスਪਐαϙーλー」にબఆ͞Εͯい·͢ɻಉ͡ 「͘水Ϛス
ਪਐαϙーλー」としͯೝఆ͞Εͯいる/P0法ਓ「ݟ川ྲྀҬ
ωットϫーキンά」と࿈ܞし、ݟ川の美化ӡ動ੜきの؍
ձなどにܧଓしͯऔり組んでい·͢ɻ
ͦのଞ、ओな環境保全活動ҎԼの通りで͢ɻこのଞにଟ͘の
所で、Ҭの環境保全活動にऔり組んでい·͢ɻۀࣄ

ʠ8F�.FBO�#VTJOFTTʡと、$%P国࿈άϩーόルίンパク
ト、8#$4%など͕ओମとなっͯ設したۀاとࢿՈのίン
ιーγアϜで͢ɻキϦン、ʠ8F�.FBO�#VTJOFTTʡ͕ ఏএ͢る
Πχγアチϒの͏ち、2014年8݄26日に「$%4#によるϝΠンス
トϦーϜレϙートでの気ީม動ରԠのใࠂ」に、2016年7݄14日
に「4#5による減ඪの設ఆ」にίミットϝントしͯい·͢ɻ�
2016年12݄20日に、「*NQSPWF�XBUFS�TFDVSJUZ（水Ϧスク
の改ળ）」にͭいͯίミットϝントをߦい·したɻࠓ後、この
ίミットϝントにैっͯ औり組ΈをਐΊͯいき·͢ɻ

ഉਫॲཧ ྲྀҬでの環境อશ׆ಈ

*NQSPWF�XBUFS�TFDVSJUZʢਫリεΫのվળʣ

ݟ川ྲྀҬでの環境保全活動छྨ ୯Ґ  ࠃ ւ֎ ૯ܭ

$0% U

2017 675 3557� 4233�

2016 674 2589� 3263�

લ年ࠩ 1 968� 970�

窒素 U

2017 396 954� 1350�

2016 331 876� 1207�

લ年ࠩ 65 78� 143�

Ϧン U

2017 53 271� 324�

2016 48 141� 189�

લ年ࠩ 5 130� 135�

ձ໊ࣾ ॴ໊ۀࣄ ಈ༰׆

キϦンビール
ઍࡀ工場 ઍࡀ川クϦーンアップ活動ࢀՃ

լ工場࣎ ଟլொ۔川Ԋ؛清活動ࢀՃ

ϝルγャン

౻工場 Ҿ川ྲྀҬ清、ভೆւ؛清

ീ工場
場ຏ川Տ川ࣳੜٿ
ഴౡ౦ެԂपลなどの水ลの
ՃࢀԼҰ੪清活動ݝ

キϦン
ビόレッジ ভೆ工場 ૬川清活動ࢀՃ

発߬ڠ
キϦン ౦ژϦαーチパーク 境川クϦーンアップ࡞ઓࢀՃ

খؠҪೕۀ ౦ژ工場 ࠵市ओࢁڱ
入ؒ川クϦーン࡞ઓࢀՃ
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ॴਫϦεΫධՁۀࣄ 2017年に実施したۀࣄ所の水ϦスクධՁ݁ՌҎԼの通りで͢ɻ
ධՁに、83*�"RVFEVDU�͓よび�88'�%&(�8BUFS�3JTL�
'JMUFSで؆қ的なௐࠪを実施し、ߦのެ開ใをՃຯしͯ
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ਫߑ ਫ࣭Ԛ ૯߹ධՁ

ຊ
ʢ1ۀࣄ�ॴʣ

ΞϝリΧ
ʢۀࣄ�ॴʣ

தࠃ
ʢۀࣄ�ॴʣ

λイ
ʢ1ۀࣄॴʣ

ਫෆ ਫߑ ਫ࣭Ԛ ૯߹ධՁ

ϛϟンϚʔ
ʢ1ۀࣄॴʣ

-PXリεΫの߹い

ブϥδϧ
ʢ1ۀࣄॴʣ

ΦʔεトϥリΞ
ʢ1ۀࣄ�ॴʣ

χϡʔδʔ
ϥンυ

ʢۀࣄ�ॴʣ

ϕトφϜ
ʢۀࣄ�ॴʣ

.FEJVN )JHI
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�������� ���� ����

��������

��� ���
���

���

���

����

����

����

�������� ���� ����

ධՁをߦい·したɻର、日本、アϝϦΧ、த国、λΠ、ϕトφϜ、
ミャンϚー、ϒラジル、オーストラϦア、χϡージーランυのओཁ
な製造ڌ44Χ所で͢ɻ
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όϦϡʔνΣʔϯ
ਫϦεΫධՁ

2017年に実施したόϦϡーチΣーンの水ϦスクධՁ݁ՌҎԼ
の通りで͢ɻ
ධՁに、8BUFS� 'PPUQSJOU�/FUXPSL（8'/）の8BUFS�

GPPUQSJOU� TUBUJTUJDT͓よび、PSPEVDU�XBUFS� GPPUQSJOU�
TUBUJTUJDTを用し·したɻର、日本͓よびҰ部のւ֎ۀࣄ
で͢ɻ

άリʔンウΥʔλʔɿ࡞物ྛ࢈物のதにऔりࠐ·Εた߱水で、ৠ発、ৠࢄ、͋ るい࡞物にऔりࠐ·Εた量をؚΉɻ
ブϧʔウΥʔλʔ��ɿද（Տ川、ބপの水）Լ水͔Β͞څڙΕた水のফඅ量ɻᕲᕱۀ࢈、ۀ用、Ոఉ用の水のফඅ量ϒルーΥーλーにؚ·Εるɻ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ

༺ผਫࠃྉผɾݪ ʢྔഴժ、େഴ、ϗοϓʣ

Ϥʔϩού ΦʔετϥϦΞ Χφμ தࠃ ຊ ΞϝϦΧ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ
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ϒϧʔΥʔλʔ

ഴժ

େഴ

ϗοϓ

� 5� 1�� 15� ��� �5�
ʢඦສN�ʣ

༺ผਫࠃྉผɾݪ ʢྔࠄʣ
ʢඦສN�ʣ

άϦʔϯΥʔλʔ

ϒϧʔΥʔλʔ
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ϒϧʔΥʔλʔ
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ϒϧʔΥʔλʔ

ถ

େ౾

ίʔン
άリοπ

ίʔン
ελʔν

� 5 1� 15 �� �5 ��

ຊ ϛϟϯϚʔ தࠃ ΞϝϦΧ

༺ผਫࠃྉผɾݪ ʢྔೕʣ
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νʔζ

ʢඦສN�ʣ
༺ผਫࠃྉผɾݪ ʢྔɾίʔώʔྨʣ

༿

ίʔώʔ౾

ʢඦສN�ʣ
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ຊ εϦϥϯΧ Πϯυ ΠϯυωγΞ ϕτφϜ ͦͷଞ౦ೆΞδΞ ίϩϯϏΞ ϒϥδϧ ͦͷଞ

� 1� �� �� �� 5� �� �� ��

ຊ χϡʔδʔϥϯυ Ϥʔϩού
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άϧʔϓશମͷਫ༻ྔͱݪ୯Ґʢਫ༻ྔʗച্ऩӹʣ

ͱྔ༺ൃ߬ΩϦϯάϧʔϓશମʢάϩʔόϧʣͷਫڠ
ʗച্ऩӹʣྔ༺୯Ґʢਫݪ

ຊ૰߹ҿྉͷਫ༻ྔͱݪ୯Ґʢਫ༻ྔʗੜྔ࢈ʣ

ΩϦϯϏʔϧͷਫ༻ྔͱݪ୯Ґʢਫ༻ྔʗੜྔ࢈ʣ

ϥΠΦϯͷਫ༻ྔͱݪ୯Ґʢਫ༻ྔʗੜྔ࢈ʣ
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ਫݯࢿの取り組みは、下記のウェブサイトで随時更新しています。
http://www.kirin.co.jp/csv/eco/Nission/soVrce.htNM
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͓٬༷ͷͱ࣭ΛकͬͯΛ͓ಧ͚͢ΔͨΊʹ
༰ثแ͕ඞཁͰ͢ɻ͠ ͔͠ɺՈఉ͔Βग़ΔΰϛʹΊ
Δࡁ༺Έ༰ثแͷൺ͕͍͜ߴͱΛ͑ߟΕɺద
ʹ�3͕ਪਐ͞Εͳ͍߹ʹɺݶΓ͋ΔݯࢿͱΩϦϯͷ
ͱͬͯେ͖ͳϦεΫͱͳΓ·͢ɻΩϦϯάϧʔϓʹۀࣄ
Ͱɺࣗ ࣾ ʮʹύοέʔδϯάٕज़ڀݚॴʯΛอ༗͍ͯ͠
ΔڧΈΛ͔ͯ͠׆ɺ֤ छͷ༰ثแͰྔܰ࠷࢈ࠃΛୡ
͢Δ͚ͩͰͳ͘ɺۀքஂମࣾձͷࢀՃٻΊͳ͕Βɺ
�3Λਪਐ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ߽ भͰɺ༰ثͷճऩɾϦαΠ
Ϋϧʹ͍ͭͯ๏తͳ੍͕ن։࢝͞Ε͍ͯΔ͜ͱΛड͚ͯɺ
ରԠΛਐΊ͍ͯ·͢ɻͯ͛͞ڍքΛۀ Βʹɺ༰ثแͷݪ
ੜϖοτ࠶ɺͯ͠ࢦΛ্ଓՄੑͷ࣋ྉͦͷͷͷࡐ
ૉࡐͷར༻ɺࢴ༰ثแ༰ثͷ'4$ೝূࢴͷੵۃ
తͳ࠾༻ͳͲʹऔΓΈΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

ํ͑ߟຊతج

༰ثแ

औΓΈͷ֓ཁ1��5

༰ثแͷୡঢ়1گ���

όϦϡʔνΣʔϯͰͷऔΓΈ֓ཁ1���

���ྉ1ࡐଓՄͳ࣋

Ϧσϡʔε1���

ϦαΠΫϧ1�5�

ϦϢʔε

ࣾձͱͱʹ

༰ثแάϥϑ

1�5�

1�5�

1�5�
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'"0「ੈքྛݯࢿධՁ2015」より '"0「'3"�2015�3FTVMUT��%FTL�3FGFSFODF」
P�231～P�233より߹ܭ

˙'4$ʹΑΔྛೝূ໘ੵ
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εςϯϨε؈
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ͼΜ Ξϧϛ؈ ενʔϧ؈ ϖοτϘτϧ ث༰ࢴ

औΓΈͷ֓ཁ

品࣭をकっͯ品を͓٬༷のखݩ·でಧ͚るたΊに容器แ͕ඞཁ
で͢ɻし͔し、Ոఉ͔Β出るΰミにΊる用ࡁΈ容器แのൺߴ
͘、33のऔり組Έ૰߹飲料ۀࣄにとっͯ ॏཁで͢ɻ
キϦンάループで、ࣗ 社の3�%を活用しͯઌਐ的な容器แのܰ量
化をਪਐし͓ͯり、Ϧλーφϒルビールびん、ビール用アルミ缶、水用2-
ペットϘトルなどで国ܰ࠷࢈量をୡしͯい·͢ɻ

リσϡʔεの
՝

3�%Λͨ͠ۦ༰ثแܰྔԽ ˙༰ثผॏྔൺ

ϦαΠΫϧثͷ༰ࠃ˙

容器แの33、社ձ全ମでਪਐ͢ること͕ඞཁで͢ɻ
ͦこで、キϦンάループ、͓ ٬༷͕ϦαΠクルにࢀՃし͢い容器แ
のఏڙのଞ、֤ 種のܒ発活動をߦっͯ い·͢ɻ
·た、߽ भで容器แの回収・ϦαΠクル͕となっͯい·͢ɻこの
課をղܾ͢るたΊに、法ن制にଇっͯ市தの空容器回収γステϜをߏ
ஙしͯい·͢ɻ

ࣾձͱͱʹ�3ਪਐ

日本でߴ度の33͕ୡ͞Εͯい·͕͢、ۙ࠷で容器แの࣋ଓ性
にͭいͯのؔ৺͕ߴ·っͯ きͯい·͢ɻ
こΕにରԠ͢るたΊに、キϦンάループでペットϘトルでの࠶ੜペット
素ࡐのར用をਪਐしͯい·͢ɻ
·た、ྛへのରԠとしͯ、ࢴ製แ容器で2020年·でに'4$
ೝ証ࢴの100ˋ採用をࢦしͯऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

༰ࡐثྉͷ࣋ଓੑ্
ʢϘτϧUPϘτϧɺࢴ༰4'ث$ೝূࢴશ໘࠾༻ʣ

リサイΫϧɾリϢʔεの
՝

༰ثแࡐྉの
ଓੑの࣋
՝

⾣�1���ؔ࿈ใ
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環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント

容器包装の達成状況

エコ容器比率

容器包装軽量化による累計削減重量の推移

0

-100

-200

-300

-400

-500

-600
（千t）

（年）2012 2013 2014 2015 2016 2017

びん

アルミ缶

カートン

6缶パック

ペットボトル

使用量

削減量

100% 93% 75%100%

国産最軽量
リターナブル大びん

国産最軽量
ビール用アルミ缶

軽量アルミ缶 6 缶パック

ペコロジーボトル ペットボトルの
ボトル to ボトル

（重量比）

FSC認証紙
使用容器

15千t78千t

3.5千t30千t

3%

-627千ｔ
累計

※最軽量大びん、最軽量アルミ缶はキ
リンビールが対象です。ペコロジー
ボトル、ペットボトルのボトルtoボト
ルはキリンビバレッジが対象です。
FSC認証紙比率はキリンビール、キリ
ンビバレッジ、メルシャン、はキリン・
トロピカーナが対象です。

※対象は、キリンビールとキリンビバレッジの容器包装です。

2017年容器使用量・削減量

関連情報 ▶P.94
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リσϡʔε

リサイΫϧリϢʔε

༰ࡐثྉͷ࣋ଓੑ্
ʢϘτϧUPϘτϧҡ࣋ɾ֦ େɺࢴ༰4'ث$ೝূࢴશ໘࠾༻ʣ
日本でઌਐ的な33のల開にՃえͯ、容器แのࡐ料ͦののの࣋ଓ性をߴΊるたΊに、
'4$ೝ証ࢴの採用࠶ੜペット素ࡐの活用などをਐΊͯい·͢ɻ

3�%Λͨ͠ۦ༰ثแܰྔԽ
国૰߹飲料ϝーΧーとしͯগないࣗ社で容器แの開発をߦ 「͏パッέージンάٕ
ज़研究所」の開発・࡞ࢼྗを活用しͯ、Ϧλーφϒルびん、ϫンΣΠびん、アルミ缶、2-
ペットϘトルなどで国ܰ࠷࢈量容器を開発、ఏ͢ڙるなど、い͢͞にྀした容器แ
のϦσϡースをਪਐしͯい·͢ɻ

༰ثแϦϢʔεͷਪਐ
びんϦϢースの組Έのҡ࣋のたΊに֤種ステークホルμーとऔり組ΈをਐΊ、Ϧλーφϒ
ルビールびん、飲料用Ϧλーφϒルびんで΄΅100�の回収ঢ়گをҡ࣋しͯい·͢ɻ

ࣾձͱͱʹ�3�ਪਐ
୯Ұ素ࡐの用、分別のたΊのදࣔの工などϦαΠクルし͢い容器แのఏڙを͏ߦ
ととに、ϦαΠクルをਪਐ͢る֤種ஂମにՃ入͢るなどしͯ、ଟ͘のステークホルμーとと
にϦαΠクルをਪਐしͯい·͢ɻ͞ Βに、߽ भで空容器の法ن制に͋ΘͤͯରԠをਐΊ
ͯい·͢ɻ

όϦϡʔνΣʔϯͰͷऔΓΈ֓ཁ
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ྉࡐଓՄͳ࣋

キϦンάループ、2017年2݄に「$47ίミットϝント」をఆΊ、
ͦの۩ମ的なऔり組ΈのୈҰとしͯ、2013年にఆΊた「࣋ଓ
Մなੜ物ݯࢿར用ߦ動ܭը」を改గし、2020年·でに、͢
ͯのࢴ製容器แで'4$ೝ証ࢴへの切り替えを͢ࢦことを
໌Β͔にし·したɻこΕ、容器แのࡐ料ͦののを࣋ଓՄ
に͢るஈ֊に入ったことをࣔし͓ͯり、「ظ環境ビジϣン」の
「ੜ物ݯࢿ」と「容器แ」の྆課にΘるॏཁなऔり組Έと
しͯҐ置͚ͮΒΕͯい·͢ɻ
このऔり組Έのେきなಛ、'4$ೝ証ࢴを採用͢るର͕、
「6缶パック」「Ϊϑト箱」「ࢴパック」「製品用ஈϘール箱」と΄
΅ͯ͢のࢴ容器をཏしͯいることで͋り、日本のϝーΧーで

キϦンビόレッジで、ۙ 年ペットϘトルをペットϘトルに͢るこ
とのできる҆全なペットथ࠶ࢷੜのख法ཱ͕֬したことをड͚ͯ、
用͢るऔり組ΈをਪをペットϘトル原料としͯࡐੜペット素࠶
ਐしͯい·͢ɻͦ のख法「ϝΧχΧルϦαΠクル」で、ચড়の͋
とਅ空にۙいঢ়ଶのߴԹԼで処理を͏ߦことで、थࢷの部にཹ
·っͯいるෆ७物をش発ͤ͞な͕Βআڈし、ϦαΠクル工ఔதに
Լした分ࢠ量をϘトルܗにదしたレϕルに回෮ͤ͞ること͕
でき·͢ɻ

2018年4݄ࡏݱでのୡঢ়گ、ҎԼの通りで͢ɻ

༰ثแの'4$ೝূࢴの࠾༻

Ϙトϧ UPϘトϧ

'4$ೝূࢴのඪͱୡঢ়گ

ॳのએݴとなっͯ い·͢ɻ
パックにೝ証ࢴҎલよりトϩϐΧーφ250NMݴパックで、એࢴ
用しೝ証ラϕル͚ͯい·した͕、2017年3݄͔Βトϩをࢴ
ϐΧーφ900NMで'4$ೝ証ࢴへの切り替えを実施ɻキϦンビό
レッジで、2017年5݄の「キϦンޕ�後のߚ�αϚーγトラス
テΟー」͔ Βॱ4'࣍$ೝ証ࢴへの切り替えを実施しͯい·͢ɻ
ビール6缶パックで2017年11݄にͯ͢のαΠζで'4$ೝ証
への切り替え͕ࢴ ɻྃΪϑト箱で、2017年10݄に「キϦンҰ
൪ࡡりੜビールηット」で'4$ೝ証ࢴを採用し·したɻ
͞Βに製品用ஈϘール箱で、2018年5݄に「ιルテΟラΠチ」͔
Β'4$ೝ証ラϕルの༩を開始し、ॱ 切り替えをਐΊͯい·͢ɻ࣍

'4$ೝূࢴ༻ͷඪͱୡ

छผ

ビール6缶パック

飲料6缶パック

Ϊϑト箱

パックࢴ

製品用ஈϘール�箱

100�

100�

100�

100�

100�

2017年

2017年

2020年

2020年

2020年

100�

70�

100�

90�

70�

50�

70�

70�

50�

2018年
5݄より開始

ඪ ඪ '4$ೝূࢴ
ൺ

'4$ϥϕϧ༩
ൺ�

'4$ೝ証ࢴを用した「トϩϐΧーφ�
100ˋ·る͝とՌ実ײ」γϦーζ
900NMࢴ容器（ӈ）と「キϦン 後ޕ
のߚ�େਓのアップルテΟー（ݶఆൢ
ച）」500NMࢴ容器（ࠨ）

ϑルϦχϡーアル͞Εた「キϦン
Ұ൪ࡡりੜビールηット」に、
'4$ೝ証ࢴのϘックスを採用

ͯ͢のαΠζで'4$ೝ証ࢴに切り替Θった
ビール̒缶パック

「トϩϐΧーφ�100ˋ」
γϦーζ�250NMࢴ容器

'4$ೝ証ラϕル

'4$�$137754
飲料̒缶パック'4$化͕ਐల
（ࣸਅ缶ίーώー「キϦン�ϑΝΠア」）

'4$ೝূࢴ༻ͷඪͱୡ

छผ

ビール6缶パック

飲料6缶パック

Ϊϑト箱

パックࢴ

製品用ஈϘール�箱

100�

100�

100�

100�

100�

2017年

2017年

2020年

2020年

2020年

100�

70�

100�

90�

70�

50�

70�

70�

50�

2018年
5݄より開始

ඪ ඪ '4$ೝূࢴ
ൺ

'4$ϥϕϧ༩
ൺ�

'4$ೝ証ࢴを用した「トϩϐΧーφ�
100ˋ·る͝とՌ実ײ」γϦーζ
900NMࢴ容器（ӈ）と「キϦン 後ޕ
のߚ�େਓのアップルテΟー（ݶఆൢ
ച）」500NMࢴ容器（ࠨ）

ϑルϦχϡーアル͞Εた「キϦン
Ұ൪ࡡりੜビールηット」に、
'4$ೝ証ࢴのϘックスを採用

ͯ͢のαΠζで'4$ೝ証ࢴに切り替Θった
ビール̒缶パック

「トϩϐΧーφ�100ˋ」
γϦーζ�250NMࢴ容器

'4$ೝ証ラϕル

'4$�$137754
飲料̒缶パック'4$化͕ਐల
（ࣸਅ缶ίーώー「キϦン�ϑΝΠア」）

⾣1���ੜ物ݯࢿにؔ͢るํ

˞ը૾֤容器種で'4$ೝ証ラϕル͕࠷ॳにき始Ίた製品で͋りߦݱ製品とҟなるのؚ͕·Εͯい·͢ɻ
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Ϧσϡʔε

パッέージンάٕज़研究所͕開発し2004年͔Β導入した「ίー
φーΧットΧートン」、۱࢛を切りམと͢ことによるܰ量化と
ଆ面͕8面ߏ造となりڧ度্͕に͢ることによる薄肉化により、
ैདྷ͔Β10�9�のܰ量化をୡしͯい·͢ɻ

6缶パックで、࣋ち͢͞、औり出し͢͞にՃえ、ܰ 量化の
工をਵ所に施しͯい·͢ɻたとえ、パックのଆ面部に缶の
ԑに߹Θͤた切りൈき部を৽たに設 （͚キϦン社ಛڐ）、ࢴで缶

2015年͔Β導入した「スϚートΧットΧートン」、「ίーφー
ΧットΧートン」のٕज़をجに、ܰ 量化にՃえ、֖ のޱ径をখ͘͞
した204径缶のݞにできる空ؒに߹ΘͤΧートンଆ面্部の
֯を切りམとしたܗঢ়にしたので͢ɻこΕにより、500NM6缶
パックのΧートンの場߹、ͦ Ε·でのίーφーΧットΧートンより
16�ܰ量化できͯい·͢ɻ
パッέージンάٕज़研究所͕容器แϝーΧーとڞಉ開発をߦ
い、ڞಉҙঊをऔಘしͯい·͢ɻ

ίʔφʔΧοトΧʔトン ύοΫ؈�

εϚʔトΧοトΧʔトン

தਊ

ಉ͡ްΈͷͷͰ
͕֯ଟ͍ͱՃॏʹରͯ͠
ͳΓ·͢ɻ͘ڧ

����NN

����5NN

؈ܘ���

εϚʔτ
Χοτ
Χʔτϯ

ʮ·ͱΊͯങ͍͍͢ʯ؈�ύοΫͷ৽ػ

গͳ͍͕ࢴ
͕͢·͕͠͡ײ
ϗʔϧυྗ
ैདྷҎ্

Γֻ͔ࢦ

ఈϩοΫ؈

ఱ໘݀ͷં֯ࡾΓ

新؈�
ύοΫ

ैདྷの
ύοΫ؈�

ॏͶͯൺ·ͨ͠

����
NN

��NN

����
NN

��NN
新؈�ύοΫ
ैདྷͷ؈�ύοΫ

のఈを҆ఆͤ͞る「缶ఈϩックߏػ」を͏ことで、500NM用6
缶パックแࡐࢿで1ຕ当たり4H、ै དྷより8ˋ減しな͕Β、
缶のホールυ性্ͯͤ͞い·͢ɻ

֯ΛͱͬͨͿΜ
ྔ༺ࢴ

ஈϘʔϧͷਊΛബͨ͘͠ͿΜ
ྔ༺ࢴ
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ݮ

����
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キϦンάループでペットϘトルのܰ量化をࢦしͯ、パッέー
ジンάٕज़研究所でのٕज़開発͕ܧଓ的にߦΘΕͯい·͢ɻͦ
のதで「キϦン�アルΧϦΠオンの水」2-ペットϘトル、2003
年6݄Ҏલの63H͔Β28�9H·でܰ量化͞Ε、国ܰ࠷࢈量の水用
ペットϘトルになっͯ い·͢ɻ
୯७に薄肉化した͚ͩでϘトルڧ度͕保ちに͘ ͘なるたΊ、ద
切なڧ度と࣋ち͢͞を݉Ͷ備える設ܭとし、͞ Βに飲ΈऴΘっ
たΒখ͞なࢠどのྗでϘトルを؆୯に௵͢こと͕できるよ͏
工͞Εͯい·͢ɻ

ビール用アルミ缶で、缶֖のޱ径をখ͘͞し、部の্Լ部
分をߜることで部のॏ量を減͢るととに部の薄肉化
をਐΊることで、ࡏݱの「204径缶」「209径缶」当࣌とൺ
350NMアルミ缶で29ˋのܰ量化を実ݱしͯい·͢ɻ
͞Βに、2016年にࡐࢿϝーΧーとڞಉで、缶֖、缶の྆ํを
薄肉化した国ܰ࠷࢈量となるアルミ缶を開発し·したɻ缶全ମの
ॏ͞を14�6H͔Β13�8Hとし、5 （̀0�8H）ܰ 量化を実ݱしͯい
·͢ɻこΕにより、209径缶とൺͯ33�（6�7H）のܰ量化をՌ
たし·したɻ缶の素ࡐとしͯ、スチールとアルミ͕͋り、どちΒ
ܰ量化͕ඞཁで͕͢、ಛにアルミの場߹製࿉にେ量のి気
͕ඞཁなこと͋り、4DPQF3減にେき͘ݙߩしͯい·͢ɻ
飲料用スチール缶で、'*3&「൨きたͯඍ」のμΠϠΧット
190Hスチール缶で、2011年に2008年ൺで17ˋのܰ量化を
ୡしͯい·͢ɻ

ϖοトϘトϧྔܰ࠷࢈ࠃ

؈Ξϧϛྔܰ࠷࢈ࠃ
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����H ���ܰྔԽ

�5�NMΞϧϛ؈ͷॏ͞ͷਪҠ

˞缶֖のେき͞をࣔ͢ࣈ、ྫ え
「204」で͋Ε缶֖の径͕2ʴ4�16
Πンチで͋ることをࣔしͯい·͢ɻ

ܰ量化しͯڧ度͕保ͯる
「スパΠラルܕのߔ」ɻै དྷ
にൺペットथࢷの用量
を年ؒ983U減Մにɻ

「キϦン�アルΧϦΠオンの水」2-ペットϘトル

ͭͿΕͳ͍Ϙτϧͷ͞ڧ

��H

�1H
ܰྔԽ

�H
ܰྔԽ

��1H
ܰྔԽ

��H �5H ����H

ペットϘトルをͭ࣋とき࠷
ྗ͕ՃΘるֻ͔ࢦり部分
（͘΅Έ্ଆ）にิڧのた
Ίのߔを設͚、࣋ち্͛る
りঁֻ͔͕ࢦにԜΈにࡍ
性で҆ఆしͯ௫Ί·͢ɻ

͍͢ԜΈͪ࣋
ʮͬ͠ Γ͘άϦοϓʯ

ʙ����·Ͱ ���� ��1� ��15
ʢ৽Ϙτϧʣ
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Ϧλーφϒルびんに、ܰ 量化ととに「ٱ性をٻΊΒΕるϦ
λーφϒル性」と「͓٬༷の҆全・҆৺֬保のたΊのڧ度」͕
ඞཁで͢ɻ
ͦこで、パッέージンάٕज़研究所で、֎ද面に薄いൽບを࡞
る「ηラミックスίーテΟンά」、িܸに͘͢ڧるたΊのܗঢ়設ܭ、
「開ખし͢͞」と「ີด性」とい͏૬͢る݅と「͚ܽޱしな
いڧ度」を࣋ったޱ部の設ܭなどをۦしͯ、େ・த・খͯ͢
のαΠζのビール用Ϧλーφϒルびんで、国ܰ࠷࢈量をୡしͯ
い·͢ɻ

「άランυキϦン」などで用しͯいる330NMϫンΣΠびん
パッέージンάٕज़研究所で開発͞Εた140Hの国ܰ࠷࢈量「プ
レϜアϜάラスϘトル」を用しͯい·͢ɻपғと৮͢る部分
の肉ްを֬保したり、びんఈのίーφー部のۂ面径をେき͘͢る
ことでܗのࡍに肉ްを֬保し͢いܗঢ়と͢るなどの工に
より、国ܰ࠷࢈量を実ݱしͯい·͢ɻ

オーストラϦアのσアϦー・υϦン
クスのアΠスキャンσΟー「;PPQFS�
%SPPQFS」のγΣルϑレテΟ・パッ
έージを40ˋܰ量化ɻ

' * 3 &ϒラン
υ「൨きたͯ
ඍ  」の 缶
、2012年に
2008年ൺで
1本͋たり
23ˋܰ量化

࣌ܕに水を
用ͤͣଆのృ
ߦఔのলུに
より$02発ੜ量
を減ɻ

ଆ面ϑラップ面ੵを
ॖখしলݯࢿ化ɻ製
造࣌の$02発ੜ量
10ˋ減

۱を切り࢛
མとしͯল
化ɻݯࢿ

ラΠオンで、2016年にϫンΣΠびんで
205H͔Β190Hへのܰ量化をୡɻ

リλʔφブϧͼΜྔܰ࠷࢈ࠃ

ϫンウェイͼΜྔܰ࠷࢈ࠃ

ͦのଞのリσϡʔε

ܰྔதͼΜͷ
Ռޮݮ�$0

֎ද໘ʹ
ηϥϛοΫε
ίʔςΟϯά

ͼΜఈ෦ͷେ͖͘ΏΔ͔ͳΞʔϧʢۂઢʣ͕ ɺݶۃ
·Ͱബͨܰ͘͠ྔԽͼΜͷڧΛ͍ͯ͑ࢧ·͢ɻ

���Hˠ���H

தͼΜ
େͼΜ

��5Hˠ��5H

˞年ؒ1ઍສ本製造とԾఆɻ

ैདྷதͼΜͷ
அ໘

ैདྷͼΜ ܰྔͼΜ

ܰྔதͼΜͷ
அ໘

Ξʔϧʢۂઢʣ

⾣1���ؔ࿈ใ

γϣʔτϑϥοϓΧʔτϯ ενʔϧ؈ ϥϛωʔτ؈ ίʔφʔΧοτΧʔτϯ

���NMϫϯΣΠͼΜ ࣌ͷ1ຊͨΓͷ
$0�ഉग़ྔ

���
ܰྔԽ

��H
ݮ

���U
��Hݮ

ݮ
���H
ݮ
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リサイクル

キリンは「(社)全国清涼飲料連合会」のメンバーとして、ペット
ボトルのリサイクルを推進しています。2006年に改正された容
器包装リサイクル制度を受けて、事業者の自主的な3Rを推進
する目的で設立された団体です。第三次3R推進自主行動計画
（2016年度～2020年度）では、リサイクル率85%（基準年度：
2004年度）の目標に向けて取り組んでいます。

キリンは、再生地金の比率の高いアルミ缶の採用を進めています。
また、アルミ缶リサイクル協会に加入するとともに、飲み終わった
アルミ缶の回収支援※も行い、あき缶のリサイクルを推進してい
ます。アルミ缶リサイクル協会は、2006年に改正された容器包
装リサイクル制度を受けて、事業者の自主的な3Rを推進する目
的で設立された団体です。
第三次3R推進自主行動計画（2016年度～2020年度）では、ア
ルミ缶、スチール缶ともにリサイクル率90%（基準年度：2004年
度）の目標に向けて取り組んでいます。
尚、ビール工場で廃棄処理となったあきアルミ缶は、缶メーカー
で再生され、100%ビール用アルミ缶として活用されています。

古くなってリターナブルびんとして再使用できなくなったビールび
んや、一度だけ使用されるワンウェイびんは、カレットになって再
び主にびんの原料となります。
さらにあきびんの100%資源化を目指し、ガラスびんに再利用し
づらい色びんのカレットの活用も推進し、タイル、ブロックなど
の建築材料や道路舗装材などのその他の用途にも再利用先を広
げています。

ペットボトルのリサイクル

びんのリサイクル

缶のリサイクル

82.6 86.9 83.985.0
800

700

600

500

400

300

200

100

0

100

80
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40

20

0
2015 20162014

85.8

2012 2013

（％）（千t）

販
売
量
・
再
資
源
化
量

リ
サ
イ
ク
ル
率

指定ペットボトル
販売量
海外
再資源化量
国内
再資源化量
リサイクル率

出典：PETボトルリサイクル推進協議会

出典：アルミ缶リサイクル協会

出典：スチール缶リサイクル協会

排出されたペットボトルを分別収集し、中間処理
（粗選別、ベール梱包）、保管を行います。

（年度）

239 199

271

227

262

241

254

569 563

221

279

596583

258

579

分別排出
市町村・

廃棄物関連事業者
市町村・

廃棄物関連事業者

再製品関連事業者再製品関連事業者

再生フレークや再生ペレットを原料として、
繊維製品、シート製品、成形品などのリサイ
クル製品やペットボトル（この方式を「ボト
ルtoボトル」といいます）を製造します。

中間処理を行った分別基準適合
物を市町村から引き取り、フレー
クやペレットなどの再生PET原料
を製造（再商品化）します。

分別収集 選別・保管

20162012 2013 2014 2015

2012 20162013 2014 2015

消費重量
再資源化重量
リサイクル率
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Can to Can率

92.5

224 206191 180

83.8

194 162
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0
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0

（億缶） （％）

（％）

（年）

94.7

62.8
74.7

63.468.466.7

87.4 90.1

202 175 222 199

国内のアルミ缶リサイクル率

国内のペットボトルリサイクル率

CANtoCANの流れ

アルミ缶リサイクル3つの方法

約700℃以上の
高温でアルミ缶を
溶かします。

アルミの新地金は
99%を海外から
購入しています。

溶かしたアルミニウムを
かたまりにします。
（再生地金）

薄い板にして
アルミ缶にします。

再生アルミを利用する時
必要なエネルギーは
新地金に比べて
約97%も節約できます。

アルミニウム
新地金

国内のスチール缶リサイクル率

分別
収集

集団
回収

拠点
回収

アルミ缶

再利用 再商品化

集められたアルミ
缶を回収業者が
再生工場に運び
ます。

消費者

その他のリサイクル

ペットボトル 紙パック 外箱カートン アルミ缶
できる限り再生
地金の比率が高
い缶を使用。

再生利用に適し
たダンボール。

再生利用を容易
にするために透
明外装フィルム
を除去。

再生利用を容易
にするため透明
ペットボトルを
使用。

▶P.54※関連情報
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ϦϢʔε

日本で、ビールびん「33」とい͏ݴ༿͕な͔った໌࣏͔࣌
Β回収͞Ε、Կ度ΘΕͯき·したɻ
ビール工場へっͯきたϦλーφϒルびん、と֎をపఈ的に
ચい、৽品ಉ༷きΕいにし·͢ɻキζώビ͕ない͔を空びんݕ
びビール͕٧ΊΒΕ、製品化͞࠶、し͘チΣックした後ݫでػࠪ
Ε·͢ɻஸೡにѻΘΕたϦλーφϒルびんなΒ、ฏۉण໋8
年、回に͢ると24回࠶用͞Ε·͢ɻ
খ͞なキζ͔ࡉなώビ͕入ったびん、いؒΘΕͯ͘ݹ
なったびん、͔ࡅΕ 「ͯΧレット」とݺΕるΨラスびんの原料
としͯ用͞Ε·͢ɻ

パッέージンάٕज़研究所、キ
Ϧンάループのञ ・ྨ飲料ۀࣄの
パッέージンάラΠン・แ容器
ؔ࿈のٕज़の開発・ධՁをߦっͯい·͢ɻ国૰߹飲料ϝーΧーとしͯগない、ࣗ
社でแ容器の開発をߦっͯいる研究所で͢ɻびん・缶・ペットϘトル・ஈϘールな
どのࢴแなど、年ੵしͯきたٕज़を活用しͯ、製品化にඞཁなٕज़ࢧԉを͏ߦ
΄͔、৽しいแ容器によっͯ、͓ ٬༷・社ձ͕๛͔になるٕज़γーζの出をਪਐし
ͯい·͢ɻ研究所に、ビールをΨラスびんアルミ缶に充填͢るػց、びんにラ
ϕルをషり͚るػց͕͋り、খ͞な工場にඖఢ͢る設備͕ଗっͯ い·͢ɻ

ͼΜのリϢʔε

ओͳੈքతͳड501*$4
 දজ໊ දজର  ମஂࢪ࣮

2018年 ϫールυスλー 国ܰ࠷࢈量ビールதびん Ϧλーφϒルதびん ੈքแߏػ（8P0）

2017年 ୈ41回Լ 国ܰ࠷࢈量アルミ缶 ビール用アルミ缶 ެӹ社ஂ法ਓ�
日本แٕज़ஂମ

2016年 ୈ40回Լ /&8ペίϩジーϘトル キϦン�アルΧϦΠオンの水 ެӹ社ஂ法ਓ�
日本แٕज़ஂମ

2015年 ϫールυスλー 国ܰ࠷࢈量�2-�P&5Ϙトル キϦン�アルΧϦΠオンの水 ੈքแߏػ（8P0）

2013年 ϫールυスλー 国ܰ࠷࢈量�ϫンΣΠびん (3"/%�,*3*/�
5)&�"30." ੈքแߏػ（8P0）

2013年 アジアスλー 国ܰ࠷࢈量�ϫンΣΠびん (3"/%�,*3*/�
5)&�"30." アジアแ࿈ （ໍ"P'）

2010年 αステΟφビϦテΟ�金 国ܰ࠷࢈量�ϫンΣΠびん (3"/%�,*3*/ ੈքแߏػ（8P0）

2010年 ϫールυスλー 国ܰ࠷࢈量�ϫンΣΠびん (3"/%�,*3*/ ੈքแߏػ（8P0）

2010年 アジアスλー 国ܰ࠷࢈量�ϫンΣΠびん (3"/%�,*3*/ アジアแ࿈ （ໍ"P'）

⾣1���キϦンビール͓よびキϦンビόレッジのϦλーφϒルびん回収のਪҠ

ϦλʔφϒϧͼΜʢञྨʣ

ϦλʔφϒϧͼΜʢਗ਼ྋҿྉʣ

༻୬٧ੜେ୬ʢεςϯϨεʣۀ

ͦのଞのリϢʔε

Χレット整びん工場に
ӡΕ·͢ɻ

;たたびビールびんへと
ੜ·ΕมΘり·͢ɻ

Έのびんࡁ用
Ұ度工場に回収͞Ε·͢ɻ

ͼΜϏʔϧΛ٧Ίͯͨ֨͠߹ʹࠪݕ
ͼԽ͞Ε·͢ɻ࠶

༏し͘ పఈ的に
ચい·͢ɻ

を通Βな͔ったびんࠪݕ
ΕͯΨラスびんの原料にɻ͔ࡅ

খ͞なキζ͔ࡉいώビ
し͘ݫ チΣック

͓٬༷ ൢചళ

キリン ચড়

すす͗

ΧϨοトԽͼΜࠪݕ

༹ղ

ܗ

Թ水と水で
೦入りに͗͢͢·͢ɻ

Εたびん͔ࡅ
༹͔͞Ε·͢ɻ

酒

ύοέʔδϯάٕज़ڀݚॴ
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社 会とともに

キリングループでは、アルミ缶リサイクル協会に加入してアルミ
缶のリサイクルに取り組んでいます。さらに、これとは別に、缶
メーカーが行っている使
用済みアルミ缶の回収活
動を支援しています。この
ような活動で集められる
アルミ缶は毎年500tを超
え、すべてアルミ缶にリサ
イクルされており、そのア
ルミ缶も使用しています。

容器包装では、できるだけ単一素材で構成したり、単一素材に分
離して廃棄できるように配慮しています。また、容器包装のリサ
イクルを啓発するために、分別しやすい容器包装の提供を行って
います。また、一般的な処理施設で問題なくリサイクルできるよ
うな配慮も行っています。

キリンビバレッジで設置した自動販売機では、商品の提案・補
充・自動販売機の保守・修理まで一貫してオペレーションを実施
しますが、これに加えて環境保全のために空容器の回収から自
動販売機周辺の清掃まで行っています。

容器包装のリサイクルについて業界で最も詳しく情報提供を
行っているサイト「キリンの容器包装と3R」や、子ども向けサイト
「びばれっじキッズ」での3Rの啓発など、ネットを活用した啓発
活動を行っています。また、若年層向けワークショップ「キリン・
スクール・チャレンジ」でも容器包装の3Rをテーマに取り上げ
ています。
さらに、省資源でつぶしやすい環境配慮型
容器「ペコロジーボトル」が導入されたタイ
ミングで登場させた環境キャラクター「エコ
パンダ」を活用して、若年層への啓発活動を
行っています。

自主的なアルミ缶回収 分別し易い容器包装

自動販売機空容器回収

消費者啓発活動

キリンビールが提供している回収用の袋
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オーストラϦア֤भで、飲料容器の回収・ϦαΠクルに͚
たσϙジット制度（$%4）͕ 導入͞Εͭͭ͋り·͢ɻラΠオン
、χϡー・αス・Σールζभに͓͚るಉ制度「3FUVSO�BOE�
&BSO」のࢿ金理を担 「͏ΤクスチΣンジ・ϑΥー・チΣンジ
（&'$）」を、ଞのओཁ飲料4ۀا社ととに設ཱし、ͦ の理ࣄを
Ίͯい·͢ɻ&'$2017年7݄にभ͔ΒスキーϜίーσΟ
ωーλーの໊ࢦをड͚·したɻ
χϡー・αス・Σールζभの飲料容器σϙジット制度、
2017年12݄͔Βभ全ମで実施͞Εͯい·͢ɻ飲料容器͝Έ、
भの全廃棄物量の44ˋをΊ、ͦ の処理に1ԯ6200ສυル
Ҏ্のඅ用͕͔͔っͯい·͢ɻσϙジット制度を通ͯ͡、2020
年·でにभの廃棄物量を40ˋ減͢るඪ͕͛ܝΒΕͯい
·͢ɻ
「3FUVSO�BOE�&BSO」で、Ұ部のྫ֎をআき、150NM～3-の飲
料容器͕、10ηントのいしのରとなり·͢ɻラΠオンをؚ
Ί、飲料ۀڅڙ （ऀ製造ऀۀ、༌入ऀۀ、Էചऀۀ、খചऀۀ）
、容器回収අ金、ܒ発ۀࣄなどの制度ӡӦにඞཁなඅ
用をڌ出し·͢ɻ
ݩのళฮ、σϙαΠト、ϦαΠクルηンλーなど、全भに500Ҏ
্の回収ϙΠント͕置͞Εͯい·͢ɻ回収ϙΠントに、市ຽ
のϦαΠクルҙࣝをߴΊる「容器回収用のࣗ動ฦػ٫」置͔Ε
͓ͯり、ࣗ 動ൢചػに空容器を入Εると、10ηント͕ฦ٫͞Ε·
͢ɻ&'$、この容器回収用のࣗ動ฦػ٫の設置と、ࢠどたち
へのܒ発活動などߦっͯ い·͢ɻ

ެӹ社ஂ法ਓ�৯品容器環境美化ڠձ（৯環ڠ）、飲料ϝー
Χー6ஂମ͕集·り、環境美化のたΊの༷ʑなP3・活動をߦっͯ
い·͢ɻキϦンビールとキϦンビόレッジͦΕͧΕ「ビールञ
造組߹」、「（社）全国清涼飲料࿈߹ձ」のϝンόーとしͯࢀՃし、
「·ち美化ख法」で͋る「アμプト・プϩάラϜ」活動のࢧԉを
っͯߦ い·͢ɻ

߽भの༰ثճऩ੍ͱϥイΦンの取り組み ΞμϓトɾϓϩάϥϜ

ԉࢧҭͷڭ
৯環ڠで、環境美化のڭҭと実ફにੵۃ的にऔり組
んでいるֶߍをදজしたり、ઌੜ͚の環境ڭҭΨΠ
υを制࡞・ఏ͢ڙるなどしͯい·͢ɻ

ϙΠࣺͯࢭΩϟϯϖʔϯ
৯環ڠで、ಓ࿏Ԋいのཱͯ൘ࣗ動ൢചػへ「౷
Ұ美化ステッΧー」をష、「ϙΠࣺͯࢭ」をݺびֻ
͚ͯい·͢ɻ

৯༰ث環境ඒԽڠձのओͳ׆ಈ

ΞμϓτɾϓϩάϥϜ

ʹຽͱҰॹࢢ
·ͪඒԽΛਐΊ͍ͨ

ମ࣏ࣗ ຽࢢ

৯

༰
ث


ڥ
ඒ
化
ڠ
ձ

୭ͰͰ͖Δ
ϘϥϯςΟΞͬ ʁͯ

ͨ͠ྗڠࢲ ʂ͍

·ͪඒԽʹ
Ճͨ͠ࢀ ʂ͍

౷ҰඒԽϚʔΫ
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༰ثแの取り組みは、下記のウェブサイトで随時更新しています。

http://www.kirin.co.jp/csv/
eco/speciBM/recZcMe/

http://www.kirin.co.jp/csv/
eco/Nission/pBckBHe.htNMɹ
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ྉۀࣄͷॏཁͳݪྉͰ͋Δੜݯࢿͱਫݯࢿʹେ͖ͳӨ
ͷͲ͜Ͱഉग़͞ٿΛ༩͑·͢ɻ·ͨɺԹࣨޮՌΨε͕ڹ
ΕͯٿશମʹӨڹΛ༩͑ΔಛੑΛ͑ߟΕɺύϦڠ
ఆͰٻΊΒΕ͍ͯΔੈքతͳฏؾۉԹ্ঢΛֵ໋ۀ࢈Ҏ
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ͱͬͯ͋Δඪͱ͍͑·͢ɻʹۀ
ΩϦϯάϧʔϓɺ����ʹόϦϡʔνΣʔϯͰͷ$0�
ഉग़ྔΛ1���ൺͰ��5�ʹ͢ݮΔͱ͍͏͍ߴ
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ʹ��15ൺͰ����ʹ4DPQF1ͱ4DPQF�ͷ߹͓ܭ
Αͼ4DPQF�ͰͦΕͧΕ͢ݮ���Δͱ͍͏৽͍͠ඪ
Λ͛ܝɺࡍࠃతΠχγΞνϒͰ͋Δʮ4DJOFODF�#BTFE�
5BSHFUTʢ4#5ʣʯ͔ Βɺֵ໋ۀ࢈લ͔ΒͷؾԹ্ঢΛ�ˆ
ະຬʹ͑ΔՊֶతࠜݮ)()͍ͨͮجʹڌඪͱͯ͠ɺ
ຊͷ৯ۀքͰॳΊͯঝೝ͞Ε·ͨ͠ɻ
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औΓΈͷํੑ

ͭ集த߽Ӎに͏ׯ国で࢈༿の原料ੜߚ
ࣗવࡂで༿ੜ࢈にେきなӨڹをड͚͓ͯり、߽
भの製造ڌでׯͭのӨڹをड͚ͯい·͢ɻ
このよ͏な気ީม動のӨڹのࡏݦ化をड͚、キϦン
άループで、2013年に「2050年·でにۀࣄのό
ϦϡーチΣーン全ମの$02排出量を1990年ൺで
減͢る」ඪを設ఆしͯऔり組ΈをਐΊͯき·したɻ
͞Βに、2017年3݄に()(を4DPQF1と4DPQF2
の߹ܭ、͓ よび4DPQF3で2030年に2015年ൺで
減ඪを設ఆし、4#5にೝఆ͞ظ減͢るத�30
Ε·したɻ
このඪをୡ͢るたΊに、ϩーυϚップのࡦఆと࠶
ੜՄΤωルΪー導入ൺඪの設ఆをߦい·したɻ

มಈのީؾ
՝

4#5˞ʹΑΔ()(ݮதظඪͷୡ

日本に͓いͯਓखෆ͕ݦஶなܗとしͯදΕͯい
るの͕物ྲྀ分ͩといΘΕͯい·͢ɻビール・飲料の
ૹに͓いͯトラックӡసखෆਂࠁで͢ɻ
このをղܾ͢るたΊに、キϦンάループੵޮࡌ
্、Ϟーμルγϑトのਪਐ、ಉۀଞ社とのڞಉ
ૹを֦େしͯい·͢ɻこのよ͏なऔり組Έ、トラック
ӡసखෆと()(排出量の減の2ͭの課のղܾ
にͭな͕るऔり組Έとなっͯ い·͢ɻ

τϥοΫӡసखෆͷରԠඇڝ૪での
՝

ެӹ社ஂ法ਓమಓ՟物ڠձฏ25年度本部ҕһձใࠂॻより

˙τϥοΫυϥΠόʔधڅͷকདྷ༧ଌ

�����5

������

���11�

1����1�

������

�1���11

�5����

������

��5���

धཁྔ

ྔڅڙ

աෆ

��1� ���� ����

2015 2030 （年）

˙4DPQF1ͱ4DPQF�߹ܭഉग़ྔͷඪ

ੜՄΤωϧΪʔඪ࠶˙

ΩϦϯϏʔϧ

ϥΠΦϯ

˙όϦϡʔνΣʔϯશମͰͷ()(ഉग़ྔͱݮඪ

1990

�5��
2015 2030 2050 （年）

˞4#5Πχγアチϒʜ4#5Πχγ
アチϒ、ֵ໋ۀ࢈લ͔Βの気Թ্
ঢを2ˆະຬにえるたΊのՊֶ的
いたԹ室ޮՌΨスの排ͮجにڌࠜ
出減ඪのୡをਪਐ͢るたΊ
に、$%P、国࿈άϩーόル・ίンパク
ト、83*（ੈքݯࢿ研究所）、88'
（ੈքࣗવ保جޢ金）の4ஂମ͕
2015年にڞಉで設ཱした組৫ɻ

2030年·でに工場ߪ入ిྗの࠶
ੜΤωルΪーൺを50�に֦େ

2026年·でに10.8のଠཅޫ
発ి設備導入

ඪ

����
ඪ

����
ඪ
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地 球 温 暖 化 の 達 成 状 況

バリューチェーンでの温室効果ガス排出割合

バリューチェーン全体でのGHG排出量の推移 中期GHG排出量削減実績

1990 2015 2016 2017 2050 （年）

5,081

7,197

5,209 5,347

3,598

（千tCO2e）

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

目標

-50％
-25.7％

2015 2016 2017 2030 （年）

968 963 947

4,071 4,077 4,213

Scope1+2

2,850

678

目標

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Scope3（千tCO2e）

※「原料＋容器」はカテゴリー1、「輸送（上流）」はカ
テゴリー4、製造はScope1+Scope2、「輸送（下
流）」はカテゴリー9、「使用・廃棄」はカテゴリー
11+12として算出しています。尚、本図にはカテゴ
リー3、5、6、7を含めておりません。

▶P.90全排出量の詳細は

原料+容器 輸送（上流） 製造 輸送（下流） 使用・廃棄

51% 7% 19% 3%19%

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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4#5ʹΑΔ()(ݮதظඪͷୡ
()(தظ減ඪୡのたΊのϩーυϚップと࠶ੜՄΤωルΪーの導入ൺඪの設
ఆをߦい·したɻ

ੜ࢈ͰͷऔΓΈ
߽भのܖཙՈにରしͯ/(0と組んでলΤωルΪー設備導入のࢧԉをߦっͯ い·͢ɻ

όϦϡʔνΣʔϯ্ ྲྀͰͷऔΓΈ
ւ֎༌入ϫΠンをେ容量のઐ用όッάに٧Ίͯ༌入しΨラスびんの༌ૹをෆཁにしたり、
ペットϘトルを製化͢ることでϝーΧー͔Βの空容器ൖૹをෆཁに͢るなどのऔり組Έを
っͯߦ い·͢ɻ

ͰͷऔΓΈ
ఱવΨスへの೩料స、ిڅڙできるίージΣωレーγϣンγステϜの導入ߴ、 ޮྫྷ٫
γステϜの導入、排水のݏ気処理による通気ిྗ減͓よび発ੜ͢るόΠオΨスのར用な
どをߦっͯ い·͢ɻ

τϥοΫӡసखෆͷରԠ
మಓ༌ૹを活用したಉۀଞ社とのڞಉૹなどで、トラックӡసखのෛ担をܰ減͢るとと
に、༌ૹ࣌の$02排出量を減しͯい·͢ɻ

ͰͷରԠ
容器แのܰ量化により、容器แ製造࣌の$02排出量͓よび༌ૹ࣌の$02排出量を
減しͯい·͢ɻ

ൢചͰͷऔΓΈ
「ώートϙンプࣗ動ൢചػ」の導入֦େ4P3*/(�7"--&:�#3&8&3:�50,:0でのά
Ϧーンిྗの活用などをߦっͯ い·͢ɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙



��

όϦϡʔνΣʔϯ্ྲྀ

ラΠオン、2014年より開始したラΠオン・ランυέアॿプϩ
άラϜを通し、ΤωルΪーফඅの減をؚΊた࣋ଓՄなཙࣄ
·ԉしͯいࢧのプϩジΣクトをۀ ɻ͢

キϦンビόレッジ、1997年にφΨϊトϚト（ݱ・৴भビόレッ
ジ）へ日本ॳのΠンラΠンペットϒϩーແە充填ػを導入し、͞
Βに2000年にভೆ工場へߴΠンラΠンペットϒϩーແە充
填ػを導入しͯい·͢ɻ
Ҏલ、空のペットϘトルを容器ϝーΧー͔Βߪ入しͯൖૹし、
工場でͦのதに飲料を充填しͯ製品を製造しͯい·した͕、Πン
ラΠンϒϩーແە充填ػ、工場の製造工ఔでプϦϑΥーϜ
とݺΕる素͔ࡐΒペットϘトル容器をܕし、ແەঢ়ଶで充填
·でをߦい·͢ɻ空のペットϘトルをൖૹ͢る࣌にൺͯ、トラッ
ク͕Ұ度にӡる量͕૿え、$02排出量をେ෯に減でき·͢ɻ
͞Βに2003年に、ۀքにઌ͚ͯۦキϦンσΟステΟラϦーの
飲料製造ラΠンへプϦϑΥーϜػܗを導入し、プϦϑΥーϜの
ൖૹෆཁとし·したɻ

ϝルγャン、༌入ϫΠンのҰ部に͓いͯ、༌入ઌでࢎ素ಁա性
のい24L-（750NMびんࢉで32000本分）のେ容量のઐ
用όッάにϫΠンを٧Ίͯ、こΕをւ্༌ૹし、日本国の工場
でϘトϦンάをߦっͯ い·͢ɻ
国でϘトルに٧ΊるたΊࣗ社の工場での$02排出量૿え
ͯし·い·͕͢、ॏいϘトルをւ্༌ૹ͢るඞཁ͕な͘なるたΊ、
Ϙトルに٧Ίたঢ়ଶで༌入͢る場߹とൺͯւ্༌ૹ࣌の$02
排出量を6ׂ減͢ること͕でき·͢ɻ͞ Βに日本でϘトϦン
ά͢ることで、ΤίϩジーϘトル（࠶ੜΨラス͕90ˋҎ্用͞
Εͯいるの）、ܰ 量Ϙトル、ペットϘトルを用͢ることՄ
となり、ݯࢿの༗ޮ活用になるととに、όϦϡーチΣーン全
ମで$02排出量をେき͘減͢ること͕でき·͢ɻ

スϦランΧのߚԂ、ۙ 年気ީม動のӨڹでӍقにैདྷ
にないେӍ͕߱ること͕૿え、ߚのॏཁな࢈で͋るόҬ
でり͕発ੜしଟ͘のਓ໋ࣦΘΕͯい· ɻ͢レΠンϑΥレス
ト・アラΠアンスೝ証のトレーχンάで、Ӎによるਁ৯でංཊな
のྲྀ出を͙たΊに、ࣼ 面に͕ࠜਂ͘ੜえͯをഝ͏を২
えることをࢦ導し· ɻ͢こΕ、େӍによるりなどのࡂの
にͭな͕るととに、気ީม動へのରԠになっͯい·͢ɻࢭ

ϥイΦンɾϥンυέΞॿϓϩάϥϜ ϖοトϘトϧԽ ւ֎༌ೖϫインࠃϘトリンά

ԂでのରԠߚ

⾣1���

⾣1���

ؔ࿈ใ

ԉをड͚たཙՈࢧ

େ容量ઐ用όッάؔ࿈ใ
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ビール工場の場߹、用͢る೩料の͔なりの部分͕ৠ気を࡞るϘ
Πラーに用いΒΕͯい·͢ɻࡏݱでॏ༉より$02排出量͕গな
いఱવΨスへのసをߦい、キϦンビール͓よびキϦンビόレッジ
のͯ͢の工場で೩料స͕ྃしͯい· ɻ͢͞ ΒにখܕϘΠラー
の導入により、ϘΠラーのޮ的なӡసをߦっͯ い· ɻ͢ిڅڙ
できるίージΣωレーγϣンγステϜを導入し、工場のとి気の
Ұ部をっͯ い· ɻ͢

キϦンビールで、େきなԹ度ࠩのྫྷ٫を͏ߦ工ఔに͓いͯஈ֊
的にྫྷ٫を͏ߦΧスέーυྫྷ٫γステϜの導入ӡస改ળなどに
より、ྫྷ ౚγステϜのޮ改ળし、লΤωルΪーにऔり組んでい
·͢ɻ

ビール工場で、製造工ఔ͔Β発ੜ͢る排水をড়化͢るたΊにݏ気
処理設備を導入しͯ い· ɻ͢ݏ気処理で、ै དྷの気処理のよ͏
に通気のたΊのిྗ͕ෆཁとなる͚ͩでな͘ 気性ඍੜ物によݏ、
る処理のաఔで෭ੜ物としͯ ϝλンをओ分と͢るόΠオΨス͕
発ੜ͢るたΊ、こΕをόΠオΨスϘΠラー、ίージΣωレーγϣン
γステϜなどに活用でき· ɻ͢όΠオΨス、Ϟルトなどの২物性
原料༝དྷによる࠶ੜՄΤωルΪーで͋り、$02ϑϦーの೩料で ɻ͢

に૿େ͢るधཁにԠえͯい͘たΊに、ミャンϚーϒルϫϦーٸ
で製造・充填設備のେنな૿設をߦい、2018年ॳ಄に10
ສL-のޮߴラΠン͕Քಇを開始し·したɻ৽設備の全ମ設ܭ
͔Βػ器のબ、設置、チϡーχンάなど、άループ֎の৯品
ϝーΧーなど͔ΒߴいධՁをಘͯきたキϦンΤンジχアϦンά
社とキϦン͔Β出しͯいるΤンジχアのݧܦとߴいٕज़を活
用し、ޮࢿՌの࠷େ化をΊ͟͢ミャンϚーϒルϫϦーをࢧԉし
ͯい·͢ɻ
後のΤωルࠓ、発ల͢るதで͕ࡁܦにٸミャンϚーで、ࡏݱ
Ϊーधཁのͻっഭ͕ݒ೦͞Εͯい·͢ɻ
このよ͏なഎܠをड͚、日本の「ೋ国ؒクレジット制度ࢿ金

೩ྉసͱίʔδェωϨʔγϣン ྫྷ٫γεςϜ

ഉਫόイΦΨε

ϛϟンϚʔブϧϫリʔのޮߴੜ࢈ઃඋݐઃ

ԉॿۀࣄ」を活用しͯ、࠷ઌのলΤω設備を導入͢るなどしͯ、
֤工ఔでのΤωルΪーফඅをえͯい·͢ɻこΕにより、ミャン
Ϛーのࡁܦと環境ෛ荷減྆ํにد༩しな͕Β、キϦンά
ループミャンϚーでの࣋ଓ的なをࢦしͯい·͢ɻ
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キϦンάループ、ݸʑのトラックのਖ਼֬なੵࡌՄ量をϚス
λー化したंγステϜにより、࠷ޮ的なトラックとੵࡌ
品の組Έ߹Θͤをબしͯ༌ૹ͢るよ͏にしͯい·͢ɻ
͞Βに、キϦンビόレッジ、ࢎେܕ容器（1�5-）の容量減গ
分をݞ部ܗঢ়のมߋで֬保͢ることで、ペットϘトルのʠ径ʡを
径92�5NN͔Β径89�5NNにมߋし、1パレット当たりのੵ
͔（ʷ4ஈݸ10）箱を40箱ࡌ Β60箱（15ݸʷ4ஈ）としͯੵࡌ
ޮを1�5ഒに্ͤ͞·したɻࢎେܕ容器の出荷に用͢る
トラックを年ؒで2ׂ減˞͢ること͕ظ͞Ε·͢ɻ

キϦンビールとキϦンビόレッジの容器แのܰ量化による容
器製造の$02排出減量、1990年͔Β2017年·でのྦྷܭで
376ສU˞になり·したɻ容器のܰ量化、容器แを製造͢るた
Ίの$02排出量༌ૹ࣌のੵޮࡌ্による$02排出量の
減にͭな͕り·͢ɻ

ྲྀ

キϦンάループで、400～500LNҎ্のڑ༌ૹに͓いͯ
$02排出量のগない՟物మಓ༌ૹધഫをੵۃ的に͏Ϟーμ
ルγϑトにऔり組んでい·͢ɻトラック༌ૹ、ൺֱ的いڑ
で͋Εଟ品種の飲料を͓औҾઌ༷のݿにӡͿにޮ的で
͕͢、ڑになるとమಓ༌ૹのํ͕$02排出量͕গな͘なり
·͢ɻڑమಓ༌ૹにରԠしたࡲΕに͘ いಛघΧートン（実用
৽Ҋऔಘࡁ）を開発͢るなど、ଟ͘の工をੵΈॏͶな͕ΒϞー
μルγϑトにऔり組Έ、$02排出量の減と༌ૹ品࣭のҡ・࣋
্のཱ྆にΊͯい·͢ɻ

キϦンάループで物ྲྀ分をඇڝ૪分としͯҐ置͚、ੵ ۃ
的にऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ
2017年͔Βੴ川ݝ金市にಉۀଞ社とڞಉૹηンλーを開
設し、ؔ ΤϦアの工場͔Βのమಓίンテφによるڞಉ༌ૹを開
始しͯい·͢ɻどちΒのձ社日本ւଆに工場を࣋っ͓ͯΒͣ、
ଠฏ༸ଆの工場͔Β200LNをえるڑをトラック༌ૹしͯ
い·した͕、ޮ ͕ѱ͘、ӡసखにେきなෛ担を͔͚ͯい·し

Ϟʔμϧγϑト

ಉૹڞ

্ޮࡌੵ

༰ثのܰྔԽ

容器パレット40箱چ
（ʷ4ஈݸ10）

৽容器パレット60箱
（ʷ4ஈݸ15）
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˞1990年͔Β2017年·でのキϦンビールとキϦンビόレッジの容器用量実͔ΒΧーϘ
ンϑットプϦント製品種別ج४（ೝఆ�$'P�P$3�൪߸ɿP"�#7�02）にͮجいͯࢉ出ɻ

たɻమಓίンテφをったڞಉ༌ૹにより$02をେ෯に減で
きる͚ͩでな͘、工場とλーミφル、λーミφルと༌ૹઌのڑ
͕͘なり、トラックӡసखのෛ担をେ෯に減し、トラック
ӡసखෆとい͏社ձ課のղܾにͭな͕っͯ い·͢ɻಉ༷の
औり組Έ、ビールେख̐社によりւಓで開始͞Εͯい·͢ɻ
·た、2011年͔Β౦ژなどでۙڑでのトラックによる
ΘΕͯい·͢ɻߦಉૹ͕ڞ

˞2016年のࢎେܕ容器出荷実よりࢉ出ɻ

⾣1���˞ؔ࿈ใ
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「ώートϙンプࣜࣗ動ൢചػ」、品をྫྷ࣌͢に出る「廃
」をټΈ্͛ͯ、品をԹΊる࣌の「ՃԹ」に活用し、ώー
λーిྗを制͢ることでैདྷのࣗ動ൢചػよりফඅిྗ量
を減͢ること͕でき·͢ɻ
キϦンビόレッジで、ۀքにઌ͚ۦ 「ͯώートϙンプࣜࣗ動
ൢചػ」の導入を2006年より開始し、2012年͔Β৽ن導
入͢る΄΅ͯ͢の缶・ペットϘトルࣗ動ൢചػを「ώートϙン
プࣜࣗ動ൢചػ」に切り替え·したɻ2018年4݄ࡏݱで設置
ࣗ動ൢചػの8ׂҎ্͕切り替Θっͯい·͢ɻ
で、Πンόーλー制「ػώートϙンプࣜࣗ動ൢച」৽ࣜの࠷
͔にࡉにԠ͡ӡసをきΊگにより֎気Թ品Թ度のঢ়ޚ

2015年4݄、「-0(� 30"%�%"*,"/:"."（ϩάϩーυ
ࢁ）」にオープンした「4P3*/(�7"--&:� #3&8&3:�
50,:0」、ͦ の場でͭ͘ΒΕたクラϑトビールָ͕しΊるϒル
ϫϦーซ設のオールσΠμΠχンάで͢ɻここで用͢るͯ͢
のిྗ͕横浜市෩ྗ発ిۀࣄにより発͞ߦΕる「άϦーンిྗ
証ॻ」をར用したάϦーンిྗでΘΕͯい·͢ɻ

へのϋΠϒϦッυΧー導入をਐΊ྆ंۀ発߬キϦンで、Ӧڠ
ͯい·͢ɻ2009年͔Βॱ࣍、ै དྷの排出Ψスೝఆं͔Β切り
替えをਐΊ、2017年度࣌の社༗ंのϋΠϒϦッυΧー導入
87�3ˋに౸ୡし·したɻӦۀ活動に用͢る೩料をえる
ととに、$02の排出量減実ݱしͯい·͢ɻ

ࣗಈൢചػ 413*/(�7"--&:�#3&8&3:�50,:0

ӦंۀのϋイブリουΧʔのりସ͑

ώʔトϙンϓػ -&%র໌

ফඅిྗਪҠ

ैདྷのޫܬ౮র໌に͔Θり、よりলΤωޮՌのߴい-&%র໌をར用͢ること
でফඅిྗを減し、লΤωをਤり·͢ɻ

制ޚ（回సՄม）͢ るίンプレッ
αーをࡌしͯい·͢ɻ͞ Βに、Ұ
部のλΠプैདྷのྫྷݸ٫室͔Β
出る「廃」ͩ ͚でな͘、「ݿ֎の
」をୣっͯՃԹ͢るػをซͤ
のଟ用によࡐことਅ空அͭ࣋
る保ྫྷ・保Թྗの্によりলΤω性をߴΊͯい·͢ɻこ
ΕΒにより、2013年ൺで40ˋのফඅిྗ量を減できる
·でਐ化しͯい·͢ɻ࠷৽Ϟσル2015年͔Β導入を開始し、
2018年に৽ن導入͢るࣗ動ൢചػの͏ちׂ̓の入を
しͯい·͢ɻࢦ

௨ৗͷࣗൢػ ώʔτϙϯϓࣜͷࣗൢػ
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自然エネルギー

キリンビールは、工場購入電力における再生可能エネルギーの比
率を2030年に2015年比で50%にまで高める目標を設定し取り
組みを開始しています。
また、ライオンは自社敷地内に太陽光パネルを設置することに
よって2026年までに10ktCO2eを削減する新たな目標を設定
しました。この計画では、2020年までに4MW、2026年までに
10MWの太陽光パネルの設置を予定しています。

2017年4月より、キリンビール取手工場およびキリンビバレッジ
湘南工場の購入電力の一部で、水力発電由来のCO2フリー電源
の使用を開始しました。これは、東京電力エナジーパートナーが
水力発電の電力だけを供給する国内初の電力メニュー「アクア
プレミアム」を利用するもので、発電時にCO2を排出しない水
力発電の利用で地球温暖化対策に貢献していくものです。日本
の食品・飲料業界のみならず工場としても初めての採用事例と
なります。2017年4月から2018年3月末までの実績で、取手工
場の購入電力の約75%、湘南工場の約48%をCO2フリーの水
力発電由来の電力が占めました。

キリングループでは、キリンビール神戸工場の化石燃料由来の熱
消費量に相当する「グリーン熱証書」、およびシャトー・メルシャ
ンの全電力使用量に相当する「グリーン電力証書」の導入をはじ
めています。
また、横浜市が進める「グリーン電力証書システム」を活用した

キリンビール、キリンビバレッジなどの工場では、見学設備など
に太陽光発電設備を設置しています。2016年には、神奈川県の
「薄膜太陽電池普及拡大プロジェクト」の一環としてキリンビー
ル横浜工場に薄膜太陽電池が設置されました。また、キリンビー
ル横浜工場や協和発酵バイオ、信州ビバレッジでは、敷地や建
物の屋根の一部を大規模太陽光発電設備事業会社に賃貸して、
自社資産の有効活用と自然エネルギーの普及促進に貢献してい
ます。

自然エネルギーの導入目標

水力発電由来のCO2フリー電力

グリーン熱証書・電力証書

太陽光発電

工場購入電力における再生可能エネルギーの比率
2030

50%0%

2015

キリンビバレッジ湘南工場
水力発電由来電力の割合

キリンビール取手工場
水力発電由来電力の割合

約48%

約75%

横浜市風力発電事業に、2007年からY（ヨコハマ）−グリーン
パートナーとして協賛し、自然エネルギー利用の促進を支援し
ています。この事業で発電された電力はこれまで、グループ本

社のコミュニケーショ
ンスペース「ココニ
ワ」エリア、「SPRING 
VALLEY BREWERY 
TOKYO」、WWF主催
「アースアワー」など
で利用されています。

▶P.98太陽光発電の設置状況は

ココニワ

横浜工場

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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活動による排出（4DPQF1�4DPQF2）ۀا 1021944 966466 1006753 1016080 1000057

4DPQF1
（೩料の用に͏排出量） 392805 370334 391415 402279 406181

4DPQF2（ిྗ͓よびৠ気の
（入に͏排出量ߪ 629139 596133 615338 613800 593877

ؒ排出（4DPQF3） 4123886� 4131352� 4074399� 4192490� 4347311

原ࡐ料（ΧテΰϦー1） 2662087� 2675544� 2603960� 2675475� 2613072�

༌ૹ・্ （ྲྀΧテΰϦー4） 338720� 330286� 383225� 383210� 375028�

༌ૹ・Լ （ྲྀΧテΰϦー9） 854586� 851203� 800177� 832989� 995389�

製品の用・廃棄
（ΧテΰϦー1112） 80887� 76935� 75517� 80111� 158309�

ͦのଞ（ΧテΰϦー
23567810131415） 187606� 197384� 211520� 220705� 205513�

όϦϡーチΣーン全ମの排出量
（4DPQF1�4DPQF2�4DPQF3） 5145829 5097818 5081152 5208570 5347369
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ٿԹஆԽの取り組みは、下記のウェブサイトで随時更新しています。
http://www.kirin.co.jp/csv/eco/Nission/wBrNinH.htNM
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ʮ৯ͱ݈߁ʯΛఏ͢ڙΔΩϦϯάϧʔϓɺ͢ ͯͷۀࣄͷૉԽ
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ίʔϙϨʔτΨόφϯεମ੍

キϦンάループ、ܦӦ理೦͓よびάループڞ通のՁ؍で͋
る�0OF�,JSJO��7BMVFTのと、ܦظӦߏ「৽キϦン・άルー
プ・ビジϣン2021（৽,72021）」に͓͚る20217JTJPOを実͢ݱ
ること͕当社άループの࣋ଓ的とதظ的なۀاՁの
্にͭな͕るのとೝࣝし、ͦ の実ݱをޮՌ的・ޮ 的にਤるこ
と͕できるΨόφンスମ制をߏஙし·͢ɻ·た、ܦӦ理೦͓よび
20217JTJPO実ݱのたΊに֤ステークホルμーとのڠಇ͕ෆՄ
ܽで͋ることをೝࣝし、ͦ ΕͧΕのཱ場をଚॏし·͢ɻגओ・
ಁ、Ոにରしͯࢿ ໌性、ެ ฏ性、ܧଓ性をج本にਝなใ開
ࣔを͏ߦととに、ݐ設的なରをੵۃ的にߦい、ҙをっͯ
આ໌をՌたしͯいき·͢ɻ

ίʔϙϨʔトΨόφンεのجຊతͳํ͑ߟ

άϧʔϓձࣾ

キリンϗʔϧσΟンάε

֤୲

һߦࣥ

άϧʔϓܦӦઓུձٞ

ձࠪܭਓ

άϧʔϓ$47 ҕһձ

άϧʔϓϦεΫɾ
ίϯϓϥΠΞϯεҕһձ

ใ։ࣔҕһձ

ࣾ

औకձ

ࣾ5໊ ࣾ֎�໊

ٞ

Ҭ౷ׅձࣾ ձࣾۀࣄ

�ࠪ

�ࠪ

�ࠪ

�ࠪ

෦ࠪ

෦ࠪ

ࠪձ

ࣾ�໊ ࣾ֎�໊

ҕһձࢾɾใु໊ࢦ

ࣾ�໊ ࣾ֎�໊

ҕһ

ओ૯ձג

άϧʔϓܦӦࠪ୲

˞ৄし͘、「,*3*/�3&P035�2018」の「ᶙ�ίーϙレートΨόφンス」をࢀরしͯ͘ ͩ͞いɻ
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リεΫཧମ੍
キϦンάループで、ܦӦඪのୡۀاのܧଓ性にେきなӨ
を༩えるෆ֬実性をϦスクとఆٛしͯい·͢ɻ৽たなઓུॏڹ
ཁな֎部環境のม化を౿·えͯϦスクを的֬にೝࣝし֬実にର
Ԡ͢るたΊに、ϦスクϚωジϝントମ制を整備しͯい·͢ɻϦスク
Ϛωジϝントに͓い と「クラΠ「ը͕ະୡになるϦスクܭۀࣄͯ」
γスにస͡るϦスク」の2ͭの؍でॏཁ度のߴいϦスクをந出
͢るよ͏にしͯい· ɻ͢
άループ֤社、年度ܭըのࡦఆプϩηスに͓いͯ、্ ؍のه
を౿·えۀࣄ環境分ੳઓུにԊっͯ ॏཁなϦスクをબఆし、Ϧ
スクステートϝントϦスクରԠܭըを࡞し͓ͯり、環境にؔ͢
るϦスク理にؔしͯ、このϦスクϚωジϝントମ制のதでରԠ
をߦっͯ い· ɻ͢
キϦンホールσΟンάス、άループのϦスクϚωジϝント全ମを
౷ׅし͓ͯり、֤ 社のॏཁϦスクを֬ೝ͢るととにϦスク͕ݦ
し、キϦンάループॏཁ౼ݕをڹ化した場߹のάループへのӨࡏ
Ϧスクを設ఆしͯい· ɻ͢
֤社、ϦスクରԠܭըの実施ঢ়گを࢛͝ظとにϞχλϦンά

άϧʔϓ$47ҕһձ
キϦンάループ、άループ֤社͕$47ܦӦをੵۃ的・ࣗ ओ的に
ਪਐしͯい͘たΊに、原ଇとしͯ年1回「άループ$47ҕһձ」を

ਪਐɾཧମ੍

Ͱೝ͍ࣝͯ͠ΔओͳϦεΫ࣌ݱ

$47ਪਐମ੍

環境にؔ͢るϦスクۀࣄ˙
1法ྩن制・੫制
2ҝ替・金རのม動
3原ࡐ料・ΤωルΪーՁ格、物ྲྀ
අなどのߴಅ
4ఱީ・気ީม動・ײ・ࡂછ
など
金ௐୡࢿ5
6保༗࢈ࢿのՁ格ม動
よびਓ͓市場環境の動・ࡁܦ7
動ଶのม化ޱ
8ւ֎ۀࣄ ˞Ϧスクの֤߲にͭいͯຖ年ݟしͯい·͢ɻ

開࠵しͯい·͢ɻキϦンホールσΟンάス社͕ҕһをΊる
ಉҕһձに、ओཁۀࣄձ社の社ҕһとしͯ出੮し、$47
ίミットϝントの実施ঢ়گをϞχλϦンάしͯい·͢ɻಉҕһձ
でܾఆした容、ඞཁにԠͯ͡キϦンホールσΟンάスの「ά
ループܦӦઓུձٞ」औకձにٞ・ใࠂし、άループ全ମ
のઓུにөͤͯ͞い·͢ɻ·た、ҕһキϦンホールσΟン
άスの֤部άループ֤社にରしͯ、$47のਪਐにඞཁな改
ળࣔࢦなどをߦい、ҕһձでܾఆしたํ・ઓུの実ߦ度をߴ
Ίͯい·͢ɻ

キリンϗʔϧσΟンάε

֤ ࣄ ۀ ձ ࣾ

औ క  ձ

ά ϧ ʔ ϓ ܦ Ӧ ઓ ུ ձ ٞ

Έࠐઓུͷམͱ͠ۀࣄ֤ࣾ

άϧʔϓશମઓུͷམͱ͠ࠐΈ

ҕһ� キϦンホールσΟンάス
� දऔక社
�ہࣄ キϦンホールσΟンάス�άループ$47ઓུ担当σΟレクλー
�ہࣄ キϦンホールσΟンάス�άループ$47ઓུ担当
ҕһ� キϦンάループओཁձ社社
� キϦンホールσΟンάス෭社
� һߦࣥ
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άϧʔϓͷۀࣄͷΠϯύΫτ
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ଓՄ࣋
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ਓࡐɾ
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ίʔϙ
Ϩʔト
Ψόφンε

新ͨͳՁ
の

環境 Ҭࣾձ߁݈
のݙߩ

ञྨ
ϝʔΧʔ
ͱしての


҆શɾ҆৺の
֬อ

άϧʔϓ$47 ҕһձ

Ϟ
χ
λ
Ϧ
ϯ
ά

にؔ͢るϦスクߦۀࣄ˙
9 � ܞ本ఏࢿ・ۀࣄ
10ਓࡐ
11製品の҆全性
12ใの࿙Ӯ・ใγステϜ
13 ૌুേ金などの発ੜ

「環境」、ॏ的にऔり組Ήき課「$47ॏ課」の1ͭに設ఆ͞Εͯい·͢ɻৄ し͘ ⾣1���

し、ඞཁにԠͯ͡બఆしたϦスクをݟ͢など、ϦスクのϚωジϝ
ントαΠクルを回しͯい·͢ɻ·た、άループϦスク・ίンプラΠア
ンスҕһձఆظ的にϦスクのঢ়گなどにͭい֤ͯ社͔Βใࠂ
をड͚、ඞཁにԠ͡たࣔࢦࢧԉをߦい、άループのϦスクϚωジ
ϝントをڧ化・ਪਐしͯい· ɻ͢
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キϦンάループで、環境ܦӦ$47ܦӦମ制のதに組Έࠐ·
ΕたܗでӡӦ͞Εͯい·͢ɻ
தظ的なάループ全ମのϦスクػձのѲにͮجいた$47
ํ・ઓུ「άループ$47ҕһձ」で৹͓ٞよびਐ理͞Ε
·͢ɻ
「キϦンάループظ環境ビジϣン」2012年にキϦンホール
σΟンάスऔకձでঝೝ（ର֎発ද2013年）͞ Ε·したɻͦ
の後、2016年にܦӦのࠜװとしͯ$47にऔり組ΉたΊのॏ
的な社ձ課の̍ͭ とし 「ͯ環境」をબఆし·したɻ͞ Βに、ͦ Ε
Βの社ձ的課にͭいͯதظ的に࢟͢ࢦとし 「ͯ$47ίミッ
トϝント」をࡦఆし·したɻࡦఆに当たっͯ、2016年6݄に開
রしなࢀΕたάループ$47ҕһձに͓いͯٞし、4%(T͞࠵
͕Βॏ的にऔり組Ή課をܾΊ、ͦ の後、ۀࣄձ社͓よびؔ࿈
部とٞをॏͶͯͤ͞·したɻ
ঘ、気ީม動を͡Ίと͢るάループの環境全ൠにͭいͯ、ά
ループ環境૯ׅऀとしͯ$47ઓུを担当͢るһ（2018年
һ݉キϦンホールߦձ社औకৗࣥࣜג、キϦンࡏݱ4݄
σΟンάスࣜגձ社ৗࣥߦһ）͕ ऀとしͯに͋たߴ࠷
り·͢ɻ

キϦンάループで、ۀࣄձ社としͯඞཁな環境Ϛωジϝントγ
ステϜのཁ݅を「キϦンάループάϩーόル環境Ϛωジϝントの
原ଇ（,(&.P）」としͯఆΊͯい·͢ɻ
,(&.Pで、ͦ ΕͧΕのۀࣄに͓͚る環境にؔ͢るとݶݖ
をͭ࣋、環境૯ׅऀを設置͢ること͕ٻΊΒΕͯい·͢ɻ環
境૯ׅऀ、ࣗ 社͓よびͦのߏձ社の環境活動͕ద切に
実͞ߦΕͯいる͔をϞχλϦンά͢るととに、Ϛωジϝントレ
ビϡーを実施し、改ળ課を໌֬にしͯ、ؔ ࣔࢦ部にඞཁな
をߦい·͢ɻ͞ Βに環境クラΠγス͕発ੜした場߹に、全ͯの
֤、っͯղܾに͋たり·͢ɻ·た,(&.Pで࣋をݶݖ 社͕環境
ϚωジϝントγステϜのݩで、ۀࣄの環境活動にؔΘる法ྩ・ͦ
のଞルールの९क、環境ෛ荷減ฒびに汚છの༧にΊるこ
と、環境部ࠪを実施しͯγステϜのద߹性९法性の֬ೝ、
ඪのୡঢ়گを֬ೝ͢るととに、Ϛωジϝントレビϡーにͭ
な͛ること͕ఆΊΒΕͯい·͢ɻ
この,(&.P͕ఆΊる原ଇのݩで、֤ ͦ、ձ社ۀࣄ ΕͧΕのࣄ
ͦ、容Ҭۀ のଞのಛ性にϑΟットし、国نࡍ格*4014001
にͮ͘ج環境ϚωジϝントγステϜをߏஙしͯӡӦしͯい·͢ɻ
֤社で、環境ํキϦンάループظ環境ビジϣン、͓ よび
$47ίミットϝントなどのඪの実ݱのたΊに、ステークホル
μーのをద切に収集し、ۀࣄの環境活動にؔΘるϦスクとػ
ձをѲ・ධՁし、தظ的なࢹ入ΕͯඞཁなରԠをߦっͯ
い·͢ɻ

のா理をపఈ͢るととに、法߲ࣄٻ所で法的ཁۀࣄ֤
よりݫしいࣗओ理を設ఆしͯ、環境汚છのࢭをపఈしͯい
·͢ɻ·た、άループ環境ނࣄใࠂ制度を整備しͯώϠϦ・ϋッ
トྫࣄをڞ༗し、ରࡦを水ฏల開͢るととに、部環境ࠪに
よる法ྩ९कঢ়گの֬ೝをߦっͯ い·͢ɻ
2017年ॏେな法ྩنଇҧ環境にॏେなӨڹを༩えるࣄ
の発ੜ͋り·ͤんでしたɻނ

キϦンάループの֤ۀࣄձ社で*4014001などの環境Ϛωジϝ
ントγステϜに४ڌしͯ、֤ ձ社での部͓ࠪよߏ・所ۀࣄ
び֤άループձ社本社環境理部によるۀࣄ所͓よびߏձ
社へのࠪをߦい、֤ 社の環境ϚωジϝントγステϜの改ળにͭ
な͛ͯい·͢ɻ͞ Βにάループ全ମとしͯ、άループでఆΊた
४にैっͯキϦン社$47ઓུ部͕キϦンホールσΟンάスよりج
֤、ҕୗをड͚ۀ άループձ社の環境ࠪを実施し、Ϛωジϝ
ントレビϡーにͭな͛ͯい·͢ɻ
日本で͞Βなるಁ໌性とಠཱ性を担保͢るたΊ、2009年よ
り、֎部ίンαルλントによるݫ格な環境法ྩࠪをߦっͯい·
͢ɻ2014年·でに全ͯのάループձ社製造ڌۀࣄ所をҰ८し、
2015年Ҏ߱ೋ८としͯຖ年ۀࣄ所をબఆしͯ実施しͯい
·͕͢、いͣΕࢦఠܰඍなのでしたɻ

環境ܦӦਪਐମ੍ 環境ϚωδϝントγεςϜ

環境๏ྩ९कঢ়گ

環境ࠪ

環境Ϛωδϝントମ੍

環境にؔ͢るプϩηス理、ͦ ΕͧΕのҬにԠ͡たܗでܦӦ
プϩηスとҰମ化しͯऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ
日本で、環境ۀධՁキϦンάループಠࣗのόランススίア
Χーυ,*4."Pのӡ用に組Έࠐ·Εͯい·͢ɻこの,*4."Pでの
ඪ͕、֤ 組৫・֤ݸਓのඪ設ఆにө͞Ε、ඪのୡ度に
Ԡͯ͡、֤ 組৫・֤ݸਓのۀにө͞Ε·͢ɻ
ͦのଞのҬۀࣄձ社で、ͦ ΕͧΕのҬにԠ͡たܗで環境
ධՁにө͞Ε·͢ɻۀਓのݸ֤・ධՁ͕֤組৫ۀ

ձ社ۀࣄ֤

キϦンホールσΟンάス

ΩϦϯάϧʔϓ
௨ͷϧʔϧڞ

֤ࣾ
ผͷݸ
ϧʔϧ

ɾキリンάϧʔϓͱしてେʹすΔ
ɹ環境ϚωδϝントのΤοηンε
ɾάϧʔϓձࣾのଟ࠼ͳ
ɹۀࣄಛੑ͓Αͼ
ɹͦのχʔζʹରԠ

,(&.1

ΩϦϯάϧʔϓํڥ

ΩϦϯάϧʔϓڥظϏδϣϯ

ผʹఆΊΔݸ֤ࣾ
Ϛωδϝϯτͷϧʔϧڥ

キリンάϧʔϓάϩʔόϧ環境Ϛωδϝントのݪଇʢ,(&.1ʣ

֤ ࣾ ࣾ 

֤ ࣾ  ڥ ౷ ׅ   ऀ

Ӧ ۀ ෦ ੜ ࢈ ෦  ϚʔέςΟϯά
෦ 
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金༥҆ఆ理ࣄձ（'4#）の気ީؔ࿈ࡒใ開ࣔλスクϑΥース
（5$'%）͕ 2017年に開ࣔした࠷ऴใࠂॻ「気ީม動ؔ࿈ࡒ
ใ開ࣔλスクϑΥースによるఏݴ」にैい、キϦンάループで
2018年1݄͔Β5݄·でのؒでγφϦオ分ੳを͢ߦࢼるなどし
ͯରԠをਐΊͯい·͢ɻै དྷ͔Β環境ใࠂॻ8FC͓よび$%P
などで開ࣔしͯいる߲容に、5$'%͕ਪ͢る৽しいϑ
レーϜでࣔ͞ΕたΨΠυラΠンにԊったのଟؚ͘·Εͯい·
͘͝ॳาهっͯい·͢ɻӈ全な開ࣔに·ͩ課͕、͕͢
的なஈ֊で͕͢、こΕΒطに開ࣔࡁΈのの͋Θͤͯ、৽しい
ϑレーϜϫークで開ࣔしͯい͘ୈҰาとなり·͢ɻ

Χςΰリʔ ༰ ରϖʔδ

Ψόφンス

キϦンάループࣗવࢿ本をར用しͯۀࣄをߦっͯ い·͢ɻࣗ વࢿ本、ٿԹஆ化にい気ީม動のӨڹ
をେき͘ड͚ͯし·い· ɻ͢（۩ମ的なӨڹにͭいͯ、本ใࠂॻの当֘ページをࢀরしͯ͘ ͩ͞い）
このよ͏なঢ়گをେきなϦスクとػձとしͯଊえ、2012年にキϦンホールσΟンάスऔకձで「キϦン
άループظ環境ビジϣン」͕ ঝೝ͞Ε、ಉ࣌に「όϦϡーチΣーンで2050年に1990年ൺで͔ۀࣄΒ排
出͞Εる$02排出量を減͢る」とい͏ߴいඪ͕設ఆ͞Ε·したɻ
2017年Ҏ߱で、άループ$47ҕһձに͓い 「ͯ$47ίミットϝント」のҰ部としͯ、2030年の$02排
出量減ඪなどを設ఆし、ϞχλϦンά͓よび৽たなํࡦఆ͕ߦΘΕͯい·͢ɻάループ$47ҕһձ
、キϦンάループ͕ੵۃ的に$47をਪਐ͢るたΊに設置͞Εओཁձ社の社ࡒ・*3・4$.・Ϛーέ
テΟンάなどの担当һ͕Ұಊにձしͯ$47のऔり組ΈํのࡦఆϞχλϦンάを͏ߦたΊのձٞମで
͢ɻここでܾ·ったॏཁなํ、ͦ のଞの$47ίミットϝントととに、άループܦӦઓུձٞ、·た
औకձで৹ٞ・ঝೝ͞Ε·͢ɻ

ओにP71～P73
ͦのଞؔ࿈߲ࣄ、
P10～P17

ઓུ

ٿԹஆ化に͏気ީม動によるϦスク、水ෆによるૢࢭఀۀ、Թ度্ঢࣗવࡂによるੜ࢈の
࡞物へのӨڹ、লΤωࢿの૿େなど͕ߟえΒΕ·͢ɻҰํで、ڞಉૹのよ͏に、気ީม動のରԠを
ਐΊるऔり組Έ͕ଞۀ種・ಉۀ種でのඇڝ૪分でのίラϘレーγϣンにͭな͕り、気ީม動Ҏ֎の社ձ
ۀاにとっͯの課ղܾになるػձになりಘ·͢ɻ
キϦンάループで、このよ͏なϦスクとػձのద切なѲとରԠにより気ީม動に͏課をղܾでき
るよ͏にऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ
気ީม動Ϧスクとػձ、ϦスクϚωジϝントγステϜのରで͋るととに、ॏཁなの͓よびରԠํ
άループ$47ҕһձにใࠂ、ঝೝ͞Ε、ͦ のଞののととに֤ۀࣄձ社のܭۀࣄըにө͞Εͯऔり
組·Ε·͢ɻ
（۩ମ的なӨڹにͭいͯ、本ใࠂॻの当֘ページをࢀরしͯͩ͘͞いɻ·た、γφϦオ分ੳにͭいͯ
রしͯ͘ࢀページを࣍ ͩ͞いɻ）

ओにP12～P17、P23、
P33、P45、P59

Ϧスク理

なっͯきͯいるとೝ͘ߴϦスク͞Βにߦ化し͓ͯり、物理的Ϧスク͓よびҠࡏݦڹに気ީม動のӨط
ࣝしͯい·͢ɻಛに原料のੜ࢈でࣗવࡂによるӨ͕ڹແࢹできないঢ়گになりͭͭ͋り、水
で͢ɻࠁਂ
キϦンάループで、2013年લ後にੜ物ݯࢿのϦスクをධՁしͯい·͢ɻ·た、2014年にҾきଓき、
2017年にۀࣄ所ྲྀҬ、͓ よびόϦϡーチΣーン্ ྲྀの水ϦスクのධՁをߦっͯい·͢ɻํ ܾఆ、औり組
Έ容のܾఆ、۩ମ的なௐࠪ݁ՌをϕースとしͯߦΘΕ·͢ɻॏཁなϦスク、άループ$47ҕһձで
ϞχλϦンά͞Ε、ඞཁにԠͯ͡ํのࡦఆमਖ਼͕ߦΘΕ·͢ɻͦ のଞのϦスク、ϦスクϚωジϝント
γステϜ͓よび֤ۀࣄձ社ۀࣄ所の環境ϚωジϝントγステϜでѲ、ରԠ͕ߦΘΕ·͢ɻ

ओにP14～P15、P23、
P33、P40～P41、P45、
P59～P60

ఆ量ଌఆのඪ
キϦンάループで、άループ全ମの4DPQF1～3をϞχλϦンάし、ͦ の実をجに࣍のઓུࡦఆに活用
しͯい·͢ɻ()(排出量の減ඪ()(排出量の実にͭいͯ、「ٿԹஆ化」のパートを͝ཡ
ͩ͘͞いɻݱঢ়で、֓ Ͷܭը通りのਐとなっͯい·͢ɻ

ओにP16～P17、P21、
P24、P34、P42、P46、
P56、P59～P60、P67～
P68、P89～P101

͍ͯͭʹ࿈ใ։ࣔͷ৽͍͠ϑϨʔϜϫʔΫͷରԠؔީؾ
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シナリオ分析
金融安定理事会（FSB）の気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）が2017年に開示した最終報告書「気候変動関連財務
情報開示タスクフォースによる提言」に従い、キリングループで
は2018年1月から5月までの間で、シナリオ分析を試行しました。
分析には、物理的リスクのベースシナリオとして、IPCCの代表
的濃度経路（Representation Concentration Pathways: 
RCP）を利用しました。さらに、共通社会経済経路（Shared 
Socioeconomic Pathways:SSP）を補助的に利用しました。
シナリオ分析の結果、地球温暖化がキリングループの重要な原料
である農産物に対して大きな影響を与える可能性が改めて把握
できました。
キリングループは、紅茶葉や紙などの重要な原材料の農産物の
持続性を高めるために、持続可能な農園認証や森林認証を拡大
する活動を行っています。また、水リスクの高い地域での積極的
な節水や農産物生産地での水源地保全などの水資源への対応を
進めています。このような活動は、気候変動に伴うリスクに対す
るレジリエンスに寄与します。また、SBTに承認された中期GHG
削減計画を持ち、再生エネルギーの拡大も含めて社会全体の低
炭素化についても取り組みを進めています。
今回の分析により、キリングループの取り組みの方向性に大きな
間違いがないことが再確認できたといえますが、シナリオ分析の
結果はさらに大きな影響を示唆しています。地球温暖化は社会
課題の中でも最も重要な課題の１つであり、社会と事業に貢献す
るCSVの観点からも、ビジネスモデルに大きな影響を与えていく
ことが想定されます。
農産物や水のリスクについては、既にリスクマネジメントにおけ
る重要な長期的リスクとしてリストアップされ、経営に報告され
ています。さらに切迫度の高いリスクについてはグループ各社・
部門の中計・年度計画に反映するための検討を進めることとして

います。今後はシナリオ分析によって得られた情報も加味して対
応を進めていく予定です。
また、現在ごく初期的な段階に留まっている財務的なインパクト

に関する影響についても把握を進めるとともに、まだ十分に解
析が行えていない移行シナリオについて検討を進め、事業計画
へ反映していく予定です。

放射強制力
（W/m2）

8.5 RCP8.5

RCP6.0

人口：低
所得：高
エネルギー技術：高
規制：強
グローバル経済

人口：中
所得：中
エネルギー技術：中
規制：中
部分的なグローバル経済

人口：高
所得：低
エネルギー技術：低
規制：弱
反グローバル主義

大麦：冬大麦10％以上、春大麦20％以上収量減
トウモロコシ：20％以上収量減
米：日本全国的に品質低下
茶：40％以上収量減
ホップ・ワイン用ブドウ：
 収量大幅減、栽培適地移動、地域により壊滅的
生乳：暑熱ストレスによる収量大幅減・コスト大幅増

大麦：冬大麦10％、春大麦20％収量減
トウモロコシ：20％収量減
米：日本全国的に品質低下
茶：標高600m以下で収量減
ホップ・ワイン用ブドウ：
 収量減、栽培適地移動、地域により壊滅的
生乳：暑熱ストレスによる収量減・コスト増

大麦：冬大麦5％未満、春大麦10％収量減
トウモロコシ：20％収量減
米：日本全国的に品質低下
茶・ホップ・ワイン用ブドウ：地域的インパクト

RCP4.5

7

6

4.5

3.7

2.6

4.3℃
（3.2～5.4℃）

2.8℃
（2.0～3.7℃）

2.4℃
（1.7～3.2℃）

1.6℃
（0.9～2.3℃）

RCP2.6
＝2℃シナリオ

気温上昇幅※
対応する
RCPシナリオ

社会経済シナリオ

SSP1
持続可能な発展

SSPの概要

SSP2
中庸

SSP3
望ましくない世界

キリングループ主要農産物への
気候変動インパクト

グループシナリオ3

グループシナリオ2

グループシナリオ1
●国際協調による緩和適応、
　物理的リスク抑制
●再生可能エネルギーの普及
●農業GHG規制強化
●人権・健康・持続可能性への志向
●フードロス削減

●格差社会
●緩やかな市場拡大
●地域的・作物別の
　農業インパクト　大
●地域的に水リスク　大
●冷涼な気候で栽培される
　農産物の調達コスト　増

●輸入コスト　大
●低価格製品・
　ヘルスケアニーズ　大
●農業インパクト　大
●水リスク　大
●夏期の飲料消費　増

※2081～2100年の世界の年間平均地上気温の1850～1900年（産業革命以前）の年間平均地上気温に対する上昇幅

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ステークホル ダー

キリングループは、社会とともに持続的に成長していくために、
長期経営構想「新・キリン・グループ・ビジョン2021」において、
CSV（Creating Shared Value）を経営の根幹に位置付けてい
ます。
CSV経営とは、社会課題の解決とお客様への価値提供を両立し、
経済的価値の創造と社会的価値の創造を実現し、社会とともに
持続的な成長を目指すことです。これを実現するためには、多様
なステークホルダーの課題や期待、要請を把握・理解し、キリン
が持つ事業の特性と強みを活かせるかどうかを双方向でコミュ
ニケーションしていく仕組みとその実践が重要です。
そこでキリングループでは、事業に関わる様々なステークホル
ダーとの対話を実施しています。単に対話するだけではなく、多
くのステークホルダーと協働するとともに、政策提言につながる
自主的な活動にも参画しています。

ステークホルダー・エンゲージメント

お客様

投資家

政策立案者

経済団体

コンソーシアム

研究機関有識者

NGO

生産地

事業所の地域

従業員

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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2013年から開始したスリランカ紅茶農園へのレインフォレスト・
アライアンス認証取得支援では、毎年現地に赴き、プランテー
ションのマネージャーや地域の方々と意見交換をし、現地の課題
を把握しながら取り組みを進めています。
2016年の訪問時には、現地の小農園が認証取得を希望してい
る情報を把握したことを受け、検討の結果、大農園に運び込まれ
る小農園の茶葉の持続性向上は自社にもメリットがあると判断
し、2018年から小農園にも取得支援を開始することを決めまし
た。農園内の水源地保全活動を開始したのも、現地での課題把
握のうえでの判断でした。
2018年の訪問時には、これら小農園主および農園内に水源地を
抱えるマネージャーとも意見交換を行い、キリンの支援が彼らか
ら高い評価を得ていることを確認ました。
茶園は、自社が生産した茶葉がどのような製品に使われているか
を十分把握できていないことが多いこともあり、企業ニーズを把
握したり、課題を共有できることは貴重な機会だと捉えています。
このような対話の成果は、今後の進め方の参考としていきます。

環境省の気候変動に関するケーススタディにおいて、キリンが支
援しているスリランカの紅茶農園に対するレインフォレスト・ア
ライアンス認証取得支援が取り上げられ、「Sustainable Tea 
Production in Sri Lanka Driven by the Private Sector’s 
Initiatives」として公開されました。
また、これらのケーススタディーをベースとして、フィリピンのマ
ニラにおいて2018年1月31日から2月1日に渡り、環境省主催で
「アジア太平洋地域における気候変動影響評価・適応計画の能
力向上に関するワークショップ」が開催され、スリランカでレイ
ンフォレスト・アライアンス認証取得のトレーナーを担っている
現地のNGOであるASLMの担当者がワークショップに参加して
います。今回は、国および地方、セクター間の連携促進をテーマ
としつつ、同地域における適応計画の策定プロセス（NAPプロ
セス）および適応行動の実施に関する事例調査から得られた経
験や教訓を共有し、議論を通じて互いに理解を深めることにより、
同地域におけるNAPプロセスおよび適応行動の実施を促進する
ことを目的として実施されました。
ASLMは、認証取得の取り組みとともに雑草管理プログラムに
ついて情報提供を行いました。ワークショップで実施例として紹
介されたプログラムの殆どが国や地方行政が主導した事例でし
た。ASLMが紹介した事例は唯一の民間主導型のプロジェクトで
あり、国の関与がなくても民間セクターだけで気候変動の適応に
効果的な対応を進めることが可能であることを示す良い事例に
なったと評価されています。

スリランカ紅茶農園とのダイアログ 環境省ケーススタディーおよびワークショップ

農研機構活動報告会
遊休荒廃地をブドウ畑に転換していく過程について共
同研究を行っている農研機構から、2018年2月15日に
共同研究報告会を実施いただきました。得られた知見
を共有いただくとともに、今後の進め方について議論
を行いました。

全国ユース環境ネットワーク　高校生SDGsセミナー
2017年10月に、支援している全国ユース環境ネット
ワーク事務局が主催し、環境活動を行っている近畿地
区2府4県の高校生・大学生が参加して「持続可能な社
会」について研修を行われました。この中で、キリンが
行っている生産地の持続可能性を高める取り組みを講
演しました。

FSCアジア担当との意見交換
2017年に、FSCアジア担当が来日された機会をとらえ
て、FSCの認知度向上に向けた意見交換を行いました。
この他、ESGをテーマとした投資家説明会などを行っ
ています。

アジ ア太平洋 地
域における気候変
動 影 響 評 価・適
応計画の能力向
上に関するワーク
ショップの様子

農園マネージャーとの対話

小農園主との対話

写真提供：環境省

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ஂମ໊ ಈ༰׆

日本αステφビϦテΟ・
ϩーΧル・άループ（+4-(）

キϦンホールσΟンάス、β・ίンγϡーϚー・άッζ・ϑΥーラϜの「日本α
ステφビϦテΟ・ϩーΧル・άループ（+4-(）」のステアϦンά・ίミッテΟ・ϝ
ンόーで͋る理ࣄとしͯαステφϒルなビジωスのऔり組Έをੈք的にਪਐ
しͯい·͢ɻ

8&�.&"/�#64*/&44

$%P8#$4%など͕ओମとなっͯ設したۀاとࢿՈのίンιーγア
Ϝ͕8&�.&"/�#64*/&44で͢ɻキϦンάループ、「4#5による減ඪ
の設ఆ」「$%4#によるϝΠンストϦーϜレϙートでの気ީม動ରԠのใࠂ」
「水Ϧスクの改ળ」にίミットϝントしͯい·͢ɻ

4DJFODF�#BTFE�5BSHFUT
（4#5）

いたͮجにڌલ͔Βの気Թ্ঢを2ˆະຬにえるたΊのՊֶ的ֵ໋ࠜۀ࢈
Թ室ޮՌΨス排出減ඪのୡをਪਐ͢る組৫͕4#5で͢ɻキϦンάルー
プの2030年排出量減ඪ、日本の৯品・飲料ۀքでॳΊͯঝೝ͞Εͯ
い·͢ɻ

'VO�UP�4IBSF�
$00-�$)0*$&

キϦン、2014年より日本͕ఏএしͯいる৽たな気ީม動キャンペーン
「'VO�UP�4IBSF」「$00-�$)0*$&」にࢍಉし、ొ しͯい·͢ɻ

国࿈άϩーόルίンパクト
キϦンάループ「国࿈άϩーόル・ίンパクト」に2005年9݄にࢀՃをද໌
し、ै ͦ、活動のதでۀاௐୡ・開発・製造・ൢചなどのһとのؔۀ の原
ଇ実ݱにͭな͕る۩ମ的なऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

ըܭ動ߦ࿈ࣗओஂܦ
キϦンビール͕Ճ入͢るビールञ造組߹͓よびキϦンビόレッジ͕Ճໍ͢る全
国清涼飲料࿈߹ձで、ٿ環境の保全をߟえ、日本ஂܦ࿈の環境ෛ荷減
のऔり組ΈにࢀՃし、$02減と廃棄物のݯࢿ࠶化にऔり組んでい·͢ɻ

Τί・ϑΝースト

ࣗ、などࡦԹஆ化ରٿ環境େਉにରし、͕ۀا Βの環境保全にؔ͢るऔり
組Έをଋ͢る制度͕Τί・ϑΝーストで͢ɻキϦン製造ۀୈ̍߸としͯೝ
ఆ͞Ε、ೝఆۀاで組৫͢る「Τί・ϑΝーストਪਐٞڠձ」෭ٞձ社で
͋り·͢ɻ

ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀը
プϩジΣクト

キϦンホールσΟンάス、ੜ物ଟ༷性によりҰྀしたۀࣄ活動をਪਐ
͢るたΊެද͞Εた「日本ஂܦ࿈ੜ物ଟ༷性એݴ」にࢍಉし、「એݴਪਐパー
トφーζ」としͯࢀՃしͯい·͢ɻ·た、日本ஂࡁܦମ࿈߹ձと日本工ձٞ
所、ࡁܦಉ༑ձの3ஂମ͕2010年に設ཱした「ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀըパート
φーγップ」にࢀՃしͯい·͢ɻঘ、「ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀըΨΠυラΠン（ୈ̎
൛）」に͓いͯ、औり組Έྫࣄの1ͭとしͯキϦンのߚԂへの࣋ଓՄな
Ԃೝ証औಘࢧԉ͕հ͞Εͯい·͢ɻ

ஂମ໊ ಈ༰׆

άϦーンߪ入ωットϫーク
（(P/）

キϦン、άϦーンߪ入のଅਐのたΊ、άϦーンߪ入ωットϫークのձһとし
ͯ、ΨΠυラΠンσーλϕースͮ り͘などのใ発৴、ී 発のऔり組ܒٴ
Έにྗڠしͯい·͢ɻ

ݝ市容器แμΠΤット
એݴ

キϦンビール、キϦンビόレッジ、ϝルγャン、ݝ市（࡛ݝۄ、ઍ༿ݝ、
౦ژ、神ಸ川ݝ、横浜市、川崎市、ઍ༿市、͞ いた·市、૬原市）͕ ਐΊ
ͯいる「容器แμΠΤットએݴ」にࢍಉし、容器แμΠΤットએݴをしͯ、
容器・แのܰ減化にΊͯい·͢ɻ·た、容器แ発ੜ制ۀࣄにྗڠ
しͯい·͢ɻ

ϑΥレストαϙーλーζ キϦン、（社）国化ਪਐ͕ߏػӡӦࣄہをΊる美しい （ྛり）ͮ
り͘ਪਐ国ຽӡ動で͋る「ϑΥレスト・αϙーλーζ」活動にࢀՃしͯい·͢ɻ

ΥーλープϩジΣクト
キϦン、2014年8݄1日「水の日」に「水॥環ج本法」にͮجき、݈ 全な水
॥環のҡ࣋·た回෮のਪਐを的としͯ発したຽ࿈ܒܞ発プϩジΣ
クト「ΥーλープϩジΣクト」に2014年͔ΒࢀՃしͯい·͢ɻ

レΠンϑΥレスト・
アラΠアンス�ίンιーγアϜ

キϦン、࣋ଓՄなۀのਪਐを͢ࢦレΠンϑΥレスト・アラΠアンスと
ͦのೝ証品をऔりѻ͏2015͕ۀا年9݄に設ཱした「レΠンϑΥレスト・ア
ラΠアンス�ίンιーγアϜ」に設ཱϝンόーとしͯࢀՃ・活動しͯい·͢ɻ

ར用のたΊのࢴଓՄな࣋
ίンιーγアϜ（$4P6）

と88'ジャ（9社ࡏݱ）5社ۀا͏ߦのར用にͭいͯઌਐ的なऔり組Έをࢴ
パン͕設ཱしたίンιーγアϜ͕࣋ଓՄなࢴར用のたΊのίンιーγアϜ
で͢ɻキϦンάループ、設ཱϝンόーとしͯࢀըし、࣋ଓՄなࢴར用のた
Ίのऔり組ΈをਐΊͯい·͢ɻ

横浜άϦーンパートφー
キϦン、横浜市͕ਐΊる「άϦーンిྗ証ॻγステϜ」を活用した横浜市෩
ྗ発ిۀࣄに2007年͔Β:（ϤίϋϚ）�άϦーンパートφーとしͯࢍڠしͯい
·͢ɻ

容器แの環境ෛ荷減に
ؔ͢るとの߹ҙ
（オーストラϦア、χϡー
ジーランυ）

ラΠオン、オーストラϦアに͓͚るফඅऀแࡐの環境Өڹを減͢る
たΊのαプラΠチΣーンۀاととの߹ҙで͋る"VTUSBMJBO�PBDLBHJOH�
$PWFOBOUに2000年͔ΒࢀՃしͯい·͢ɻ·た、χϡージーランυに͓͚る࣋
ଓՄなแࡐの用を͏ߦたΊのۀ࢈ք͓よびのࣗओ的なऔり組Έで
͋る/FX�;FBMBOE�PBDLHBJOH�"DDPSEに2004年͔ΒࢀՃしͯい·͢ɻ

ࡦఏݴʹͭͳ͕Δࣗओతͳࢀը

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ੜ࢈ ಈ༰׆

スϦランΧߚԂ
༿ੜ࢈スϦランΧのߚԂで、࣋ଓ性をߴΊる的でレΠンϑΥレス
ト・アラΠアンスೝ証のऔಘࢧԉをߦっͯい·͢ɻ2018年͔Β、খԂの
ೝ証औಘࢧԉとԂの水ݯ保全開始しͯい·͢ɻ

ԕ市ホップാݝखؠ
1963年͔Β50年Ҏ্にΘたりビールの原料となるホップのܖഓ͕ߦΘ
Εͯいるԕ市で、2014年͔Βホップാのੜきのௐࠪをߦい、๛͔なཬࢁ
のੜଶܥをकるׂを໌Β͔に͢るऔり組Έをߦっͯい·͢ɻ

ా্ݝ市ϒυാ
͔ͭͯେ͕༡ߥٳ廃で͋ったとこΖをݩのܗ؍ܠにྀしな͕Βϒ
υാとしͯ造したా্ݝ市ਞ場に͋るϝルγャンのࣗ社理ാ
ࢠ（ϚϦί）ϰΟンϠーυで、2014年͔Βੜଶܥௐࠪをߦっͯい·͢ɻ

オーストラϦアཙՈ ラΠオン、-BOEDBSFと組んでج金を࡞り、ڇೕのௐୡઌで͋るཙՈ͕
っͯい·͢ɻߦԉをࢧ͏ߦଓՄなཙを࣋

ಈ໊׆ ಈ༰׆

水ݯの活動
キϦンάループで、1999年Ҏདྷ、ビール工場ۙྡの水ݯでྛ保全活動
をܧଓし、ࡏݱで日本全国11Χ所のྛͮ͘りに、άループをͯ͛ڍऔり
組んでい·͢ɻ

環境美化活動
国֤に工場ۀࣄ所をͭ࣋キϦンάループで、Ҭ社ձのํʑ
/P0とのྗڠにより、पลҬを͡Ίۙྡのւ؛・Տ川などの清活動に
औり組んでい·͢ɻ

ಈ໊׆ ಈ༰׆

ビールञ造組߹ 容器แٿԹஆ化ରࡦ・॥環ܕ社ձܗなどの環境ࣗओߦ動ܭըのࡦ
ఆ・औり組Έ、飲料容器のࢄཚࢭ・環境美化などをڞಉでߦっͯい·͢ɻ

全国清涼飲料࿈߹ձ 容器แٿԹஆ化ରࡦ・॥環ܕ社ձܗなどの環境ࣗओߦ動ܭըのࡦ
ఆ・औり組Έ、飲料容器のࢄཚࢭ・環境美化などをڞಉでߦっͯい·͢ɻ

ϦαΠクルؔஂମ 容器แϦαΠクルڠձ֤種ϦαΠクルਪਐٞڠձなどととに̏3をਪਐ
しͯい·͢ɻ

৯品容器環境美化ڠձ 飲料ϝーΧー6ஂମ͕集·り、環境美化のたΊの活動をߦっͯい·͢ɻ

ಈ׆ ɾ໊ஂମ໊ ಈ༰׆

キϦン・スクール・チャレンジ தߴੜに͚た環境ϫークγϣップを年に8～10回ఔ度実施しͯい·͢ɻ

全国Ϣース環境ωットϫーク 環境লとಠཱߦ法ਓ環境保全͕ߏػओ͢࠵る全国Ϣース環境ωットϫーク
にࢍڠしͯい·͢ɻ

Τί・ϑΝースト 環境େਉにରしͯࣗΒの環境保全にؔ͢るऔり組Έをଋ͢る制度Τ͕ۀا
ί・ϑΝーストに製造ۀୈ1߸としͯࢀՃしͯい·͢ɻ

ಈ׆ ɾ໊ஂମ໊ ಈ༰׆

国ཱ研究開発法ਓۀ・
৯品ٕۀ࢈ज़૯߹研究ߏػ

༡ߥٳ廃に͓͚るϒυാの造に͏ੜଶܥのม化のڞಉ研究、͓ よび
っͯい·͢ɻߦੜ活動を࠶དྷ種の২ੜࡏ・গ種ر

ஂମ໊ ಇ༰ڠ

̛̬̬ジャパン
ਓྨ͕ࣗવとௐしͯੜきΒΕるະདྷをࢦし、100Χ国で活動しͯいる
環境保全ஂମ͕88'で͢ɻ88'ジャパンに、ੜ物ݯࢿのΨΠυラΠン
ߦ動ܭըのࡦఆでྗڠをいたͩいͯい·͢ɻ

レΠンϑΥレスト・
アラΠアンス

ଳӍྛをҡ࣋͢ることを的に設ཱ͞Εた国ࡍ的なඇӦརஂମ͕レΠン
ϑΥレスト・アラΠアンスで͢ɻڞಉでスϦランΧのߚԂにର͢るレΠン
ϑΥレスト・アラΠアンスೝ証औಘࢧԉプϩジΣクトをਪਐしͯい·͢ɻ

'4$
ࡐをੜ͢࢈るੈքのྛと、ͦ のྛ͔Β切り出͞Εたࡐࢴのྲྀ通
Ճ工のプϩηスをೝ証͢る国4'͕ؔػࡍ$で͢ɻキϦン、2017年に「4%(T
と'4$�ೝ証にؔ͢るόンクーόーએݴ」にίミットϝントしͯい·͢ɻ

34P0（࣋ଓՄなパーϜ༉
のたΊのԁձٞ）

キϦンホールσΟンάス、「࣋ଓՄなパーϜ༉」のੜ࢈とར用をଅਐ͢る
ඇӦར組৫、「࣋ଓՄなパーϜ༉のたΊのԁձٞ」の४ձһとしͯ活動
しͯい·͢ɻ

こど国࿈環境ձٞਪਐڠ
ձ（+6/&$）

国ࡍ࿈߹େֶと࿈ܞしͯ࣋ଓՄな社ձをる「ਓࡐ」をҭ͢る/(0で
͋る「こど国࿈環境ձٞਪਐڠձ」と「キϦン・スクール・チャレンジ」をڞ
しͯい·͢ɻ࠵

ੜ࢈ ॴͷ͋ΔҬۀࣄ

քஂମۀ

ҭڭੈ࣍

ؔػڀݚ

/(0

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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Τίレール
2006年にキϦンビόレッジ͕、2010年にキϦンビール͕、ͦ ΕͧΕమ
ಓ՟物༌ૹを活用しٿ環境にੵۃ的にऔり組Ήۀاとしͯ、国ަ通
ল͕ਪਐ͢る「ΤίレールϚーク」ೝఆۀاにબΕ·したɻ

ΧーϘンϑットプϦント
キϦンビール、2008年͔ΒビールۀքととにΧーϘンϑットプϦントに
ͭいͯऔり組Έを開始し·したɻビールྨのࢉఆルールとなるP$3（PSPEVDU�
$BUFHPSZ�3VMF）2011年2݄にೝఆ͞Ε、2013年12݄に改గ͞Ε·したɻ

レΠンϑΥレスト・アラΠア
ンスೝ証ラϕル

「キϦンޕ�後のߚ�ストレートテΟー」500NMࢴパック（2015年3݄Ϧ
χϡーアル発ച分͔Βܧଓしͯ）にレΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証ラϕ
ルをදࣔしͯい·͢ɻ

'4$ೝ証ラϕル
2020年·でにͯ͢のࢴ製แ容器を'4$ೝ証ࢴに切り替えることをࢦ
しͯい·͢ɻ͓ ٬༷にྛをकることのେ切͞を理ղいたͩ͘たΊに、Մ
な容器แにͭいͯ'4$ೝ証ラϕルを͚ͯい·͢ɻ

&$0$&35

ϝルγャンで2009年より、༗ػഓՌ実を100�用し、ੈ ք的な༗ػೝ
証ؔػで͋る「&$0$&35（Τίαート）」の日本法ਓ「&$0$&35�+"P"/」
のೝ証をड͚た「Ϙン・ルージϡ�༗ػϫΠン�ペットϘトル�」を発ചしͯい
·͢ɻ

࣌ ԋ༰ߨ

2017年2݄4日 全国ϢースϑΥーラϜ（ओ࠵ɿٿ環境ج金、テーϚɿキϦンの$47）

2017年8݄22日 環境Ϛωジϝントަྲྀձٞߨԋ（ओ࠵ɿҰൠ社ஂ法ਓۀا研究ձ、テーϚɿ๛
͔なٿのΊ͙ΈをকདྷにҾきܧいでい͘キϦンのऔり組Έ）

2017年10݄18日 びΘこ環境ビジωスϝッη（ओ࠵ɿެ ӹஂࡒ法ਓ୶ւ環境保全ஂࡒ、テーϚɿ
ظ環境ビジϣンとԹஆ化ରࡦ）

2017年10݄22日 ٿ金、テーϚɿ๛͔なج環境ٿɿ࠵ੜ4%(Tηミφー（ओߍߴ�۠ـۙ
のΊ͙ΈをকདྷにҾきܧいでい͘キϦンのऔり組Έ）

2017年10݄23日 環境・ΤωルΪービジωス研究ձ（ओ࠵ɿେࡕ工ձٞ所、テーϚɿキϦンの
環境ビジϣンとઌਐ的な̨̘̫活動）

2017年12݄7日 ୈ6回環境γンϙジϜ（ओ࠵ɿެӹஂࡒ法ਓりͦなアジア・オηアχアࡒ
ஂ、テーϚɿ࣋ଓՄなۀを47$͢ࢦ活動）

ର໊ ड༰

$%P 2017年、$%P�$MJNBUF�DIBOHFで4年࿈ଓ、$%P�8BUFSで2年࿈ଓ、"
Ϧストۀاにબఆ͞Ε·したɻ

Ϳなの�環境アンέート ଛ保ジャパン日本ڵѥϦスクϚωジϝントࣜגձ社の「Ϳなの�環境アンέー
ト2017」で、ߴ࠷ランクの̖ランクධՁを֫ಘし·したɻ

ϓϩάϥϜ໊ ಈ༰׆

工場環境πアー
横浜工場「ࣗવのܙΈを͡ײるπアー」、神ށ工場「環境πアー」、ͦ のଞの環
境Ҋなどで、2017年39回、Ԇ647໊にࢀՃいたͩき·したɻ

キϦン・スクール・チャレンジ

キϦン、「๛͔なٿのΊ͙Έをকདྷにͭないでい͘」たΊに、ど͏͢Εྑ
い͔を、एऀたちとҙݟをたた͔Θͤ、とにٞしͯ࡞り্͛、͞ Βにதߴ
ੜ͕ಉੈにえͯい͘ϫークγϣップで͋るキϦン・スクール・チャレンジを
2014年12݄͔Β年8～10回ఔ度の開࠵を్としͯߦっͯい·͢ɻ
�ɿIUUQ���XXX�LJSJO�DP�KQ�DTW�FDP�TDIPPMDIBMMFOHF-63ߟࢀ

Λ௨ͨ͡ڥใ։ ʢࣔڥϥϕϧʣ ֤छߨԋ

ࢿՈͷใ։ࣔ

ҭϓϩάϥϜڭ

⾣1���ؔ࿈ใ
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3 1݄2日実施の༏ल࡞品

3݄30日実施の༏ल࡞品 6 1݄0日実施の༏ल࡞品 6 1݄1日実施の༏ल࡞品

8݄4日実施の༏ल࡞品 8݄9日実施の༏ल࡞品 8݄24日実施の༏ल࡞品

தߴੜ͕ΉʮキリンɾεΫʔϧɾνϟϨンδʯ

ʮΩϦϯɾεΫʔϧɾνϟϨϯδʯઐ༻αΠτ
͜Ε·Ͱ։ͨ͠࠵ϫʔΫγϣοϓͷࣄه࡞ɺื ूཁ߲Λհ͍ͯ͠·͢ɻ

XXX�LJSJO�DP�KQ�DTW�FDP�TDIPPMDIBMMFOHF�

� � ��の༏ल࡞

キϦン、࣍を担͏தߴੜ͕ੈքの༷ʑな社ձ的課
のղܾにֶ͚ͯび、ߟえ、ٞ しͯಉੈにえる「キ
Ϧン・スクール・チャレンジ」を2014年͔Β開࠵ɻ「ͭな
͕っͯいる、Θたしたちとੈք」のテーϚのと、日͝ΖԿ
気な͘飲んでいる飲Έのͻとͭऔっͯੈքとͭな͕っ
ͯいることに気ͮきをಘたதߴੜ、チーϜで課ղܾ
へのいを࡞品に࡞り্͛ಉੈに発৴しͯい·͢ɻ

����キリンɾεΫʔϧɾνϟϨンδදজࣜ

ϨΠϯϑΥϨετɾΞϥΠΞϯεɺ88'δϟύϯɺ
'4$δϟύϯͳͲͷ/(0ߨԋ

'4$ジャパンレΠンϑΥレスト・
アラΠアンス

88'ジャパン

「ୈ8回キャϦアڭҭアϫーυ」ྭड
「ฏ29年度�੨গ年のମݧ活動ਪਐۀاදজ」
৹ࠪҕһձྭड

レΠンϑΥレスト・
アラΠアンス
ೝ証Ϛーク

'4$ೝ証Ϛーク
'4$�$137754

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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資源循環
再資源化

廃棄物の適正管理

食品廃棄ロス削減
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日本国内事業に伴う副産物・廃棄物の再資源化率の推移

再資源化率100％（キリンビール、キリンビバレッジ、キリンディ
スティラリー）
国内の酒類事業・飲料事業では、工場の再資源化率100％を目
標に定め、継続して達成しています。
工場の再資源化率100％は、1994年にキリンビール横浜工場を
含む4工場から始め、1998年にはビール業界で初めて全工場で
達成しています。

ビール仕込粕の飼料化（キリンビール、ライオン、ミャンマーブル
ワリー）
ビールや発泡酒などの製造工程で発生する仕込粕には、栄養成
分が残っているため、牛の飼料やキノコ培地などに有効利用され
ています。

大麦搗精粕の利用研究（キリン）
乳牛などの家畜の病気予防や抗生物質の低減は、酪農業にとっ
て大きな課題となっています。基盤技術研究所は、家畜飼料とし
て利用されている大麦搗精粕に含まれる大麦穀皮由来のリグニ
ン配糖体および大麦搗精粕に、牛の免疫活性を高める効果があ
ることを発見し、さらに研究を進めています。

ブドウの搾り粕再利用（メルシャン）
ワインのためのブドウの搾り粕を、自社ブドウ畑の堆肥置場で一
年間切り返しという作業を行うことで、堆肥にして有機肥料とし
て利用しています。

リン酸回収（協和発酵バイオ）
協和発酵バイオ山口事業所防府に、発酵廃水からリン酸を回収
する設備を設置しました。それまではリン酸カルシウム主体の回
収ケーキを、産業廃棄物として処理していましたが、2008年か
ら一部を乾燥し肥料原料として販売しています。

キリングループでは、「廃棄物の適正管理の徹底と定着」を目標
に掲げて取り組んでいます。そのために、「キリングループ廃棄
物管理ガイドライン」を定めて、グループ共通の仕組みの中で廃
棄物の適正な処理を推進しています。

キリンホールディングスは、消費財流通業界の企業が主体となっ
て2011年8月に立ち上げた「日本TCGF」に参加して、日本国内
での非競争分野における共通課題の解決に向けて活動していま
す。そのひとつの「サステナビリティプロジェクト委員会」では、
製配販のバリューチェーンにおける環境課題（地球温暖化防止、
廃棄物削減など）を整理し、解決することを目指し、清涼飲料の
賞味期限の「年月表示」への移行について具体的に取り組んでい
ます。賞味期限をもとにした配送や保管、店頭陳列の管理を変
更することで、サプライチェーン上の環境負荷（物流拠点間の転
送および転送に由来するCO2排出など）や非効率（物流倉庫の
保管スペース、店頭の先入先出作業など）を軽減できますが、製
品の廃棄ロスにも大きな効果が期待されます。
また、小売りなどの需要側の変動要因を工場や物流センターと
緊密に情報共有するなどして需要予測を向上させることで廃棄
ロスを低減する取り組みも継続して行っていますが、さらに販売
数量目標を厳格に管理することで廃棄ロスを削減する取り組み
を進めます。このような取り組みにより、貴重な生物資源や容器
包装が無駄にならないように取り組みを進めていきます。

仕込粕の飼料への有効利用 ブドウの搾り粕再利用

具体的には、契約書の雛形の統一や委託先監査の頻度や内容を
標準化し、さらに廃棄物管理に関わる担当者のリストを作成して、
業務に関わる担当者全員に対して標準化したテキストを元に教
育を実施するようにしています。
また、グループ全体の処理委託先情報を一括管理し、万が一トラ
ブルが発生した場合にでも委託先とその許可内容、委託してい
る廃棄物などがすぐに検索し確認できるようになっています。こ
のようにすることで、業務を標準化し、新しく担当になった人で
も間違いなく廃棄物関連業務を行えるようにしています。

キリンビール・キリンビバレッジの
工場の再資源化率 100%

▶P.99関連情報

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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汚 染 予 防
大気・水質・土壌の汚染防止

大気汚染
キリングループは各国の大気汚染防止関連法の遵守に努め、環
境法令が求める以上の自主基準を設定し、大気汚染物質の排出
低減に取り組んでいます。
例えば日本の輸送においては、大都市圏においてNOx・PM法の
対策車両の導入を進めるほか、大型車への切り替えによりトラッ
ク1台あたりの積載量を増やし、トラック延べ台数の削減を進め
る取り組みを実施しています。

水質汚濁物質
キリングループは各国の水質汚濁防止関連法の遵守に努め、環
境法令が求める以上の自主基準を設定し、排水負荷の最小化に
取り組んでいます。

土壌汚染
キリングループでは、資産売却に伴う土壌汚染について調査のう
え適切に対応しています。

化学物質
キリングループでは、「PRTR法（特定化学物質の環境への排出
量の把握等および管理の改善の促進に関する法律）」などの関
連法規に基づいて化学物質を適正管理しています。協和発酵キ
リングループではその事業特性上、化学物質排出量の大部分を
占める揮発性有機化合物（VOC）について目標を設定し、削減
の取り組みを推進しています。また、協和発酵キリンでは、「環
境・安全・製品安全に関する基本方針」に基づいて、レスポンシ
ブル・ケア活動を推進し、商品の研究段階から使用・廃棄にいた
るまで各段階のアセスメントを厳しく運用しています。

ポリ塩化ビフェニル（PCB）
適切に管理するとともに、法に従って順次処理を行っています。

アスベスト
適切に管理・隔離するとともに、法に従って順次処理を行ってい
ます。

HCFC/HFC
全体で管理しているHCFC・HFCは以下の通りです。土壌の調査状況（2017年）

調査件数 調査面積

12件 139,938m2

協和発酵キリングループ

2020年度VOC排出量を2003年度比50％削減

化学物質に関する目標

高濃度コンデン
サ・リアクトルなど

微量コンデンサ・
リアクトルなど 高濃度安定器 微量安定器

311台 30台 3,573台 0台

PCB管理状況（2017年）

建屋数 面積

4棟 2,913m2

アスベスト管理状況（2017年）

事務所数 重量

14カ所 29,573kg

事務所数 重量

6カ所 15,471kg

HCFC管理状況（2017年）

HFC管理状況（2017年）

▶P.99

▶P.39

▶P.99〜P.100

関連情報

関連情報

※関連情報

環境戦略 活動内容 資料・データ編
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ଓՄͳௐୡ࣋

サϓϥイϠʔͱの૬ޓίϛϡχέʔγϣン

キϦンάループで、「࣋ଓՄなௐୡ」をਪਐし、όϦϡー
チΣーンの֤プϩηスに͓いͯ社ձ的をՌた͢たΊに、αプ
ラΠϠーとの૬ޓίミϡχέーγϣンをॏࢹしͯい·͢ɻ
日本૰߹飲料ۀࣄで、৽نαプラΠϠーにରし 「ͯキϦンά
ループαプラΠϠー$43ΨΠυラΠン」のߦ動ൣنにఆΊた९क
6߲にͮج 「͘αプラΠϠー$43֬ೝॻ」のఏ出と、ߦ動ൣن
の९कをٻΊͯい·͢ɻ͓ औりҾき開始後、年1回、֤ αプラΠ
Ϡーの「࣋ଓՄなௐୡ」にؔ͢るऔり組Έঢ়گを֬ೝし、ͦ Ε
にରしͯௐୡ担当ऀ͕ධՁをߦっͯ い·͢ɻධՁの݁Ռ、品࣭
水४、Ձ格༏Ґ性、ೲظରԠなどのධՁ݁Ռと߹Θͤͯαプラ
ΠϠーにϑΟーυόック͞Ε、ඞཁにԠͯ͡Ճௐࠪੋਖ਼ґཔ

αϓϥΠϠʔຬௐࠪ
ʢ1ճʣ

αϓϥΠϠʔධՁˍ'FFECBDL
ʢ1ճʣ

キリンサϓϥイϠʔ
վળґཔ

ಈ׆ଓͨ͠վળܧ

˞͓औりҾき開始࣌に$43֬ೝॻఏ出

「キリングループサプライヤーCSRガイドライン」
遵守項目

1� ମ制・ίンプラΠアンス・ϦスクϚωジϝント
2�ਓݖへのྀ
3�環境へのྀ
� ˙環境Ϛωジϝントへのऔり組Έ
� �ར用ݯࢿଓՄなੜ物࣋˙ ར用ݯࢿଓՄな水࣋˙
� �ར用ݯࢿଓՄな࣋˙ ˙ٿԹஆ化へのରԠ
� ˙汚છのࢭとن制物࣭理
4ɹ҆全・҆৺
5ɹアルίールؔ࿈へのऔり組Έ
6ɹ社ձݙߩ

をߦっͯい·͢ɻҰํ、ެ ਖ਼な͓औりҾきを͏ߦたΊに、αプラΠ
Ϡー͔ΒキϦンάループにର͢るϑΟーυόックとしͯ、αプラΠ
Ϡーຬ度ௐࠪをఆظ的に実施し、キϦンάループのௐୡ活動
にର͢る͝ҙݟをいたͩいͯい·͢ɻいたͩいた͝ҙݟをௐୡ
活動に活͔͢ことで、「オープンでϑΣアなऔりҾき」、「ίンプ

キϦンάループ、社ձ的をՌた͘͢、2017年9 「݄キϦ
ンάループ࣋ଓՄなௐୡϙϦγー」を制ఆし·したɻࢲたち、
αプラΠϠーଞのステークホールμーのҙݟにࣖを͚この

˞1日本૰߹飲料άループ、ラΠオン、
͓よびڠ発߬キϦンάループ
αプラΠϠーへの࣭දにより、
ミャンϚーϒルϫϦーओཁなௐୡ
ઌにର͢るਵ࣌のௐࠪ・ࢦ導によ
りアηスϝントɻ

˞2 発߬キϦンάループ2015年ڠ
Ҏִ߱年実施のたΊ、ະ実施の年
લ年のηルϑアηスϝントを
のۀࣄɻな͓、国૰߹飲料ࢉ߹
ࡐのアηスϝントの実施
100�ɻ

��15 ��1� ��1�

αプラΠϠーのϦスクアηスϝント実施（ˋ）˞ 1 47 39�6 47�8

αプラΠチΣーンํの研मを実施したௐୡ部のスλッϑのׂ߹（ˋ） 100 83�8 96�1

αプラΠϠー$43ΨΠυラΠンにͮجいたηルϑアηスϝントをߦっͯいる
αプラΠϠーのׂ߹（ˋ）˞ 2 25�4 23�3 28�2

αプラΠϠーに͓͚るࣇಐ࿑ಇのใ݅ࠂ 0 0 0

αプラΠϠーに͓͚るڧ制࿑ಇのใ݅ࠂ 0 0 0

ラΠアンスの९क」の実ݱにΊͯい·͢ɻ·た、αプラΠϠー͔
Βのੵۃ的なఏҊをྭ͢るととに、ඞཁな場߹αプラΠ
Ϡーの工場でのলΤω活動にͭいͯྗڠをߦっͯ い·͢ɻ
「本ํجങߪ発߬キϦンάループڠ」、発߬キϦンでڠ
をఆΊるととに、「ڠ発߬キϦン�$43ߪങΨΠυϒック」を
を「ൣن動ߦ$43」いたͩきたいྗڠし、αプラΠϠーに͝࡞
制ఆしͯい·͢ɻ·た、αプラΠϠーのݱঢ়をѲ͢る「$43औり
組Έঢ়گにؔ͢るアンέート」を2012年͔Β実施しͯい·͢ɻ
ラΠオンで、ಉ༷な組Έを࣋っͯ い·͢ɻラΠオンのαプラΠ
Ϡー「-JPO�4VQQMJFST�3FTQPOTJCMF�4PVSDJOH�$PEF」にॺ໊
͢るඞཁ͕͋り·͢ɻこΕにより、αプラΠϠーΤγΧルトレー
σΟンάΠχγアチϒ（&5*）のྙ理ج४に४ڌしたラΠオンのௐ
ୡج४をຬた͢ことになり·͢ɻ֬ ೝ4FEFYによっͯߦい·͢ɻ
キϦンάループ、このよ͏なҰ࿈のऔり組Έを通ͯ͡P%$"α
Πクルを回しな͕Β、ܧଓ的にαプラΠϠーと࿈ܞし、࣋ଓՄ
なௐୡをਪਐしͯいき·͢ɻ
アンέートの݁ՌҎԼの通りで͢ɻ

ϙϦγーの理ղをਤるととに、ڠಇしͯͦの実ݱへऔり組んで
いき·͢ɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ੜݯࢿ

ੜݯࢿʹؔすΔํ
キϦンάループで、環境ਓݖに݁びͭ Մ͘性のߴいੜ物ݯࢿにͭいͯ、ૣ い͔ظ࣌Β
औり組ΈをਐΊͯき·したɻ
2010年に「ੜ物ଟ༷性保全એݴ」をࡦఆしたのちに、2013年に「キϦンάループ࣋ଓՄなੜ物ࢿ

˞1�4UFQ�2に͓͚るߚの࣋ଓՄ性、レΠンϑΥレスト・アラΠアンスೝ証のऔಘঢ়گでධՁし·͢ɻ
໊、（用をআ͘ۀҰ部の・֎ܕఆ）෧、ࢴと、ίϐー用ࢴ用ࣄ�2˞ ͓、 よびձ社Ҋのҹ物とし·͢ɻ
˞3�ରۀاにキϦン・トϩϐΧーφࣜגձ社をؚΈ·͢ɻ�˞4ݶ�ఆ品、গ量品種、ಛघなܗঢ়、༌入品をআき·͢ɻ
˞5�)JHI�$POTFSWBUJPO�7BMVF�'PSFTU��)$7'�とݺΕるので、'4$のఆٛによるのとし·͢ɻ
˞6�パーϜ༉と、アϒラϠγՌ肉͔ΒಘΒΕるパーϜ༉͓よびͦの種͔ࢠΒಘΒΕるパーϜ֩༉をؚΈ·͢ɻ

キϦンάループ、ࣗ વのܙΈを原料に、ࣗ વのྗとܙを活用しͯۀࣄ活動をߦっ͓ͯり、ੜ物ଟ༷性の保
全ॏཁなܦӦ課で͋るとೝࣝしͯい·͢ɻকདྷにっ 「ͯ৯と݈߁」の৽たなよΖこびをఏڙしଓ͚るた
Ίに、キϦンάループ、ੜ物ଟ༷性保全のたΊの༷ʑな活動をੵۃ的にߦい·͢ɻ

���ੜଟ༷ੑʹྀしͨݯࢿར༻Λਪਐします
ੈքதのਓʑ͕ࣗવのܙΈを࣋ଓ的にڗडできるよ͏
に、ੜ物ଟ༷性にྀしたݯࢿのར用をۀࣄ活動全ମ
に͓いͯਪਐし·͢ɻ

���キリンάϧʔϓのٕͭ࣋ज़Λ͔׆します
「৯と݈߁」の৽たなよΖこびをఏ͢ڙるۀاとしͯ、
活動を通ͯ͡保༗͢るٕज़のԠ用により、ੜ物ଟ༷ۀࣄ
性の࣋ଓՄなར用͓よび保全にݙߩし·͢ɻ

̍ɽߚ
キϦンࣜגձ社にͯ、ҎԼの3ஈ֊のステップ
でௐࠪをߦい、ຖ年レビϡーをߦいな͕Β、
いき·͢ɻ্ͯͤ͞ଓՄ性のレϕルを࣋

̎ɽࢴɾҹ
キリン株式会社、キリンビール株式会社、キリンビバレッジ株式会社、メルシャン株式会社にて、
2˞ࢴ༺ࣄ
2020年末までに、FSC®認証を受けた紙、または古紙を使用した紙100％使用を目指します。
༰ثแ4˞3˞ࡐࢿ
1）6缶パック：2017年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
2）ギフト箱：2020年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
3）紙パック：2020年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
4）製品用段ボール箱：2020年末までに、FSC認証を受けた紙100％使用を目指します。
ͦのଞ
FSC認証を受けた紙、FSC管理木材を原料とした紙、古紙を使用した紙、または環境面で保護価値の高い森林を破壊し
ていない˞5ことを調達先へのアンケート等によって確認した紙を優先的に使用します。

̏ɽύʔϜ༉˞�
国内事業会社にて、一次原材料および二次原材料として使用しているパーム油についてRSPO（Roundtable 
on Sustainable Palm Oil、持続可能なパーム油のための円卓会議）によって承認されている認証証明取引
プログラムであるBook and Claim方式を利用して対応します。
なお、パーム油の生産農園の特定や、充分な量のRSPO認証パーム油が直接購入可能となった場合には、
別途レベルアップした行動計画を策定することとします。

1��ੜ物ଟ༷性にؔ͢る国ࡍ的な߹ҙをଚॏ͢るɻ
2��Ҩݯࢿへのアクηスݯࢿఏڙ国のࣄલಉҙをಘͯߦい、དྷྺෆ໌のҨݯࢿの࣋ちࠐΈٴびͦのར
用、ߦΘないɻ

3��Ҩݯࢿのར用、こΕよりੜͣるརӹのެਖ਼͔ͭߧฏな分をؚΊ、国ࡍにैいద切に理͢るɻ

˙త
「キϦンάループੜ物ଟ༷性保全એݴ」にͮجき、「ੜ物ݯࢿの
·えํをࣔしߟ本的なج、ଓՄなௐୡ」をଓ͚るたΊに࣋ ɻ͢
˙ద༻ൣғ
キϦンάループ͕日本国でௐୡ͢るੜ物ݯࢿに͓いͯ、
ϦスクධՁによりྛのҧ法െ採環境ഁյのϦスクを
͏とஅしたಛఆののにͭいͯద用し·͢ɻ
ௐୡΨイυϥインݯࢿଓՄͳੜ࣋˙
キϦンάループ、ରと͢るとܾΊたੜ物ݯࢿにͭいͯ
ҎԼの原ଇのとにௐୡを実施し·͢ɻ
̍ɽҧ法にྛをെ採しͯ造͞Εたプランテーγϣン、
し͘২ྛに༝དྷ͢る原料でないこと、·たെ採
に͋たっͯ原ੜ࢈の法ྩをकり、ద切なखଓきで
ੜ͞࢈Εたので͋ること͕֬ೝ͞Εたの

̎ɽ৴པできるୈऀࡾによっͯೝ証͞ΕたԂ・ྛに
༝དྷ͢るの

̏ɽ環境ഁյなどをߦなっͯいるとஅ͞Εͯいるऀۀࣄ
͕ੜ࢈したのでないの˞

2013年2݄制ఆɹ2017年2݄改ఆ

キリングループ生物多様性保全宣言 キリングループ持続可能な生物資源利用行動計画

キリングループ遺伝資源アクセス管理原則

キリングループ持続可能な生物資源調達ガイドライン

ఆし、ಛにॏཁなௐୡ品としࡦௐୡΨΠυラΠン」をݯ をಛఆ「パーϜ༉」「物ҹ・ࢴ」「༿ߚͯ」
し 「ͯキϦンάループ࣋ଓՄなੜ物ߦݯࢿ動ܭը」をࡦఆしͯऔり組ΈをਐΊͯき·したɻ2017年
2݄に「キϦンάループ$47ίミットϝント」をࡦఆ・発දしたのをड͚ 「ͯキϦンάループ࣋ଓՄな
ੜ物ߦݯࢿ動ܭը」を改గしͯऔり組ΈをՃͤͯ͞い·͢ɻ

���εςʔΫϗϧμʔͱ࿈ܞして取り組みます
ैདྷよりऔり組んでいる環境保全活動にੜ物ଟ༷性の
͓、をՃえࢹ ٬༷Ҭのパートφーと࿈ܞし、ੜ物
ଟ༷性保全にܧଓしͯऔり組Έ·͢ɻ

���๏ྩʹదʹରԠします
ੜ物ଟ༷性にΘる法ྩを९कし、ੜ物ଟ༷性の
Έ͕ੈքதで活͔ͤるよ͏にྗし·͢ɻܙ

ͱӡ༻ʹؔしてࢪ࣮˙
える課Ҭに๊͕ݯࢿのΨΠυラΠン、ੜ物هࠨ
よるௐୡࣄ͕ͦΕͧΕҟなることをྀߟしͯ、ௐୡ͢る
的ظ物のੜ物ଟ༷性্のϦスクのධՁにとͮいͯఆ࢈
にݟしを͏ߦととに、֤ 国·たҬのಛ性をצҊし、
別్ߦ動ܭըをఆΊͯஈ֊的に実施͢ることとし·͢ɻ
औり組Έに͋たっͯ、αプラΠϠー͓よびઐՈ・/(0
などのステークホルμーとྗڠし、原料ੜ࢈でಇ͘ਓʑ
͕ੜ物ݯࢿの࣋ଓ性をྀߟしたੜ࢈へҠ͢ߦるࢧԉߟ
ྀしな͕Β、ظ的ࢹでऔり組ΈをਐΊ·͢ɻ
˙ใެ։ͱ֎෦ίϛϡχέʔγϣン
औり組Έのਐঢ়گ、αステφビϦテΟレϙート
8FCを通ͯ͡、ಁ ໌性を֬保しな͕Βެ開͢るとと
に、ద切な֎部ίミϡχέーγϣンにより࣋ଓՄなੜ物
た͓٬༷パートφー・社ձの理ղを͚のར用にݯࢿ
ଅਐし·͢ɻ

ಛఆしたߚԂの࣋ଓՄ性 1˞をධՁし·͢ɻ
し·͢ɻࢦ用をԂの༿ߚいߴଓՄ性の࣋

4UFQ�1
4UFQ��
4UFQ��

Ԃをಛఆし·͢ɻߚ入ઌのߪ

�のとこΖ'4$のPPMJDZࡏݱ�˞ GPS� UIF�"TTPDJBUJPO�PG�
0SHBOJ[BUJPO�XJUI�'4$をࢀরとし·͢ɻ
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։ൃͰͷڥྀ
環境ʹྀしͨ༰ثแのઃܭ ༰ثの-$"の取り組み

ൃ߬キリンʮϨεϙンγブϧɾέΞʯのਪਐڠ

、の保全と環境ෛ荷減へのऔり組Έをよりਪਐ͢るたΊにݯࢿ
「環境にྀした容器แ設جܭ本ํ」をఆΊ、͞ Βに用
しͯよいࡐ料ͦの組Έ߹Θͤ·でن͔͘ࡉఆした「環境にྀ

キϦンάループで、ञྨ清涼飲料などのओཁな容器にͭいͯ
、దٓ-$"（ラΠϑαΠクルアηスϝント）を実施し、品のಛ性、
͓٬༷の1回当たりのߪ入୯Ґ、ओなൢചళのܗଶ、空容器回収
のࠐݟΈなど૯߹的にߟえた͏えで、容器をબしͯい· ɻ͢

、発߬キϦンでڠのಛ性্、化ֶ物࣭औѻ量のଟいۀࣄ
「環境・҆全・製品҆全にؔ͢るج本ํ」にͮجいͯ、レスϙ
ンγϒル・έア活動をਪਐし、品の研究ஈ֊͔Β用・廃棄に
いたる·で֤ஈ֊のアηスϝントをݫし͘ӡ用しͯい·͢ɻ

した容器แ設ࢦܭ」を制ఆしͯӡ用しͯい·͢ɻ1998年
にキϦンビールで制ఆしͯӡ用しͯき·した͕、2014年͔Βର
を日本૰߹飲料ۀࣄ全ମに֦େしͯい·͢ɻ

�� త
ٿの๛͔なΊ͙Έと環境を࣋ଓ的な͔たちでকདྷにͭな͗、͓ ٬༷と社ձ全ମにՁをఏڙしଓ͚るたΊに、法ྩなΒびに「環境にྀし
た容器แ設ࢦܭ」を࿈क͢ることにより、ྀした品開発なΒびにӦۀ活動に͓͚る廃棄物の減͓よびϦαΠクルのਪਐを通し、
όϦϡーチΣーン͔Βੜ͡る環境ෛ荷を͕ٿ͏こと͕できるྗとόランスͤ͞る「ݯࢿ॥環100�社ձの実ݱ」を͢ࢦɻ

�� ༰ثแの։ൃɾઃܭɾ࠾༻のجຊతํ͑ߟ
（1）開発・設ܭに当たっͯ、容物の品࣭保࣋、̓ 全Ӵੜと容器แࣗମの҆全性、製品ใのదਖ਼දࣔをલఏに、環境ద性、͓ ٬༷のい

͢͞、༌ૹޮなΒびにࡁܦ性をྀ͢ߟるɻ
（2）採用に当たっͯ、͞ Βに͓٬༷のߪ入・飲用ܗଶ、ൢ ചܗଶ͓よび容物のಛ性にԠ͡たのをબ͢るɻ
�� ༰ثแの։ൃɾઃܭɾ࠾༻ʹͨͬての環境ྀのํ͑ߟ
（1）ௐୡ͔ΒϦαΠクル·での容器แのラΠϑαΠクル全ମでの環境ෛ荷減をਤり、ࣗ વ環境へのӨڹを࠷খݶにえるɻ
用͢るɻをࡐ༩͢るたΊに、ϦαΠクル廃棄͕容қで、環境ෛ荷のগない素دにݱ社ձの実ܕ༗ޮར用、॥環ݯࢿ（2）
（3）素社ձの実ݱにد༩͢るたΊに、容器แ製造͓よび品༌ૹ工ఔでのΤωルΪー用量͓よびԹ室ޮՌΨス発ੜ量のগない素ࡐ

をબఆ͢るɻ
（4）廃棄処理࣌の環境汚છࢭにྀした素ࡐをબఆ͢るɻ
（5）33（発ੜ制・࠶用・࠶ੜར用）、߲࣍にैっͯਪਐ͢るɻ
��� �3ʢൃੜ੍ɾ࠶༻ɾ࠶ੜར༻ʣਪਐのࢦ
（1）発ੜ制（3FEVDF）

�̍�容器แٴびൢചଅਐ用πールのܰ量化にΊ、ࡐ料の用量の減にΊるɻ
�̎�ϦαΠクル࣌廃棄࣌に、ં りたたΈ、ԡしͭͿしにより、できる͚ͩମੵ͕খ͘͞なるよ͏に減容化にΊるɻ
�̏�؆қแへの切り替え、ݸ別แ・֎のলུをਪਐし、แのదਖ਼化にΊるɻ

用（3FVTF）࠶（2）
充填の回͕できる͚ͩଟ͘なるよ͏にΊるɻ࠶用͓よび࠶�̍�
る環境ෛ荷͕できる͚ͩগな͘なるよ͏にΊるɻ充填に࠶用͓よび࠶�̎�

ੜར用（3FDZDMF）࠶（3）
�̍�できる͚ͩ୯Ұ素ࡐを用し、2種Ҏ্の素ࡐを用͢る場߹、容қに分͕Մとなるよ͏にΊるɻ
用͢るよ͏にΊるɻをࡐい素ߴ用ൺのੜ品࠶よび͓ࡐੜ͞Εた素࠶�̎�
�̏�分別排出、分別収集、બ別を容қに͢る༷・σβΠンにΊるɻ

2014年11݄18日改ఆ

環境に配慮した容器包装等設計基本方針

環境・安全・製品安全に関する基本方針

行動指針（一部抜粋）

൫としͯ、製品の研究開جӦ理೦をܦ発߬キϦンάループのڠ
発ஈ֊͔Β製造・ൢച・用・廃棄にࢸる全ラΠϑαΠクルにΘた
り、環境の保͓ޢよびैۀһ・市ຽの҆全と݈߁をՊֶ的؍͔
Βྀしͯۀࣄ活動をӦΉこと、なΒびにফඅऀの҆全をୈҰと
し製品の品্࣭と҆全性の֬保にΊることにより๛͔な社
ձの実ݱに͢ݙߩるɻ� （2012年3݄22日改ਖ਼）

活動に͓͚る҆全の֬保なΒびに環境へのෛ荷の減をਤۀࣄ˙
るととに、原料ߪ入・製造・༌ૹ・ൢച、͞ Βに当社製品のফ
අऀの用・廃棄に͓͚る理ঢ়گをѲし、製品の全ラΠϑ
αΠクルにΘたり、環境・҆全・製品҆全の֬保をਤるɻ

˙৽製品৽ٕज़開発、ٕ ज़Ҡస、৽ۀࣄنల開に͋たり、環境・҆
全アηスϝントなΒびに品࣭アηスϝントを実施し、ܭըஈ֊͔
Β当ٕ֘ज़なΒびに製品の全ラΠϑαΠクルにΘたる、環境・҆
全・製品҆全の֬保にྀ͢るɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ҭڭڥ
環境ݚम ࣾ環境ൃܒ ମܕݧϓϩάϥϜ

キϦンάループで、ै һにରしͯ環境Ϧスクを減͢るたΊۀ
環境研मをܧଓ的に実施しͯい·͢ɻ
環境研मମܥ化し、環境担当ऀ͚の研म、৽入社һなど
の֊別研मに環境ڭҭ͕組Έࠐ·Εͯい·͢ɻ·た、のͮ
り͘ਓࡐ開発ηンλーで実施͢る研मを国キϦンάループに
開์しͯい·͢ɻ
2017年、排水処理࠲ߨで9໊のड͕͋ߨった΄͔、৽入社һ
研मのҰ環としͯ、排水処理、廃棄物理などにͭいͯのૅج
的なߨशձを実施しͯい·͢ɻ
·た、ۀ࢈廃棄物研म$47ઓུ部でମܥ化しͯ実施をしͯい
·͢ɻ2017年、の329ਓ͕ࢀՃし·したɻ

キϦンάループैۀһに「環境」にର͢るڵຯと理ղの෯とਂ͞
をͯ͛Β͏ことを的に、Πンφーίミϡχέーγϣンを実
施しͯい·͢ɻ۩ମ的に、ै Πントラωットࢽձใ͚һۀ
を活用しͯい·͢ɻάループ本社でキϦンの環境のऔり組Έを
հ͢る動ըをσジλルαΠωージにྲྀしͯैۀһの理ղをਂ
Ίͯい·͢ɻ

キϦンάループで、ै の場ͮݧるମ͢؟һ͕社ձ課にணۀ
り͘としͯ、$47研म「社ձ課とき߹͏$47ମܕݧプϩά
ラϜ」を実施しͯい·͢ɻ
2017年、ホップഓで50年Ҏ্のͭな͕りをؠͭ࣋खݝԕ
市、͓ よびϝルγャン͕ࣗ社で理͢るϒυാ「ࢠ（ϚϦ
ί）ϰΟンϠーυ」の͋るా্ݝ市で、実ࡍのۀ࡞Ҭの
ํʑとަྲྀなどを͢ݧܦるதで、キϦン͕औり組Ή社ձとのڞ༗
Ձ造のྫࣄを理ղ͢るプϩάラϜを実施し·したɻ

ࢽձใ͚һۀै
「,*3*/�$47�5*.&4」

 ϓϩάϥϜ ։࠵ Ճਓࢀ

2016年

ԕホップฤ 6݄10日（金）～
11日（） 24໊

ϚϦίϒυฤ
7݄8日（金） 27໊

10݄14日（金） 35໊

2017年

ԕホップฤ 5݄26日（金）～
27日（） 36໊

ϚϦίϒυฤ 9݄22日（金）～
23日（） 31໊

環境研मの༷ࢠ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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エネルギー使用量の換算係数（2014年以前）

グループ全体

地域別集計内訳

事業別集計内訳
GHG排出量の排出係数（2014年以前）

エネルギー使用量の換算係数（2015年以降）

GHG排出量の排出係数（2015年以降）

（1）使用係数

（2）集計範囲

国内 海外
燃料 「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」係数

電力 IEA（International Energy Agency：国際エネルギー機関）などが用いている3.6（MJ/kWh）を使用。

国内 海外
燃料 「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）係数　

電力 各電力事業者が広報する排出係数 当該年のIEA「CO2 Emissions from Fuel Combustion」
より国別の排出係数

国内 海外

燃料 「エネルギーの使用の合理化等に
関する法律」係数

ライオン
・Australia - National Greenhouse Account Factors
・New Zealand - Guidance for Voluntary, Corporate 

Greenhouse Gas Reporting

上記以外 「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」係数

電力 IEA（International Energy Agency：国際エネルギー機関）などが用いている3.6(MJ/kWh)を使用。

国内 海外

燃料
「温室効果ガス排出量算定・
報告マニュアル」

（環境省・経済産業省）係数

ライオン
・Australia - National Greenhouse Account Factors
・New Zealand - Guidance for Voluntary, Corporate 

Greenhouse Gas Reporting

上記以外 「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）係数

電力 ・各電力事業者が広報する排出係数
　→無い場合は、当該年のIEA「CO2 Emissions from Fuel Combustion」より国別の排出係数

環 境 データ算 定 方 法

上記「グループ全体」集計範囲の表を参照。

事業 会社

日本綜合飲料事業

キリン、キリンアンドコミュニケーションズ、キリンエンジニアリング
キリンシティ、キリンテクノシステム
キリンビール、キリンディスティラリー
キリングループロジスティクス、スプリングバレーブルワリー、永昌源
メルシャン、日本リカー、第一アルコール、ワインキュレーション
キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、キリンビバレッジバリューベンダー
北海道キリンビバレッジ、キリンメンテナンス・サービス、キリン・トロピカーナ
キリンビバレッジサービス各社（北海道、仙台、東京、中部、関西）
函館ダイイチベンディング、キリンビバックス、東海ビバレッジサービス

海外綜合飲料事業 麒麟啤酒（珠海）有限公司、ライオン、東麒麟、ミャンマーブルワリー
インターフード、ベトナムキリンビバレッジ、フォアローゼズディスティラリー

医薬・バイオケミカル事業
協和発酵キリン、協和発酵バイオ、協和ファーマケミカル、協和メデックス
協和発酵麒麟（中国）製薬有限公司、BioKyowa Inc.、上海協和アミノ酸有限公司
Thai Kyowa Biotechnologies Co., Ltd.   

その他事業 キリンホールディングス、キリンビジネスエキスパート、キリンビジネスシステム
小岩井乳業、キリンエコー

地域 会社

日本

キリン、キリンアンドコミュニケーションズ、キリンエンジニアリング
キリンシティ、キリンテクノシステム
キリンビール、キリンディスティラリー
キリングループロジスティクス、スプリングバレーブルワリー、永昌源
メルシャン、日本リカー、第一アルコール、ワインキュレーション
キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、キリンビバレッジバリューベンダー
北海道キリンビバレッジ、キリンメンテナンス・サービス、キリン・トロピカーナ
キリンビバレッジサービス各社（北海道、仙台、東京、中部、関西）
函館ダイイチベンディング、キリンビバックス、東海ビバレッジサービス
協和発酵キリン、協和メデックス、協和発酵バイオ、協和ファーマケミカル
キリンホールディングス、キリンビジネスエキスパート、キリンビジネスシステム
小岩井乳業、キリンエコー

オセアニア ライオン

東南アジア ミャンマーブルワリー、インターフード、ベトナムキリンビバレッジ
Thai Kyowa Biotechnologies Co., Ltd.

その他 麒麟啤酒（珠海）有限公司、協和発酵麒麟（中国）製薬有限公司、上海協和アミノ酸有限公司
BioKyowa Inc.、フォアローゼズディスティラリー、東麒麟

※協和発酵キリングループ全体（グローバル）と記載のある場合は、医薬・バイオケミカル事業と同じ範囲を指します。

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

日本綜合
飲料事業

キリンビ ー ル 、キリ
ン物流、キリンディス
ティラリー、キリンエ
ンジニアリング、キリ
ン ビールマーケティ
ング、永昌源、キリン
アンドコミュニ ケ ー
ションズ、キリンテク
ノシステム、キリンシ
ティ、ハイネケン・キリ
ン、メルシャン、ワイン
キュレーション、日本
リカー、第一アルコー
ル、キリンビバレッジ、
信州ビバレッジ

キリン、キリンアンドコ
ミュニケーションズ、
キリンエンジニアリン
グ、キリンシティ、キリ
ンテクノシステム、キリ
ンビール、キリンビー
ルマーケティング、キ
リンディスティラリー、
キリン物流、キリン・
ディアジオ、永昌源、メ
ルシャン、日本リカー、
第一アルコール、ワイ
ンキュレーション、キリ
ンビバレッジ、信州ビ
バレッジ、キリンチルド
ビバレッジ、北海道キ
リンビバレッジ、キリ
ンメンテナンス・サー
ビス、キリンビバレッ
ジサービス各社（北海
道、仙台、東京、中部、
九州）、函館ダイイチ
ベンディング、ビバック
ス

キリン、キリンアンドコ
ミュニケーションズ、
キリンエンジニアリン
グ、キリンシティ、キリ
ンテクノシステム
キリンビール、キリン
ビールマーケティン
グ、キリンディスティラ
リー、キリングループ
ロジスティクス、キリ
ン・ディアジオ、永昌源
メ ル シャン 、日 本リ
カー 、第 一アルコー
ル、ワインキュレーショ
ン
キリンビバレッジ、信州
ビバレッジ、キリンチル
ドビバレッジ、北海道
キリンビバレッジ、キリ
ンメンテナンス・サー
ビス、キリンビバレッ
ジサービス各社（北海
道、仙台、東京、中部、
九州）、函館ダイイチ
ベンディング、ビバック
ス

キリン、キリンアンドコ
ミュニケーションズ、
キリンエンジニアリン
グ、キリンシティ、キリ
ンテクノシステム
キリンビール、キリン
ビ ールマーケティン
グ、キリンディスティラ
リー、キリングループ
ロジスティクス、キリン・
ディアジオ、スプリング
バレーブルワリー
永昌源、メルシャン、
日 本リカー 、第 一 ア
ルコール、ワインキュ
レーション
キリンビバレッジ、信州
ビバレッジ、キリンチル
ドビバレッジ、キリンビ
バレッジバリューベン
ダー、北海道キリンビ
バレッジ、キリンメンテ
ナンス・サービス、キリ
ンビバレッジサービス
各社（北海道、仙台、東
京、中部）、函館ダイイ
チベンディング、キリン
ビバックス

キリン、キリンアンドコ
ミュニケーションズ、キ
リンエンジニアリング
キリンシティ、キリンテ
クノシステム
キリンビール、キリン
ビールマーケティン
グ、キリンディスティラ
リー
キリングループロジス
ティクス、スプリングバ
レーブルワリー、永昌源
メ ル シャン 、日 本リ
カー、第一アルコール、
ワインキュレーション
キリンビバレッジ、信州
ビバレッジ、キリンチル
ドビバレッジ、キリンビ
バレッジバリューベン
ダー
北海道キリンビバレッ
ジ、キリンメンテナン
ス・サービス、キリン・ト
ロピカーナ
キリンビバレッジサー
ビス各社（北海道、仙
台、東京、中部、関西）
函館ダイイチベンディ
ング、キリンビバックス

海外綜合
飲料事業

麒麟（中国）投資有限
公司、麒麟啤酒（珠海）
有限公司、ライオン、ブ
ラジルキリン

麒麟啤酒（珠海）有限
公司、ライオン、ブラ
ジルキリン、インター
フード、ベトナムキリン
ビバレッジ

麒麟啤酒（珠海）有限
公司、ライオン、ブラ
ジルキリン、インター
フード、ベトナムキリン
ビバレッジ

麒麟啤酒（珠海）有限
公司、ライオン、ブラ
ジルキリン、東山農産
加工有限会社、ミャン
マーブルワリー、イン
ターフード、ベトナムキ
リンビバレッジ

麒麟啤酒（珠海）有限
公司、ライオン、ブラジ
ルキリン、東麒麟、ミャ
ンマーブルワリー
インターフード、ベト
ナムキリンビバレッジ、
フォアローゼズディス
ティラリー

医薬・
バイオケミカル
事業

協 和 発 酵 キリン、協
和メデックス、協和発
酵バイオ、第一ファイ
ンケミカル 、麒 麟 鯤
鵬、協和発酵麒麟（中
国 ）製 薬 有 限 公 司 、
BioKyowa、上海協和
アミノ酸有限公司

協和発酵キリン、協和
メデックス、協和発酵
バイオ、第一ファイン
ケミカル、協和発酵麒
麟（中国）製薬有限公
司、BioKyowa Inc.、
上海協和アミノ酸有限
公司

協和発酵キリン、協和
メデックス、協和発酵
バイオ、第一ファイン
ケミカル、協和発酵麒
麟（中国）製薬有限公
司、BioKyowa Inc.、
上海協和アミノ酸有限
公司

協和発酵キリン、協和
メデックス、協和発酵
バイオ、協和ファーマ
ケミカル（旧 第一ファ
インケミカル 2015
年 10 月社 名 変 更 ）、
協 和 発 酵 麒 麟（ 中
国 ）製 薬 有 限 公 司 、
BioKyowa Inc. 、上
海協和アミノ酸有限
公司、Thai Kyowa 
B iotechnolog ies 
Co., Ltd.

協和発酵キリン、協和
メデックス、協和発酵バ
イオ、協和ファーマケミ
カル
協 和 発 酵 麒 麟（ 中
国 ）製 薬 有 限 公 司 、
BioKyowa Inc.、上海
協和アミノ酸有限公司
T h a i  K y o w a 
B iotechnolog ies 
Co., Ltd.

その他事業

キリンホールディング
ス、キリンビジネスエ
キスパート、キリンビ
ジネスシステム、キリ
ン協和フーズ、小岩井
乳業、横浜アリーナ、横
浜赤レンガ、キリンエ
コ ー

キリンホールディング
ス、キリンビジネスエ
キスパート、キリンビ
ジネスシステム、小岩
井乳業、横浜アリーナ、
キリンエコー

キリンホールディング
ス、キリンビジネスエ
キスパート、キリンビ
ジネスシステム、小岩
井乳業、横浜アリーナ、
キリンエコー

キリンホールディング
ス、キリンビジネスエ
キスパート、キリンビ
ジネスシステム、小岩
井乳業、横浜アリーナ、
キリンエコー

キリンホールディング
ス、キリンビジネスエ
キスパート、キリンビ
ジネスシステム
小岩井乳業、横浜ア
リーナ、キリンエコー

過去の報告対象組織の範囲 中期・長期GHG排出量削減目標に対する実績排出量の集計範囲（Scope1、Scope2）
（P.21、P.59、P.60、P.68、P.96、P.97）

中期・長期GHG排出量削減目標に対する実績排出量の集計範囲（Scope3）（P.21、P.59、P.60、P.97）

Scope3排出量の集計範囲（P.60、P.67、P.96、P.97）

事業 会社

日本綜合飲料事業

キリン、キリンアンドコミュニケーションズ、キリンエンジニアリング
キリンシティ、キリンテクノシステム
キリンビール、キリンディスティラリー
キリングループロジスティクス、スプリングバレーブルワリー、永昌源
メルシャン、日本リカー、第一アルコール、ワインキュレーション
キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、キリンビバレッジバリューベンダー
北海道キリンビバレッジ、キリンメンテナンス・サービス、キリン・トロピカーナ
キリンビバレッジサービス各社（北海道、仙台、東京、中部、関西）
函館ダイイチベンディング、キリンビバックス、東海ビバレッジサービス

海外綜合飲料事業 麒麟啤酒（珠海）有限公司、ライオン、東麒麟、ミャンマーブルワリー、インターフード、ベトナムキリ
ンビバレッジ、フォアローゼズディスティラリー

医薬・バイオケミカル事業
協和発酵キリン、協和メデックス、協和発酵バイオ、協和ファーマケミカル
協和発酵麒麟（中国）製薬有限公司、BioKyowa Inc.、上海協和アミノ酸有限公司
Thai Kyowa Biotechnologies Co., Ltd.  

その他事業 キリンホールディングス、キリンビジネスエキスパート、キリンビジネスシステム
小岩井乳業、キリンエコー

事業 会社

日本綜合飲料事業 キリンビール、キリンディスティラリー、キリングループロジスティクス、メルシャン、第一アルコール
キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、キリン

海外綜合飲料事業 ライオン、麒麟啤酒（珠海）有限公司、インターフード、ベトナムキリンビバレッジ
ミャンマーブルワリー※

医薬・バイオケミカル事業 協和発酵キリン、協和発酵バイオ、協和ファーマケミカル、BioKyowa Inc.、上海協和アミノ酸有限公司
協和発酵麒麟（中国）製薬有限公司、Thai Kyowa Biotechnologies Co., Ltd. 

その他事業 小岩井乳業

※2016年よりミャンマーブルワリーの算定結果を報告しています。

事業 会社

日本綜合飲料事業 キリンビール、キリンディスティラリー、キリングループロジスティクス、メルシャン、第一アルコール
キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、キリン

海外綜合飲料事業 ライオン
医薬・バイオケミカル事業 協和発酵キリン、協和発酵バイオ、協和ファーマケミカル、BioKyowa Inc.、上海協和アミノ酸有限公司
その他事業 小岩井乳業

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ຊ૰߹ҿྉۀࣄの༻ਫݪ୯Ґのूൣܭғʢ1���ʣ
ɾάϧʔϓձ໊ࣾߏ  උߟ

キϦンビール �9 ւಓઍࡀ、ઋ、औख、横浜、໊ Ԭ、ࢁԬ、ށլ、神࣎、ݹ
˞キϦンビόレッジ࣎լ工場キϦンビール࣎լ工場にซ設のたΊ、キϦンビール࣎լ工場にؚΉ

キϦンσΟステΟラϦー 1 ఼場ޚ
ϝルγャン 3 ౻、ീ、γャトーϝルγャン（উপ）

キϦンビόレッジ 2 ভೆ、
˞キϦンビόレッジ࣎լ工場キϦンビール࣎լ工場にซ設のたΊ、キϦンビール࣎լ工場にؚΉ

৴भビόレッジ 1

ਫリεΫධՁରۀࣄॴ༁ʢ1���、1���ʣ
ɾάϧʔϓձ໊ࣾߏ ໊ࠃ  උߟ

キϦンビール �日本 8
ઋ、औख、横浜、໊ Ԭ、ࢁԬ、ށլ、神࣎、ݹ
˞キϦンビόレッジ࣎լ工場キϦンビール࣎լ工場にซ設のたΊ、キ
Ϧンビール࣎լ工場にؚΉ

キϦンσΟステΟラϦー 日本 1 ఼場ޚ
ϝルγャン 日本 1 ീ

キϦンビόレッジ 日本 1
ভೆ
˞キϦンビόレッジ࣎լ工場キϦンビール࣎լ工場にซ設のたΊ、キ
Ϧンビール࣎լ工場にؚΉ

৴भビόレッジ 日本 1

発߬キϦンڠ
日本 2 ࢜崎、ߴ

த国 1 発߬ڠ （ྣத国）製ༀ༗࢘ެݶ

発߬όΠオڠ 日本 2 所（Ӊ部）ۀࣄޱࢁ、所（）ۀࣄޱࢁ

ϑΝーϚέミΧルڠ 日本 1 本社

খؠҪೕۀ 日本 1 খؠҪ

#JP,ZPXB�*OD� アϝϦΧ 1
্ւڠアミϊࢎ༗࢘ެݶ த国 1
5IBJ�,ZPXB�
#JPUFDIOPMPHJFT�$P��-UE� λΠ 1

ྣ啤ञ（चւ）༗࢘ެݶ த国 1
Πンλーϑーυ ϕトφϜ 1
ϕトφϜキϦンビόレッジ ϕトφϜ 1
ϑΥアϩーθζσΟステΟラϦー アϝϦΧ 2 -BXSFODFCVSH、$PY�T�$SFFL

ミャンϚーϒルϫϦー ミャンϚー 1
౦ྣ ϒラジル 1 Χンϐーφス

ラΠオン
オーストラϦア 12

#FOUMFZ�.JML、#VSOJF、$BOCFSSB、$BTUMFNBJOF�PFSLJOT�
#SFXFSZ、$IFMTFB�)FJHIUT、+BNFT�#PBH�#SFXFSZ、
-JUUMF�$SFBUVSFT�#SFXFSZ�'SFNBOUMF、.PSXFMM、PFOSJUI、
4NJUIpFME、5PPIFZT�#SFXFSZ、8FTU�&OE�#SFXFSZ

χϡージーランυ 3 PBMNFSTUPO�/PSUI、PSJEF�#SFXFSZ、4QFJHIUT�#SFXFSZ

˞�ओཁۀࣄ所Ҭ別Ϧスク別水用量のάラϑのରൣғにؚΈ·ͤんɻ

ܭձڥ
環境อશίεト� （୯Ґɿඦສԁ）

ྨ ۩ମతͳ༰
ֹࢿ අ༻ֹ

���� ���� ���� ���� ���� ����

ੜ࢈・αービス活動によりۀࣄΤϦアでੜ͡る
環境ෛ荷制のたΊの環境保全ίスト（Լهᶃᶄᶅのܭ） 2909� 1028� 1311� 6727� 4606 5971�

ᶃެࢭίスト େ気汚છ・水࣭汚のࢭ活動、
େ気・水࣭などの分ੳଌఆ 1986� 594� 1093� 3375� 2182� 3229�

ᶄٿ環境
ɹ保全ίスト

ଠཅޫ発ి、$02回収、লΤωルΪー、
ίージΣωレーγϣン΄͔ 639� 242� 147� 1393� 743� 947�

ᶅݯࢿ॥環ίスト 汚泥減量化、廃棄物ݯࢿ࠶化、
用水॥環΄͔ 284� 191� 71� 1959� 1681 1795�

Լ্ྲྀίスト 容器แϦαΠクル法
品化ҕୗඅ用࠶ 1� 2� 0� 530� 532� 40�

理活動ίスト 環境ϚωジϝントγステϜӡ用、
環境ڭҭ、ۀࣄ所化΄͔ 13� 58� 15� 337� 342� 305�

研究開発ίスト 容器ܰ量化、෭࢈物・排水の
環境ෛ荷減にؔ͢る研究開発 50� 0� 24� 157� 99� 105�

社ձ活動ίスト 水のΊ͙Έをकる活動など環境保全活動
අ用、ࣗ વ保ஂޢମへのد΄͔ 0� 1� 3� 86� 65 95�

環境ଛইରԠίスト 0� 0� 0� 0� 0� 0�

ͦのଞ 0� 0� 0� 1� 1� 3�

ܭ 2973� 1088� 1353� 7838� 5645� 6520�

�Ռޮࡁܦ （୯Ґɿඦສԁ）

߲ ༰ ���� ���� ����

༗Ձ物のച٫ֹ 廃棄物ݯࢿ࠶化΄͔ 886� 777 851�

અޮՌֹݯࢿ লΤωルΪー、廃棄物減、লݯࢿ΄͔ 679� 466 418�

集ൣܭғ
2015年ɿ2015年1～12݄キϦン（キϦンビール、キϦンビόレッジ、ଞҰ部ߏձ社をؚΉ）、ڠ発߬キϦン、ڠϝσックス、ڠ発߬ό

Πオ、ڠϑΝーϚέミΧル	چ�ୈҰϑΝΠンέミΧル）、খؠҪೕۀ
2016年ɿ2016年1～12݄キϦン（キϦンビール、キϦンビόレッジ、ଞҰ部ߏձ社をؚΉ）、ڠ発߬キϦン、ڠϝσックス、ڠ発߬ό

Πオ、ڠϑΝーϚέミΧル、খؠҪೕۀ
2017年ɿ2017年1～12݄キϦン（キϦンビール、キϦンビόレッジ、ଞҰ部ߏձ社をؚΉ）、ڠ発߬キϦン、ڠϝσックス、ڠ発߬ό

Πオ、ڠϑΝーϚέミΧル、খؠҪೕۀ
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日本綜合飲料事業主要会社
医薬・バイオ
ケミカル事業キリンビール キリン

ビバレッジ メルシャン

物質総投入量
※リターナブル包装
資材を除く

ｔ 474,153 48,075 84,244 209,815
原料 ｔ 316,953 19,592 62,144 207,011
包装資材 ｔ 157,200 28,483 22,100 2,805

水資源総投入量

m3 11,199,400 967,907 3,390,612 52,487,669
上水（市水） m3 1,642,324 656,546 300,616 1,773,367
工業用水（工水） m3 8,909,350 0 0 31,782,888
河川水 m3 0 0 763 0
地下水 m3 647,726 311,361 3,089,233 18,931,414

水循環的総利用量
※原則、冷却水を除
く

m3 0 352,519 47,316 57,535,820
リユース水 m3 2,555,382 0 47,316 12,266,000
リサイクル水 m3 111,249 352,519 0 45,269,820

エネルギー使用総量
（＝電力＋化石燃料＋新エネルギー＋自給エネルギー） GJ 3,419,594 654,746 399,473 6,098,935

エネルギー
種類別の使用量

購入電力（自家発電電力除く） kWh 127,818,465 34,773,448 13,250,309 295,900,372
自家発電電力量 kWh 143,772,375 15,488,900 630,970 30,457,800
A重油 kL 0 0 7,364 4,979
都市ガス Nm3 59,389,947 7,795,976 1,303,986 24,194,931
LPGガス ｔ 159 73 2 386
石炭 ｔ 0 0 0 0
軽油 kL 462 3,211 3 0
灯油 kL 41 0 2 1,423
ガソリン kL 1,086 1,521 149 39
購入蒸気 GJ 0 0 0 1,925,312
液化天然ガス ｔ 0 0 0 0
天然ガス（LNGを除く） Nm3 0 0 0 0

新エネルギー・
自給エネルギー
使用量

太陽光 GJ 111,226 59,200 0 101,034
バイオマス GJ 0 0 0 0
風力 GJ 0 0 0 0
廃棄物 GJ 0 0 0 0
排水バイオガス GJ 231,430 2,696 0 0

製品生産量（酒類・飲料） 千kL 2,130 437 256 0
製品生産量（医薬・バイオケミカル） ｔ 0 0 0 73,351
総排水量　※冷却水を除く m3 10,414,462 568,548 2,926,669 51,229,523

廃棄物総排出量

ｔ 170,892 8,954 2,552 72,946
場内処理量 ｔ 0 0 725 34,323
廃棄物資源化量 ｔ 170,869 8,954 1,826 38,389
最終処分量 ｔ 23 0 1 234

マテリアルフロー（2017年、主要事業・会社）

マテリアルフロー（2017年、グループ全体）

単位 日本綜合
飲料事業

海外綜合
飲料事業

医薬・バイ
オケミカル
事業

その他
事業

合計

2017年 2016年 2015年

物質

千ｔ 698 1,516 210 30 2,453 2,505 2,894

% 28 62 9 1 100

原料 千ｔ 446 1,053 207 28 1,733 1,746 2,142

包装資材 千ｔ 252 463 3 2 719 759 752

水（淡水のみ）
千m3 18,400 8,317 52,488 440 79,644 81,685 80,695

% 23 10 66 1 100

水循環的利用量 千m3 3,321 255 57,536 0 61,112 54,611 59,939

エネルギー
TJ 5,262 3,254 6,099 158 14,773 13,012 12,517

% 36 22 41 1 100

生産量
酒類・飲料 千kL 3,518 2,194 0 31 5,743 5,798 5,821 

食品／医薬・
バイオケミカル 千t 8 98 73 10 189 179 216 

排水
千m3 15,979 6,010 51,230 369 73,587 73,657 73,582

% 22 8 69 1 100

GHG排出量
（Scope1＋Scope2）

千t-CO2e 318 300 367 15 1,000 1,016 1,007

% 31 30 37 2 100

NOx t 174 226 29 1 431 442 271

SOx t 86 1 8 0.2 95 25 71

廃棄物

千ｔ 195 158 73 1 427 407 342

% 46 37 16 1 100

場内処理量 千ｔ 1 0 34 0 35 27 14

廃棄物資源化量 千ｔ 193 145 38 1 378 368 316

最終処分量 千ｔ 0.6 13 0.2 0 14 12 12

マテリアルバランス

環境戦略 活動内容 資料・データ編
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単位
排水量

下水 河川等への
直接排水

海への
直接排水 その他※ 合計

2013年
千m3 7,104 28,587 41,844 506 78,041

% 9 37 54 1 100

2014年
千m3 7,452 28,934 38,067 302 74,755

% 10 39 51 0.4 100

2015年
千m3 6,273 30,534 36,768 8 73,583

% 9 41 50 0.0 100

2016年
千m3 6,645 29,005 37,898 109 73,657

% 9 39 51 0.1 100

2017年
千m3 7,248 27,679 38,559 102 73,587

% 10 38 52 0.1 100

単位 循環的利用量 循環的利用率（%)リユース水 リサイクル水 合計

2013年
千m3 13,163 41,538 54,701

40
% 24.1 75.9 100.0

2014年
千m3 13,020 43,393 56,413

39
% 23.1 76.9 100.0

2015年
千m3 13,508 46,431 59,939

43
% 22.5 77.5 100.0

2016年
千m3 13,386 41,225 54,611

40
% 24.5 75.5 100.0

2017年
千m3 15,123 45,989 61,112

43
% 24.7 75.3 100.0

日 本 オセアニア 東南アジア その他 合計
2013年 67,501 5,030 333 9,534 82,399
2014年 63,223 5,807 490 9,852 79,372
2015年 63,361 5,444 2,317 9,573 80,695
2016年 62,773 5,514 2,560 10,838 81,685
2017年 61,782 5,469 2,501 9,892 79,644

取水源別年間水使用量の推移（グループ全体）

放出先別排水量の推移（グループ全体）

日本綜合飲料事業の水使用量の推移

※ キリンビバレッジ滋賀工場分はキリンビール滋賀工場と併設のため、キリンビールに含まれています。

※ 外部から供給されている中水

工場・事業所内における水の循環的利用量の推移（グループ全体）

水使用量の推移（地域別）	 （単位：千m3）

水使用量の推移（事業別）	 （単位：千m3）

水使用量・用水原単位の推移（グループ全体）

※森林地への散水

単位 キリンビール キリンディス
ティラリー

キリン
ビバレッジ

信州
ビバレッジ メルシャン 計

2015年
千m3 11,098 1,274 1,309 1,205 5,041 19,928
m3/kL 4.9 3.3 3.4 5.4 39.3 5.92

2016年
千m3 11,006 1,324 1,359 1,297 4,317 19,303
m3/kL 4.97 3.1 2.9 5.2 32.6 5.60

2017年
千m3 11,198 1,383 968 1,374 3,391 18,313
m3/kL 5.3 3.2 2.2 5.2 25.5 5.39

日本綜合飲料事業 海外綜合飲料事業 医薬・バイオケミカル事業 その他事業 合計
2013年 20,034 5,875 56,095 394 82,399
2014年 19,233 6,901 52,875 363 79,372
2015年 20,017 7,505 52,751 422 80,695
2016年 19,391 9,120 52,772 403 81,685
2017年 18,400 8,316 52,488 440 79,644

水使用量（千m3）
用水原単位（売上あたり）（m3/百万円）

日本基準 IFRS
2013年 82,399 37 −
2014年 79,372 36 −
2015年 80,695 37 −
2016年 81,685 39 44
2017年 79,644 − 43

水 資 源

単位
淡 水

合計上水 河川
（工水含む） 地下水 雨水 中水※

（再生水）

2013年
千m3 8,484 42,704 29,036 482 25 80,731

% 11 53 36 1 0.0 100

2014年
千m3 9,476 39,751 28,458 1 28 87,380

% 11 45 33 0.0 0.0 89

2015年
千m3 10,158 40,374 28,461 0 30 79,023

% 13 51 36 0.0 0.0 100

2016年
千m3 9,949 41,375 29,829 2 8 81,163

% 12 51 37 0.0 0.0 100

2017年
千m3 9,768 42,150 27,725 1 0 79,644

% 12 53 35 0.0 0.0 100
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容器包装の資源利用量

容器別資源利用量（日本綜合飲料事業）	 （単位：ｔ）

リターナブルびん販売回収状況（キリンビール）
販売量（百万本） 回収量（百万本） 回収率（％）

2013年 285.7 285.5 100

2014年 263.1 261.7 99

2015年 248.7 247.1 99

2016年 232.0 232.7 100

2017年 224.6 227.8 101

※ 主要なリターナブルびん（大びん、中びん、小びん）の集計値。
※ キリンビールでは、ビールびん、業務用生大樽の再使用に取り組んでいます。容器の多様化に伴いリターナブルびんの使用量は減少してい

ますが、その回収率は99%を超えています。また、キリンビバレッジでも、「キリンレモン」などでリターナブルびんを採用し、回収率はほぼ
100%となっています。

容器包装 キリングループは容器リサイクルに関する国内の業界団体と連携して取り組みを推進しています。

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 目標※

アルミ缶

消費重量（千t） 301 304 313 332 341 ─

再資源化重量（千t） 285 255 273 299 315 ─

リサイクル率（％） 94.7 83.8 87.4 90.1 92.4 90%以上

スチール缶

消費重量（千t） 664 611 571 486 463 ─

再資源化重量（千t） 603 567 525 451 435 ─

リサイクル率（％） 90.8 92.9 92.0 92.9 94.0 85%以上

ペットボトル

指定ペットボトル販売量（千t） 583 578.706 569 563 596 ─

国内再資源化量（千t） 254 258 271 262 279 ─

海外再資源化量（千t） 241 239 199 227 221 ─

使用済ペットボトル再資源化量（千t） 495 497 470 489 500  ─

リサイクル率（%） 85.0 85.8 82.6 86.9 83.9 85%以上

ガラスびん

総溶解量（千t） 1693 1702 1652 1618 1606 ─

カレット使用量（千t） 1285 1274 1230 1228 1211 ─

カレット使用率（％） 75.9 74.8 74.4 75.9 75.4 90%以上

リサイクル率（%） 68.1 67.3 69.8 68.4 71.0 ─

※ 第2次自主行動計画のリサイクル目標。

（参考）国内におけるその他容器のリサイクル率等の推移

単位 日本綜合飲料事業 海外綜合飲料事業 医薬・
バイオケミカル事業 その他事業 合計

2013年
千t 319 358 3 3 683
% 46.7 52.4 0.4 0.4 100

2014年
千t 326 378 3 2 709
% 46.0 53.3 0.4 0.3 100

2015年
千t 350 398 2 2 752
% 46.6 52.9 0.3 0.2 100

2016年
千t 259 496 3 2 759
% 34.1 65.4 0.4 0.2 100

2017年
千t 252 463 3 2 719
% 35.0 64.4 0.4 0.2 100

アルミ缶 ペットボトル ガラスびん カートン 6缶パック

2013年
削減量 17,492 8,071 588 5,405 2,870 
使用量 84,495 58,378 24,799 93,836 16,985 

2014年
削減量 19,295 8,771 606 5,187 2,691 
使用量 80,040 61,165 34,328 95,707 16,075 

2015年
削減量 18,908 9,517 792 5,598 3,758 
使用量 82,605 58,866 32,668 102,113 15,522 

2016年
削減量 18,795 11,326 960 8,012 3,564 
使用量 80,430 63,000 33,532 111,631 14,803 

2017年
削減量 30,031 7,710 1,332 8,792 3,444 
使用量 78,210 60,561 31,276 102,693 14,499 

※削減量はキリンビール、キリンビバレッジの合計、使用量はキリンビール、キリンビバレッジ、メルシャンの合計です。
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˙4DPQF̍ ʢతഉग़ʣɹ 4DPQF̎ ʢΤωϧΪʔのར༻ʹ͏ؒతഉग़ʣ
()(ഉग़ྔのਪҠ

()(ഉग़ྔのਪҠʢۀࣄผʣ� （୯ҐɿઍU$02F）

ຊ૰߹
ҿྉۀࣄ

ւ֎૰߹
ҿྉۀࣄ

ҩༀɾ
όΠΦέϛΧϧۀࣄ ͦͷଞۀࣄ ܭ߹

2013年 332� 310� 357� 23� 1022�

2014年 325� 280� 341� 20� 966�

2015年 327� 297� 364� 19� 1007�

2016年 329� 304� 367� 16� 1016�

2017年 317� 300� 367� 17� 1000

()(ഉग़ ʢྔઍU$0�Fʣ ()(ഉग़ݪ୯Ґʢച্ऩӹ͋ͨΓʣʢU$0�F�ඦສԁʣ

ʢ͏ͪ$0�ʣ ຊج४ *'34

2013年 1022� 	1140
 0�45 �

2014年 966� 	1102
 0�44 ʵ

2015年 1007� （1004） 0�46 ʵ

2016年 1016� （1013） 0�49 0�55�

2017年 1000 （999） ʵ 0�54�

()(ഉग़ ɾྔഉग़ݪ୯ҐのਪҠʢάϧʔϓશମʣ

�ຊ ΦηΞχΞ ౦ೆΞδΞ ͦͷଞ ܭ߹

2013年 622� 292� 6� 102� 1022�

2014年 603� 258� 9� 96� 966�

2015年 601� 258� 32� 116� 1007�

2016年 597� 251� 46� 122� 1016�

2017年 584� 247� 49 120� 1000�

()(ഉग़ྔのਪҠʢҬผʣ� （୯ҐɿઍU$02F）

ٿԹஆԽ

ভೆ
()(ഉग़ ʢྔઍU$0�Fʣ ()(ഉग़ݪ୯ҐʢLH$0�F�L-ʣ

2013年 27 76
2014年 26 83
2015年 28 90
2016年 31 77
2017年 28 64

()(ഉग़ ʢྔઍU$0�Fʣ

2013年 33
2014年 25
2015年 25
2016年 26
2017年 29

ʢCʣ�キリンϏόϨοδ

ʢDʣ�ϝϧγϟン

()(ഉग़ ʢྔઍU$0�Fʣ ()(ഉग़ݪ୯ҐʢLH$0�F�L-ʣ
2013年 184 84
2014年 180 83
2015年 177 79
2016年 174 80
2017年 170 80

͔Βの()(ഉग़ ɾྔഉग़ݪ୯ҐのਪҠ
ʢBʣ�キリンϏʔϧ

ΤωϧΪʔ༻ྔのਪҠʢάϧʔϓશମʣ

ΤωϧΪʔछผ༻ྔ ��1� ��1� ��15 ��1� ��1�
૯用量（5+） 15636 15479 15607 15581 14773
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ΨιϦン（L-） 8260 5483 6100 5168 3600
౮༉（L-） 114 94 87 166 1466
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ॏ༉（L-） 21032 19475 16993 16513 12476
-P(（U） 4218 4278 4883 4724 3719
市Ψス（ઍ/N3） 107394 106862 108431 111648 110950
-/(（U） 1122 0 0 0 0
入ిߪ （ྗ.8I） 1067268 1042546 1032641 1060371 816201
ੜՄి࠶ （ྗ.8I） 1026 937 815 843 937
入ৠ気（5+）ߪ 2120 2144 2100 2084 1925
ͦのଞ（5+） 4280 3241 3187 2941 1761

ɹ�を͚ͯいる2017年度の実、,P.(͋ͣ͞αステφビϦテΟによる、国ࡍ保証ۀج४（*4"&）
3000、*4&"3410に४ڌしたୈऀࡾの保証をड͚ͯい· ɻ͢
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˙4DPQF�ʢΤωϧΪʔのར༻ʹ͏ؒతഉग़ʣ
ిྗ͓Αͼৠؾのߪೖʹ͏()(ഉग़ྔのਪҠʢۀࣄผʣ� （୯ҐɿઍU$02F）

ిྗ͓Αͼৠؾのߪೖʹ͏()(ഉग़ྔのਪҠʢҬผʣ	 （୯ҐɿઍU$02F）

ຊ૰߹
ҿྉۀࣄ

ւ֎૰߹
ҿྉۀࣄ

ҩༀɾ
όΠΦέϛΧϧۀࣄ ͦͷଞۀࣄ ܭ߹

2013年 115� 213� 284� 17� 629�
2014年 115� 197� 270� 14� 596�
2015年 112� 191� 299� 13� 615�
2016年 110� 192� 301� 11� 614�
2017年 92� 192� 298 12� 594�

()(ഉग़ྔの༁͓ΑͼਪҠ

೩ྉの༻ʹ͏()(ഉग़ྔのਪҠʢۀࣄผʣ� （୯ҐɿઍU$02F）

��ғP�90ൣܭผʣ集ۀࣄಈʹؔ࿈すΔଞऀの$0�ഉग़ྔのਪҠʢ׆ۀࣄ （୯ҐɿઍU$02）

4DPQF�ʹ ͓͚Δ()(ഉग़ྔの༁� （୯ҐɿઍU$02F）

�ғP�90ൣܭಈʹؔ࿈すΔଞऀの$0�ഉग़ྔのਪҠʢҬผʣ�集׆ۀࣄ （୯ҐɿઍU$02）

೩ྉの༻ʹ͏()(ഉग़ྔのਪҠʢҬผʣ� （୯ҐɿઍU$02F）

ຊ૰߹
ҿྉۀࣄ

ւ֎૰߹
ҿྉۀࣄ

ҩༀɾ
όΠΦέϛΧϧۀࣄ ͦͷଞۀࣄ ܭ߹

2013年 218� 97� 72� 6� 393�
2014年 210� 83� 71� 6� 370�
2015年 215� 106� 65� 5� 391�
2016年 219� 112� 65� 5� 402�
2017年 224 108 69� 5� 406�

ຊ૰߹
ҿྉۀࣄ

ւ֎૰߹
ҿྉۀࣄ

ҩༀɾ
όΠΦέϛΧϧۀࣄ ͦͷଞۀࣄ ܭ߹

2013年 2857� 972� 245� 50� 4124�
2014年 2784� 921� 299� 126� 4130�
2015年 2930� 834� 242� 68� 4074�
2016年 2966� 913� 246� 67� 4192�
2017年 2802� 1217� 265� 63� 4347�

ೋࢎԽૉ
ʢ$0�ʣ

ϝλϯ
ʢ$)�ʣ

ҰࢎԽೋૉ
ʢ/�0ʣ

ϋΠυϩ
ϑϧΦϩΧʔϘϯ

ʢ)'$Tʣ

ύʔ
ϑϧΦϩΧʔϘϯ

ʢ1'$Tʣ
ϑοԽེԫ
ʢ4'�ʣ

406� �0�1 �0�1 �0�1 0 0

ຊ ΦηΞχΞ ౦ೆΞδΞ ͦͷଞ ܭ߹
2013年 264� 89� 3� 38� 393�
2014年 253� 73� 5� 40� 370�
2015年 255� 82� 17� 37� 392�
2016年 260� 77� 18� 47� 402�
2017年 267� 74 21� 44 406�

ຊ ΦηΞχΞ ౦ೆΞδΞ ͦͷଞ ܭ߹
2013年 358� 203� 4� 65� 629�
2014年 350� 186� 4� 56� 596�
2015年 345� 176� 15� 79� 615�
2016年 337� 174� 28� 75� 614�
2017年 317� 173� 28� 75� 594�

ຊ ΦηΞχΞ ౦ೆΞδΞ ͦͷଞ ܭ߹
2013年 3129 970� 1� 24� 4124
2014年 3172� 920� 1� 39� 4131
2015年 3203� 833� 0�4� 39� 4074
2016年 3234� 800� 112� 44� 4191
2017年 3072� 1083� 133� 59� 4347

˙4DPQF̍ ʢతഉग़ʣ

˙4DPQF�ʢͦのଞのؒతഉग़ʣ

ۀࣄ ຊ૰߹ҿྉۀࣄ ҩༀɾ
όΠΦέϛΧϧۀࣄ ͦͷଞۀࣄ ܭ߹

2012年
༌ૹ量（ઍ̓ キϩ） 1289146 ˞ɻ2 37062 1326208
$02排出量（ઍ̓ �$02） 107 ˞ɻ2 6 113

2013年
༌ૹ量（ઍ̓ キϩ） 1449709 ˞ɻ2 ˞ɻ3 1449709
$02排出量（ઍ̓ �$02） 124 ˞ɻ2 ˞ɻ3 124

2014年
༌ૹ量（ઍ̓ キϩ） 1395580 ˞ɻ2 ˞ɻ3 1395580
$02排出量（ઍ̓ �$02） 116 ˞ɻ2 ˞ɻ3 116

2015年
༌ૹ量（ઍ̓ キϩ） 1481459 ˞ɻ2 ˞ɻ3 1481459
$02排出量（ઍ̓ �$02） 125 ˞ɻ2 ˞ɻ3 125

2016年
༌ૹ量（ઍ̓ キϩ） 1559015 ˞ɻ2 ˞ɻ3 1559015

$02排出量（ઍ̓ �$02） 131 ˞ɻ2 ˞ɻ3 131

༌ૹ ɾྔ༌ૹڑ͓Αͼ༌ૹʹ͏$0�ഉग़ྔ˞�のਪҠ	ࠃʣ

1˞�集ؒظܭ、֤ 年ڞに4݄～ཌ年3݄ɻ「ΤωルΪーの用の߹理化にؔ͢る法」のࢉఆج४にԊい、ಛఆ荷ओのใࠂରൣғでࢉఆɻɹ
˞2�2011年の化ֶۀࣄৡにい༌ૹに͏$02排出量͕減গしたこと͔Β、2012年より集ܭର֎とし·したɻ
˞3�2011年のߏ造改ֵに͏$02排出量͕減গしたこと͔Β、2013年より集ܭର֎とし·したɻ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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第三者保証
キリングループは、情報の信頼性・透明性の確保を目的として第三者による保証を受けています。
2017年はキリングループ全体のScope1、Scope２、および日本綜合飲料事業のScope３排出量につい
て、第三者保証を取得しています。第三者保証報告書は、114ページをご覧ください。

キリングループ全体のScope1、Scope2算定結果※1（2017年）	 （単位:tCO2e/年）

日本綜合飲料事業のScope3算定結果※2（2017年）	 （単位:tCO2/年）

上流／下流 Scope3のカテゴリー 算定結果 備考

上流

1 購入した製品・サービス  1,600,635 原料・資材の購入量にそれぞれの原料・資材の製造時の
CO2排出原単位を乗じて算定

2 資本財  - 算定していない

3 Scope1,2 に含まれない燃料およ
びエネルギー関連活動  50,704 燃料や電力の購入量にエネルギー種別のCO2排出原単

位を乗じて算定

4 輸送・配送（上流）  325,905 

荷主としての製品出荷量および原料・資材の購入量に輸
送距離を乗じ、輸送手段別のCO2排出原単位を乗じて
算定
（なお、荷主としての製品出荷量に基づくCO2排出量は
2016年度データを用いて算出）

5 事業から出る廃棄物  9,668 廃棄物排出量等に廃棄処理方法別のCO2排出原単位を
乗じて算定

6 出張  2,208 従業員数に移動方法別の平均年間移動距離を乗じ、移
動方法毎のCO2排出原単位を乗じて算定

7 雇用者の通勤  6,275 従業員数に移動方法別の平均年間移動距離を乗じ、移
動方法毎のCO2排出原単位を乗じて算定

8 リース資産（上流）  - Scope１、２に含む

下流 

9 輸送・配送（下流）  731,276 

販売先：製品販売量に販売形態別の販売時のCO2排出
原単位を乗じて算定

自販機：稼働自販機の推定電力消費量に電力のCO2排
出係数を乗じて算定

10 販売した製品の加工  - 該当せず

11 販売した製品の使用  21,588 製品販売量に家庭等での製品単位量当たりの推定電力
消費量と電力のCO2排出係数を乗じて算定

12 販売した製品の廃棄  53,715 容器包装の排出量に容器包装種別のCO2排出原単位を
乗じて算定

13 リース資産（下流）  - 該当せず
14 フランチャイズ  - 該当せず
15 投資  - 該当せず

合計  2,801,973 

※1 Scope1、2排出量の算定方法
・燃料：ライオンは、オーストラリア政府・ニュージーランド政府が定める算定基準に沿って算定。

上記以外は日本の「地球温暖化対策の推進に関する法律」および「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」の算定基準に沿って算定。
・電力：購入電力量に各電力事業者が広報するCO2排出係数（広報値が無い場合はIEA公表の国別排出係数）を乗じて算定。
・GHG排出量には、販売電力分のGHG 排出量を含む。

※2 算定対象会社：キリンビール、キリンディスティラリー、キリングループロジスティクス、キリンビバレッジ、信州ビバレッジ、メルシャン、第一アルコール、キリン

Scope１ Scope2
406,181 593,877

カテゴリー 2017年

Scope1 372

Scope2 575

Scope3

4,213,387 

上流

1 購入した製品・サービス 2,549,052 

2 資本財 0 

3 Scope1,2 に含まれない燃料およ
びエネルギー関連活動 145,275 

4 輸送、配送（上流） 362,071 

5 事業から出る廃棄物 37,194 

6 出張 10,145 

7 雇用者の通勤 10,107 

8 リース資産（上流） 0 

下流

9 輸送、配送（下流） 941,234 

10 販売した製品の加工 0 

11 販売した製品の使用 32,958 

12 販売した製品の廃棄 125,352 

13 リース資産（下流） 0 

14 フランチャイズ 0 

15 投資 0 

バリューチェーン全体のGHG排出量合計 5,160

増減比率（対2015年比） +3.3%

SBTによるGHG削減中期目標※3に対する進捗（2017年）	集計範囲はP.90

※3 2030年までに2015年比で30%削減。

（単位：千tCO2e）

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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ଠཅޫൃి όΠΦΨεϘΠϥʔ
όΠΦΨεΤϯδϯࣜ
ίʔδΣωϨʔγϣϯ

γεςϜ

キϦンビール

ւಓઍࡀ工場 ─ ˓ɹ2009年 ─

ઋ工場 ─ ─ ˓ɹ2005年

औख工場 �˓�2007年（20�L8） ˓ɹ1999年 ˓ɹ2006年

横浜工場 �˓�2006年（30�L8） ˓ɹ2008年 ˓ɹ2004年

工場ݹ໊ �˓�2008年（20�L8） ─ ˓ɹ2009年

լ工場࣎ �˓�2006年（10�L8） ˓ɹ2009年 ─

神ށ工場 �˓�2005年（20�L8） ˓ɹ1996年 ˓ɹ2002年

Ԭࢁ工場 �˓�2007年（20�L8） ˓ɹ2011年 ˓ɹ2007年

Ԭ工場 �˓�2006年（20�L8） ˓ɹ2012年 ˓ɹ2006年

キϦンビόレッジ ভೆ工場 �˓�2006年（60�L8） ˓ɹ2014年 ─

発߬キϦンڠ

౦ژϦαーチパーク �˓�2010年（20�L8） ─ ─

崎工場ߴ �˓�2013年（30�L8） ─ ─

࢜Ϧαーチパーク �˓�2008年（20�L8） ─ ─

Ӊ部工場 �˓�2012年（45L8） ─ ─

খؠҪೕۀ খؠҪ工場 �˓�1996年（10�L8） ─ ─

৴भビόレッジ 本社工場 ˓�2015年（8�8L8） ─ ─

$0�ഉग़ྔݮのͨΊのಋೖٕज़、ಋೖઃඋʢࠃʣ

্、ੜՄΤωルΪーにͭいͯ࠶˞ 980ఆ格出ྗ1）ۀࣄの΄͔、2007年よりキϦンビール͕横浜市෩ྗ発ిهL8）にಛ別ࢍڠを実
施ɻ

˞キϦンビール、キϦンビόレッジで、排水処理にݏ気処理設備を導入しͯい·͕͢、このࡍに෭ੜ物としͯϝλンをओ分と͢るόΠ
オΨス͕回収でき·͢ɻこのόΠオΨス࠶ੜՄΤωルΪーで、ίージΣωレーγϣンϘΠラーの೩料と͢ることで$02の排出制
にݙߩしͯい·͢ɻ

ؒফඅిྗ ʢྔ୯ҐɿL8I�ʣ

2012年 873�

2013年 804�

2014年 726�

2015年 708�

2016年 724�

ग़ՙ�͋ͨりのؒফඅిྗྔのਪҠػɾϘトϧҿྉࣗಈൢച؈

όΠΦΨεൃిྔ
ʢ୯ҐɿඦສL8I


όΠΦΨεൃੜྔ
ʢ୯Ґɿઍ/N�ʣ

2013年 20�7 9237

2014年 19�9 8588

2015年 19�6 8967

2016年 21�2 8593

2017年 16�0 7278

キリンϏʔϧのόイΦΨεൃిྔ、όイΦΨεൃੜྔのਪҠ

出యɿ日本ࣗ動ൢചػ工ۀձ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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メタノール アセトン PRTR法対象物質 酢酸エチル他 合計
2013年 338 51 41 63 494

2014年 373 33 64 138 608

2015年 376 32 57 105 570

2016年 324 21 55 88 488

2017年 417 21 62 97 596

廃棄物発生量
（千ｔ）

場内処理量
（千ｔ）

廃棄物資源化量
（千ｔ）

最終処分量
（千ｔ）

再資源化率
（％）

2013年 226 21 204 0.5 99.8

2014年 244 20 224 0.4 99.8

2015年 228 14 213 0.5 99.8

2016年 237 17 219 0.4 99.8

2017年 243 24 219 0.6 99.7 

NOx SOx
2013年 341 64

2014年 275 53

2015年 271 71

2016年 442 64

2017年 431 95

VOC排出量の推移（国内医薬・バイオケミカル事業）	 （単位：ｔ）

大気汚染物質の排出量の推移
NOx、SOx排出量の推移（グループ全体）	 （単位：ｔ）

廃棄物発生量と再資源化率の推移（国内）

日本綜合飲料事業 海外綜合飲料事業 医薬・
バイオケミカル事業 その他事業 合計

195
(45.7)

158
(37.0)

73 
(17.1)

1 
（0.2）

427
(100.0)

廃棄物発生量（2017年）	 （単位：千t   カッコ内は%）

廃棄物削減と汚染の防止

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント
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9 アクϦϩχトϦル˞̍ 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
11� アジ化φトϦϜ 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
13 アηトχトϦル 0�03 0�31 0�00 0�02 0�36 0�00 0�02 0�36 0�00
20 2�アミϊΤλϊール 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
35 Πιϒチルアルσώυ˞̎ 0�00 0�00 0�00
53 Τチルϕンθン 1�60 0�00 0�00 4�66 0�00 0�00 4�80 0�00 0�00
71 Ԙ化ୈೋమ 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
80 キγレン 2�35 0�00 0�00 4�95 0�00 0�00 5�05 0�00 0�00
127 クϩϩホルϜ˞̍ 4�32 0�07 0�00 0�02 0�00 0�00 0�00 0�15 0�00
137 γアφミυ 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00

144� ແػγアン化߹物
（Ԙをআ͘ࢎԘ͓よびγアンࡨ） 0�00 0�00 0�00

150� 14�ジオキαンɹ 0�00 0�00 0�00
157 12rジクϩϩΤλン˞̍ 0�00 0�00 0�00 3�15 0�00 0�00
186 ジクϩϩϝλン˞̍ 0�79 0�00 0�00 1�57 0�00 0�00 1�42 0�00 0�00
215 26rジϝチルアχϦン 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
218 ジϝチルアミン 0�05 0�12 0�00 0�00 0�00 0�00 0�07 0�17 0�00
232 //�ジϝチルホルϜアミυ 2�17 0�40 0�00 1�14 0�30 0�00 0�36 0�13 0�00
234� ष素 0�00 0�00 0�00
275 υσγルེࢎφトϦϜ˞̎ 0�00 0�01 0�00 0�00 0�02 0�00
281� トϦクϩϩΤチレン˞̎ 0�00 0�00 0�00
300 トルΤン 37�82 0�03 0�00 32�82 0�02 0�00 35�62 0�02 0�00
308 χッέル 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
309 χッέル化߹物 0�00 0�13 0�00 0�00 0�09 0�00 0�00 0�14 0�00
342 ϐϦジン 0�01 0�09 0�00
349 ϑΣϊール 0�00 0�00 0�00
392 ϊルϚル�ϔキαン˞̎ 7�54 0�00 0�00 9�16 0�00 0�00 10�79 0�00 0�00
398� ϕンジルʹクϩϦυ 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
405 ΄͏素化߹物 0�00 3�63 0�00 0�00 3�59 0�00 0�00 3�99 0�00
411 ホルϜアルσώυ˞̍ 0�01 0�00 0�00 0�01 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00
438 ϝチルφϑλレン 0�27 0�00 0�00 0�29 0�00 0�00 0�28 0�00 0�00

߹ɹܭ 56�95 4�70 0�00 54�64 4�47 0�00 61�56 4�96 0�00
243 μΠオキγン （ྨNH�5&2） 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00 0�00

1353๏ୈ छ̍ࢦఆԽֶ࣭ഉग़ྔのਪҠʢࠃҩༀ、όイΦέϛΧϧۀࣄʣ （୯Ґɿ̓ ）

1˞�化ֶۀք͕ఆΊた12化ֶ物࣭にؚ·Εる物࣭��
˞2��P353法改ਖ਼により2010年度͔Β৽نにୈ1種ࢦఆ化ֶ物࣭にՃ͞Εたの
˞3��0ɿ用実͋り、排出なしɹσーλなしɿ用実なし
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発߬όΠオڠɹɹɹ（ϝσックスをؚΉڠ）発߬キϦンڠϑΝーϚέミΧルɹɹɹڠ

1353�๏ୈ�छࢦఆԽֶ࣭ഉग़ྔのਪҠ

Խֶ࣭ཧ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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 ΤωϧΪʔݪ୯Ґ
ʢ(+�̺ -ʣ

༻ਫݪ୯Ґ
ʢN��L-ʣ

()(ഉग़ݪ୯Ґ
ʢLH$0�F�L-ʣ

ഉਫݪ୯Ґ
ʢN��L-ʣ

ւಓઍࡀ工場 1�4 4�3 120 1�9

ઋ工場 1�5 11�0 97 11�5

औख工場 1�2 4�9 53 4�4

横浜工場 1�9 6�2 94 4�6

工場ݹ໊ 1�4 5�0 85 4�5

˞լ工場࣎ 1�3 4�3 102 3�9

神ށ工場 1�2 3�8 79 5�1

Ԭࢁ工場 1�3 5�3 75 4�7

Ԭ工場 1�3 4�5 66 4�5

キリンϏʔϧʢ����ʣ

ϝϧγϟンʢ����ʣ

キリンϏόϨοδʢ˞����ʣ

༻ਫ༻ྔ
ʢઍN�ʣ

()(ഉग़ྔ
ʢઍU$0�Fʣ

ഇغഉग़ྔ
ʢ̓ ʣ

Խݯࢿ࠶
ʢˋʣ

ভೆ工場 968 28 8954 100

༻ਫ༻ྔ
ʢઍN�ʣ

()(ഉग़ྔ
ʢઍU$0�Fʣ

ഇغഉग़ྔ
ʢ̓ ʣ

Խݯࢿ࠶
ʢˋʣ

౻工場 300� 8� 266� 100

ീ工場 3044 21� 2178 100

γャトー・ϝルγャン 46 0�4 40� 100

˞�キϦンビόレッジ࣎լ工場分キϦンビール࣎լ工場とซ設のたΊ、キϦンビールにؚ·Εͯい·͢ɻ

˞�原༉ࢉ

ൃ߬キリンάϧʔϓʢ����ʣڠ

αΠτσʔλ


ΤωϧΪʔݪ୯Ґ ਫ༻ྔ

ʢઍN�ʣ
$0�ഉग़ྔ
ʢ̓ ʣ

ഇغൃੜྔ
ʢ̓ ʣྔ ୯Ґ

発߬キϦンڠ
౦ژϦαーチパーク 0�08 L-˞�N2চ面ੵ 21 3354 72

発߬キϦンڠ
࢜工場・࢜Ϧαーチパーク
（$.$研究ηンλーをؚΉ）

0�18 L-˞�N2চ面ੵ 2636 22964 437

�発߬キϦンڠ
崎工場ߴ 0�21 L-˞�N2চ面ੵ 295 22327 371

発߬キϦンڠ
Ӊ部工場 26�40 L-˞�U�ੜ࢈量 88 9349 221

発߬όΠオɹڠ
所�ۀࣄޱࢁ 0�91 L-˞�U�ੜ࢈量 19982 123925 16013

発߬όΠオڠ
所�Ӊ部ۀࣄޱࢁ 5�60 L-˞�U�ੜ࢈量 16518 35631 28561

ϑΝーϚέミΧルڠ 10�40 L-˞�U�ੜ࢈量 3336 27500 1579

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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2018年6݄ࡏݱのঢ়گで͢ɻ

ຊ

˞ࠃ

ւ֎

ձࣾۀࣄ ॴۀࣄ छྨ

キϦンビール ౷߹ೝ証 ݴద߹એݾࣗ

キϦンビόレッジ ౷߹ೝ証 ݴద߹એݾࣗ

ϝルγャン ౷߹ೝ証 ݴద߹એݾࣗ

キϦンσΟステΟラϦー ޚ఼࢜場ۀࣄ所 ݴద߹એݾࣗ

キϦンテクϊγステϜ 本社、川崎ۀࣄ所 ୈऀࡾೝ証

キϦンΤンジχアϦンά 本社 ࣗओӡӦ

খؠҪೕۀ ౷߹ೝ証 ୈऀࡾೝ証

৴भビόレッジ 本社工場 ୈऀࡾೝ証

発߬キϦンڠ 本社ߴ、 崎工場、Ӊ部工場、౦ژϦαーチパーク、ۀࣄ࢜
場、ڠキϦンプラスۀࣄ࢜所 ୈऀࡾೝ証

発߬όΠオڠ 本社、ۀࣄޱࢁ所、ۀࣄޱࢁ所Ӊ部、ϔルスέアӜ工
場、ϔルスέア品開発ηンλー ୈऀࡾೝ証

ϑΝーϚέミΧルڠ ϑΝーϚέミΧルڠ ୈऀࡾೝ証

ॴۀࣄ

ୈऀࡾೝ証औಘۀࣄ所 18

所ۀࣄݴద߹એݾࣗ 17

ࣗओ理ۀࣄ所 1

ॴۀࣄ

ೝ証औಘۀࣄ所 27

ೝ証実औಘۀࣄ所 14

ձࣾۀࣄ ॴۀࣄ छྨ

ラΠオン（オーストラϦア）

'SFNBOUMF、(FFMPOH
0�$POOPS、.BMU�4IPWFM
$BTUMFNBJOF、#PBH�T
8FTU�&OE、5PPIFZT

ୈऀࡾೝ証

ラΠオン（χϡージーランυ） 5IF�PSJEF、PBOIFBE、8JUIFS�)JMMT ୈऀࡾೝ証

ラΠオン（σアϦーϑΝーϚー）
-FFUPO、4NJUIpFME、#VSOJF
,JOH�*TMBOE、.PSXFMM、8FUIFSJMM�PBSL、$BOCFSSB
$SFTUNFBE、.BMBOEB、PFOSJUI、4BMJTCVSZ

ୈऀࡾೝ証

ϕトφϜキϦンビόレッジ ϕトφϜキϦンビόレッジ ୈऀࡾೝ証

ྣ啤ञ（चւ）༗࢘ެݶ 金ఞ工場 ୈऀࡾೝ証

.ZBONBS�#SFXFSZ .ZBONBS�#SFXFSZ ୈऀࡾೝ証

発߬キϦンڠ 5IBJ�,ZPXB�#JPUFDIOPMPHJFT�$P��-UE� ୈऀࡾೝ証

౦ྣ ౦ࢁ࢈ ୈऀࡾೝ証

˞౷߹ೝ証の場߹本社と工場をۀࣄ所としͯࢉ出しͯい·͢ɻ

گϚωδϝϯτೝূऔಘঢ়ڥ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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2009年

「キϦンάループ素ۀا
アクγϣンプラン」をࡦఆɻό
ϦϡーチΣーンで1990年ൺ
2050年に減のඪɻ
キϦンホールσΟンάス$43
ਪਐ部を$43・品࣭ਪਐ部に改
組、キϦンビールに$43ਪਐ部
設置（3݄）
発߬キϦン*4014001౷ڠ
߹ೝ証औಘ（5݄）

ྛ水࢈ল・国ՈプϩジΣクト
のόΠオΤλϊールेউプラン
トॡ工（5݄）
「ΤίϑΝーストਪਐٞڠձ」͕
発し、キϦンビール社͕ٞ
にब（12݄）

キϦンビール、6缶パック൘ࢴに
γϣートΨηットλΠプを採用

キϦンビόレッジ、Ϙルωオ保
全トラストジャパンとڞಉでϘ
ルωオࢧԉࣗൢػ設置開始

2008年

キϦンビール*4014001౷߹ೝ
証औಘ（6݄）
キϦンάループ環境ํ改గ
（10݄）
キϦンビόレッジ本社 * 4 0�
14001औಘ（12݄）
「素ۀاάループ」を$43
のபとしͯ設ఆ

環境ෛ荷減をࢦし、ւಓ
۠Ұ部でキϦンビールとαッ
ϙϩビールとのڞಉૹを開
始
キϦンビール社「Τί・ϑΝース
トのଋ」એݴにより環境ল「Τ
ί・ϑΝースト制度」の製造ۀୈ
1߸としͯೝఆ

─

Ϣχーάループڞಉاը「ྣ
୶ ʪྷੜʫのื金σβΠン缶」
ചり্͛Ұ部を国化ਪਐ
د「のื金」ߏػ
キϦンビールࢁӄࢧ社「ࡾே・
キϦンܙΈの」、キϦンビー
ル工場「美ཬࢁの」活
動開始

2007年

७ਮג࣋ձ社制導入にとな
いձ社分ׂ、キϦンホールσΟ
ンάス（ג）߸ม（7݄）ߋし、
$43ਪਐ部社ձ環境室設置

キϦンビール、ྛ水࢈ল・国
ՈプϩジΣクト「όΠオ೩料
Ҭར用Ϟσル実証ۀࣄ（ւಓ
ेউ۠）」にࢀը
環境ෛ荷減、ίスト減を
しͯキϦンビール、キϦンビࢦ
όレッジとαントϦー社でࡐࢿ
ௐୡྗڠにͭいͯ߹ҙ（缶֖
ڞࢴ༗、μンϘール原ڞ格ن
ಉௐୡ）

─

キϦンϑΝーϚߴ崎工場「水ݯ
の」活動開始
「クールビス・オϒ・β・ΠϠー」
（クールビζਪਐٞڠձओ࠵）
の「クールビζΤάθクテΟϒ
ス部」をキϦンホールσΟン
άスՃ౻社ड

2006年 ─

ଠཅޫ発ి導入（キϦンビー
ルԬ工場� 20L8、ౡϒ
ルϫϦー� 10L8、横浜工場�
20L8、キϦンビόレッジভೆ
工場�60L8）
オンαΠトۀࣄによるఱવΨス
ϘΠラγステϜと/"4ి導入
（キϦンビールऔख工場）
キϦンビール、「横浜市෩ྗ発
ࢍڠへの「ۀࣄి
キϦンビόレッジ「Τίレール」
ೝఆۀاにબఆ

─

キϦンビールԬ工場「水ݯの
」活動開始によりビール全工
場の活動となる
キϦンσΟステΟラϦーޚ఼場
ৠཷ所「水ݯの」活動開始

2005年

キϦン社のओཁ4研究所で
&"21をऔಘ
*4014001άループձ社3ࣄ
所でऔಘۀ
$43・$$本部発にい社ձ
ίミϡχέーγϣンάループ社
ձ環境室に組৫改ม

キϦンビール神ށ工場へଠཅ
ޫ発ిγステϜ導入（20L8）
環境ল͕ల開しͯいるٿԹ
ஆ化ࢭ「国ຽӡ動」「チーϜ・
ϚΠφス6ˋ」にࢍಉし、「クー
ルビζ」「ΥーϜビζ」などの
た活動にऔり͚減に$02
組Ή

国ܰ࠷量のペットϘトル「ペ
ίϩジー�Ϙトル」を「キϦンੜ
」Ϧχϡーアル࣌に採用

キϦンビールઍࡀ工場、工
場、໊ 活動「のݯ水」工場ݹ
開始
キϦンビール、גओ༏「Τί
ジϩーื金」を国化ਪਐػ
د「のื金」ߏ
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2017年
「$47ίミットϝント」を発දɻ
減ඪ͕4#5͔Βঝೝɻ)() ─

2020年·でにͯ͢のࢴ容
器で'4$ೝ証ࢴ切り替えを
ɻݴことをએ͢ࢦ

─

2016年

ϝルγャンの環境Ϛωジϝント
γステϜ*4014001をࣗݾద
߹એݴにҠߦɻキϦンԼ3ࣄ
ձ社の環境Ϛωジϝントγスۀ
テϜを౷߹ɻ

─

「トϩϐΧーφ100�」γϦー
ζ̎̑ ̼̌ に̻άループでॳΊͯ
'4$ೝ証ࢴを採用ɻ

「&"35)�)063�2016�JO�:P�
LPIBNB」Πϕントにࢍڠ

2014年
キϦンビール、キϦンビόレッ
ジの環境ϚωジϝントγステϜ
*4014001をࣗݾద߹એݴに
Ҡ（7݄）ߦ

国ܰ࠷量ビールதびんのテ
ストల開を開始（11݄）
国ܰ࠷量2-ペットϘトルの開
発ྃ

தߴੜをରとしたϫーク
γϣップ「キϦン・スクール・チャ
レンジ」開始

2013年

「キϦンάループظ環境ビ
ジϣン」ࡦఆ

ϝルγャンീ工場へৠ気࠶
ѹॖ設備導入

キϦンビόレッジのҰ部2-
品で࠶ੜペット素ࡐの用を
10ˋ͔Β50ˋへ্
キϦンビόレッジで࠶ੜペット
素100ࡐˋ͔Βͭ͘る環境ྀ
ペットϘトルを開発ܕ

─�

2012年

「キϦンάループ環境ઓུ」ࡦ
ఆ・औకձܾ （ٞ5݄）
「キϦンάループ࣋ଓՄなੜ
物ݯࢿௐୡΨΠυラΠン」「ߦ動
ఆ（12݄）ࡦ「ըܭ

─�

キϦンビόレッジ「ੜ」に͓い
ͯペットϘトルをペットϘトルに
 「͢ϘトルUPϘトル」開始
キϦンビール国ܰ࠷量となる
৽ܗঢ়の6缶パック൘ࢴを開発

キϦン横浜ビアビレッジのఉ
Ԃ、ビオトープをϦχϡーアル

2011年

キϦンビジωスΤキスパート
改組・キϦンάループオϑΟス
設ཱにい、キϦンάループオ
ϑΟスに品 ・࣭環境ਪਐ部を設置
（1݄）
キϦンάループ� $02排出4�
$0P&3のୈऀࡾ格͚औಘ

発߬キϦンӉ部工場へଠڠ
ཅޫ発ి導入

キϦンビόレッジ、ペットϘトル
用थࢷラϕルの水性Πンクҹ
ज़を開発ٕ

キϦンビόレッジ、神ಸ川ݝと
「ྛ࠶ੜパートφー制度」ܖ
క݁により、「キϦンビόレッ
ジ͔な͕Θの」ੜ

2010年

キϦンビジωスΤキスパートに
品 ・࣭環境ਪਐ部を設置し、キϦ
ンάループの品 ・࣭環境Ϛωジ
ϝント౷ׅػをҠ（3݄）
「キϦンάループੜ物ଟ༷性保
全એݴ」をࡦఆ（10݄）
「キϦンάループҨݯࢿアク
ηス理原ଇ」ࡦఆ
「ੜ物ଟ༷性ຽؒࢀըパート
φーγップ」にࢀՃ

Ϧαーチژ発߬キϦン౦ڠ
パークへଠཅޫ発ిγステϜ
導入（3݄）
キϦンビόレッジ工場へఱ
વΨスϘΠラ導入（5݄）
キϦンビール 「͕Τίレール
Ϛーク」ೝఆۀاにબఆ

ແで国ܰ࠷量の2-ペッ
トϘトル「/&8ペίϩジー�Ϙ
トル」を「キϦンੜ」Ϧχϡー
アル࣌に採用
国ܰ࠷量の2-ペットϘトル
「/&8ペίϩジー�Ϙトル」を
「アルΧϦΠオンの水」に採用

キϦンビールԬࠤ・ լ྆ࢧ
社、ϒϦξストンとڠಇでஜ後
川と༗໌ւの環境保全にച্
のҰ部をد

2010年 ─ ─

ϝルγャン、国ܰ࠷࢈量（ϝル
γャンௐ�2010年8݄ࡏݱ）
となる720NMのϫΠンびんを
導入
ϝルγャン、面にಛघՃ工を
施͢ことによりࢎ素όϦア性を
た「ϫΠンのたΊのペッ্ͤ͞
トϘトル」を、Ұ部製品に採用

─

࢙ͷऔΓΈͷྺڥ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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2004年

ాキϦン社にͯ*4014001
ೝ証औಘ
キϦンビールटݍ۠本部、
横浜アϦーφ、キϦンμΠχン
άにͯ&"21（&DP�"DUJPO21）
ೝ証औಘ
ओཁ物ྲྀձ社15ܭ社にͯά
ϦーンܦӦγステϜ（ަ通Τί
ϩジー・ϞビϦテΟーஂࡒ）ೝ証
औಘ

όΠオΨスと市ΨスࠞমΨス
ΤンジンࣜίージΣωレーγϣ
ン設備の導入（キϦンビール横
浜工場）
キϦンビールҩༀ部のӦۀ
ंをத৺にҰ部ϋΠϒϦッυं
導入開始
ビール工場で用͢る೩料を
ॏ༉͔Β市Ψスへస（キϦ
ンビールઍࡀ工場）

キϦンビール、ビール・発๐ञ・
チϡーϋΠ・清涼発๐飲料の
250NM缶・350NM缶・500NM缶
全品にίーφーΧットΧート
ンを採用

キϦンビール࣎լ工場、औख工
場「水ݯの」活動開始

2003年

キϦンビール、ୈ12回ٿ環
境େۀ࢈ࡁܦେਉड
キϦンビール、2004年தܭظ
ըࡦఆに環境保全を全社のॏ
課のͻとͭと設ఆ
キϦンビール৽川本社* 40�
ըا৽৹ࠪに͓いͯߋ14001
理部にൣғ֦େ

όΠオΨスをར用した৽ܕ೩
料ిの実用化（キϦンビール
औख工場）
キϦンビール、Ӧंۀのܰࣗ動
ं化開始
発߬キϦン全社でθϩΤڠ
ミッγϣンୡ

キϦンビール、ܰ 量Ϧλーφϒ
ルେびん100ˋ切替 （ྃ6݄）
άループμϊンとڞಉ開発した
「ペίϩジー�Ϙトル」を「キϦ
ンアルΧϦΠオンの水2-�ペット
ϘトルϦχϡーアル࣌に採用

キϦンビールಢ工場「水ݯの
」活動開始
日本αッΧーڠձととに「ク
ϦーンスλジアϜ」活動開始

2002年

キϦンビール۠本部での環
境ϚωジϝントγステϜ導入

όΠオΨス・ίージΣωレーγϣ
ン設備の導入（キϦンビール神
（工場ށ

製缶࣌に環境ෛ荷のい
B56-$缶を「キϦンۃੜ」に採用
キϦンビール、Ϧλーφϒルதび
んをこΕ·でのプϦントびん͔Β
ΤンϘスՃ工にॱ࣍切り替え

キϦンビールԬࢁ工場「水ݯの
」活動開始
キϦンビールऔख工場、Ԭࢁ工
場、࣎լ工場ビオトープを造

2001年

キϦンビール本社ߴ・ 崎ҩༀ工
場・֤ 研究所で環境ձܭ導入
「キϦンビールに͓͚る環境Ϛ
ωジϝントの実ࡍ」（日Պٕ࿈出
൛社）を出൛
キϦンビールߴ崎ҩༀ工場で
*4014001のೝ証औಘ（11݄）

෭࢈物のݯࢿ࠶化用్開発
で͋るビール߬৯物ણҡ
「#:$」を発ച

─

キϦンビールઋ工場「水ݯの
」活動開始
キϦンビールಢ工場ビオトー
プを造
キϦンビόレッジ「͔な͕Θ水
ըࢀの」パートφーݯ

1923年～2000年のऔり組ΈキϦンビールのΈで͢ɻ

2000年

全ビール工場で環境ձܭを導
入
社ڭҭビσオ「࣋ଓՄな
社ձをࢦしͯ～キϦンビール
の環境ରࡦ」を制࡞
本社で*4014001のೝ証औಘ
（12݄）
キϦンビόレッジভೆ工場*40�
14001ೝ証औಘ

Ұ部のࢧ社でݯࢿ࠶化100�
ˋをୡ
෭࢈物のݯࢿ࠶化৽ن用్で
͋るビール߬ࡉ๔นίーテΟ
ンάࡎ「Πーストラップ」、௵ᙾ
性େԌපऀ用৯品「(#'」発
ച開始

容器แϦαΠクル法全施
によりΨラスびんにՃえͯߦ
࠶プラスチック容器แの・ࢴ
品化ҕୗ料をਃ

神ށ工場「水ݯの」活動開始
ઋ工場ビオトープを造

1999年

キϦンάループの「環境ํ」
（環境理೦・ج本ํ）を改ఆ
（8݄）
「άϦーンௐୡج本ํ」（7݄）、
「άϦーンௐୡࢦ」（11݄）を
制ఆ
全ビール工場（12工場）で*40�
14001のೝ証をऔಘ
全ビール工場で環境ձܭγス
テϜ導入に͚ͯのج४࡞
キϦンビόレッジ工場*40�
14001ೝ証औಘ

全ビール工場でݯࢿ࠶化
100ˋをҡ࣋
本社でݯࢿ࠶化100ˋをୡ

೩料ిの導入（ಢ工場3݄
設置）

ܰ量Ϧλーφϒルେびんを全
国ల開（4݄）
-$"ख法活用した容器開発（ク
ϦアϒϦϡー）
容器ؒൺֱ研究ձにࢀը
ϦλーφϒルখびんのスϦϜ化
実施（ैདྷ品より10ˋܰ量化）

ҭビσオ「൴ڭ環境͚ੜߍߴ
と൴ঁと͝Έのؔݯࢿ～॥
環ܕ社ձをࢦしͯ～」を制࡞・
（5݄）
神ಸ川ݝ「͔な͕Θ水ݯのྛ
ͮ͘り」パートφーୈ1߸としͯ
活「のݯ水」ըし、横浜工場ࢀ
動開始
ٱౡθϩ・Τミッγϣン活動に
ըࢀ・ԉࢧ、ಉࢍ
ビールびんϦαΠクルパンϑ
レットを࡞・活用
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1998年

ビール工場の$02排出減
ඪを設ఆ（2010年に૯量・原୯
Ґを1990年ൺϚΠφス25ˋ）

ビールۀքでॳΊͯ、全ビール
工場でݯࢿ࠶化100ˋをୡ


「環境にదԠしたแ・容器設
し「環境ݟΨΠυラΠン」をܭ
にదԠした容器แ設ࢦܭ
」としͯ改ఆ（6݄）
化ରԠのΨラスびんのݯࢿ࠶
ண৭ٕज़を開発

ビσオ「キϦンビールの環境ର
・࡞制「ࡦ

1997年

工場͕国の৯品ۀքで
ॳΊͯ*4014001のೝ証をऔಘ
（3݄）
「1996年度൛キϦンビール環
境へのऔり組Έ」͕ 、環境
ใࠂॻのίンテストで͋るୈ1
回環境アクγϣンプランେの
༏लで͋る環境ி࠷
をड（6݄）
1996年度の環境ࠪ݁Ռを
とに、パンϑレット「1997年
度൛キϦンビール環境ใࠂॻ」
を制࡞・社֎に（9݄）（Ҏ
߱ຖ年度൛を制࡞）

ビールപをར用したキϊίのە
চ素ࡐ「ήンキϊί」を開発・ൢ
ച
ビールപの分ըプラントを࣎
լ工場に設置
άϦーンߪ入を開始
$02の排出原୯Ґのビールۀ
քඪを設ఆ

ܰ量Ϧλーφϒルେびんをट
ݍに本格導入（3݄）
「容器แϦαΠクル法」の本
格施ߦにとない、Ψラスびん
にͭいͯ࠶品化ҕୗ料をਃ
（େのϦλーφϒルびん
ࣗओ回収ルートのೝఆをऔಘ）
した6缶パックߋにมࢴを࣭ࡐ
を導入

ҭビڭ環境͚ੜ・தֶੜߍߴ
σオ「ະདྷ͔Βのిࢠϝール～
環境に国境ない」を制࡞・
（7݄）
神ށ工場ビオトープを造

1996年

1995年度の環境ࠪ݁Ռを
ୈ3回「環境ใࠂॻ」に·とΊ
（10݄）、ͦ Εをとにパンϑ
レット「1996年度൛キϦンビー
ル環境へのऔり組Έ」を制
社֎に（12݄）・࡞

-$"ख法によりビール製造ؔ
࿈の$02などԹ室ޮՌΨスの
排出ෛ荷を·とΊ・ެ ද ─

தֶੜ͚環境ڭҭビσオ「த
ֶੜのΰミମݧ」を制࡞・
（3݄）
ビールびんϦαΠクルࠂを
実施（4回γϦーζ）

1995年

ୈ4回ٿ環境େの࠷༏ल
で͋る「ٿ環境େάラン
プϦ」をड（4݄）
άループձ社をؚΊた環境
ࠪの݁Ռをୈ2回「環境ใࠂॻ」
に·とΊる（10݄）

৯品ۀքでॳΊͯ೩料ిの
ϑΟールυテストを開始

ペットϘトルのϦαΠクルを容
қに͢るたΊϕースΧップき
ϘトルɿѹཱࣗܕペットϘト
ル（Ұମܕ）を採用

ビールびんϦαΠクルࠂを
実施（5回γϦーζ）

1994年

「キϦンビール環境理ΨΠυ
ラΠン」を「キϦンビール環境Ψ
ΠυラΠン」に改గ
1993年度環境ࠪ݁Ռを「環
境ใࠂॻ」に·とΊる（8݄）

横浜工場ଞ4ܭ工場͕年ؒを
通しͯ෭࢈廃棄物ݯࢿ࠶化
100ˋをୡ

ビール用アルミ缶に204径缶
（209径缶より26ˋ、206径缶
より18ˋܰ量）を採用

キϦンビール・キϦンビόレッジ
ҭビڭ環境͚ಉで、খֶੜڞ
σオ「͋きΒと͔んଠの͝Έ
（4݄）・࡞を制「ݥ
ビールびんϦαΠクルࠂを
実施（6回γϦーζ）

1993年

所͝とに「環境Ϛωジϝۀࣄ֤
ントγステϜ」をߏஙし、部環
境ࠪを実施
環ٿに「ݙߩの社ձࢦӦܦ
境へのྀ」を໌ （ࣔ10݄）

─

ܰ量Ϧλーφϒルେびん（ैདྷ
品より21ˋܰい）を開発、ւ
ಓ・വؗでݧࢼ導入（5・6݄）

ಢ工場・工場で環境保全
（ྛ;る͞との）としͯ২थ（8
݄）

1992年 「キϦンビール環境理ΨΠυ
ラΠン」制ఆ（12݄） ─ 「環境にదԠしたแ・容器設

ΨΠυラΠン」制ఆ（12݄）ܭ ─

1991年
社ձ環境部を設置（7݄）
「キϦンビール環境のऔり
組Έのج本ํ」制ఆ（12݄）

─
缶ビールにアルミ・スチールの
缶ࡐදࣔを開始（12݄）

ࡋ」ҭビσオڭ環境͚ੜߍߴ
͔Εるの୭ͩ～ΰミ法ఊ」を
制࡞・（11݄）

1990年 ─
気性排水処理設備をݏ#"64
ઍࡀ工場に導入（12݄）

缶ビールのλϒࢄཚࢭのた
Ί、ϦンάプルλΠプよりステ
Πオンλϒ切替え開始（4݄）

─

1989年 ─
ビール工場の排水処理研究で
日本ৢ造ڠձٕज़をड（9
݄）

─ ─

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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 ৫ɾํ ͳͲ
Ϛωδϝϯτڥ อશͷऔΓΈڥ ༰ثแͷऔΓΈ ࣾձతऔΓΈ

1985年 ─ ─ ビール用アルミ缶に206径缶
を採用 ─

1984年 ─ ─
廃棄プラスチック製通箱を原料
としたプラスチックパレットを開
発・導入

─

1982年 ─ ─ ホットパック製品窒素充填によ
る缶薄肉化 ─

1975年
本社製造部に環境整備担当（後
に環境整備課に改組）を設置 ─

ビール用アルミ缶に209径缶
を採用

環境美化ラジオキャンペーン
「ちょっと気になるこの日本」を
開始（～1980年）

1974年 全工場・研究所に環境整備室を
設置（93年に環境室に改組） ─ ビールびんとプラスチック製通

箱の容器保証金制度を開始 ─

1973年 ─ 分別収集・廃棄物減量活動を開
始

清涼飲料P箱全国・全品種で導
入

ビール工場で空き缶回収など
の環境美化活動を開始

1972年 ─ ─ 清涼飲料容器保証金制度実施 ─

1966年 ─ 活性汚泥法による排水処理設
備の本格的導入

横浜・川崎市への出荷をビール
P箱に全面切り替え ─

1965年 ─ ─
プラスチック製ビール通い箱
（P箱）を開発し、横浜・川崎市
で市場テスト

─

1923年 ─ 排水処理設備を導入（神崎工場
後の尼崎工場） ─ ─

　

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙



1��

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2017年 環境ใࠂॻ
「キϦンάループ環境ใࠂॻ2017」

ୈ21回環境ίミϡχέー
γϣンେ

ٿԹஆ化ରࡦใࠂ༏ल
（ٿ・ਓؒ環境ϑΥーラϜ
理ࣄ）

環境ল
ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ法ਓஂࡒ

2016年 環境ใࠂॻ
「キϦンάループ環境ใࠂॻ2016」

ୈ20回
環境ίミϡχέーγϣンେ

「ੜ物ଟ༷性ใࠂಛ別༏ल
（ٿ・ਓؒ環境ϑΥーラϜ
理ࣄ）」

環境ল
ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

2015年 環境ใࠂॻ
「キϦンάループ環境ใࠂॻ2015」

ୈ19回
環境ίミϡχέーγϣンେ

環境ใࠂ༏ल
（ٿ・ਓؒ環境ϑΥーラϜ
理ࣄ）

環境ল
ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

2014年 環境ใࠂॻ
「キϦンάループ環境ใࠂॻ2014」

ୈ18回
環境ίミϡχέーγϣンେ

環境ใࠂେ
（環境େਉ）

環境ল
ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

2013年 環境ใࠂॻ
「キϦンάループ環境ใࠂॻ2013」

ୈ17回
環境ίミϡχέーγϣンେ

ٿԹஆ化ରࡦใࠂ
େ（環境େਉ）

環境ল
ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

2011年
αステφビϦテΟレϙート
「キϦンάループ�αステφビϦテΟ
レϙート�2011」

ୈ15回
環境ίミϡχέーγϣンେ 環境ใࠂ༏ल 環境ল

ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

2005年 環境ใࠂॻ
「キϦンビール環境ใࠂॻ2004年൛」 ୈ8回環境ใࠂॻ ଓ༏लܧ ৽ใ社ࡁܦ౦༸（ג）

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

2004年 環境ใࠂॻ
「キϦンビール環境ใࠂॻ2003年൛」 ୈ7回環境ใࠂॻ ଓ༏लܧ ৽ใ社ࡁܦ౦༸（ג）

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

2003年 環境ใࠂॻ
「キϦンビール環境ใࠂॻ2002年൛」 ୈ6回環境ใࠂॻ ଓ༏लܧ ৽ใ社ࡁܦ౦༸（ג）

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

2003年 ホーϜページ
「キϦンビールの環境へのऔり組Έ」

ୈ3回ΈんなでબͿ
Τί8&#େ ಛ別৹ࠪһ ΤίϩジーγンϑΥχー

2003年 環境ใࠂॻ
「キϦンビール環境ใࠂॻ2002年൛」 ୈ6回環境レϙートେ ༏ल

	環境ใࠂϚΠスλー

ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）
（社）全国環境保全ਪਐ࿈߹

2002年 環境ใࠂॻ
「キϦンビール環境ใࠂॻ2001年൛」 ୈ5回環境ใࠂॻ ༏ल ৽ใ社ࡁܦ౦༸（ג）

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

2001年 環境ใࠂॻ
「キϦンビール環境ใࠂॻ2001年൛」 ୈ5回環境レϙートେ ༏ल ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

2001年 環境ใࠂॻ
「2000年൛キϦンビール環境ใࠂॻ」 ୈ4回環境ใࠂॻ ༏ल ৽ใ社ࡁܦ౦༸（ג）

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

2000年 環境ใࠂॻ
「2000年൛キϦンビール環境ใࠂॻ」 ୈ4回環境レϙートେ ༏ल ਓؒ環境ϑΥーラϜ・ٿ（ࡒ）

	社
全国環境保全ਪਐ࿈߹

2000年 環境ใࠂॻ
「1999年൛キϦンビール環境ใࠂॻ」 ୈ3回環境ใࠂॻ ༏ྑ ৽ใ社ࡁܦ౦༸（ג）

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

1999年 環境ใࠂॻ
「1999年൛キϦンビール環境ใࠂॻ」 ୈ3回環境レϙートେ େ 
ࡒ	ٿ・ਓؒ環境ϑΥーラϜ

	社
全国環境保全ਪਐ࿈߹

1999年 環境ใࠂॻ
「1998年൛キϦンビール環境ใࠂॻ」 ୈ2回環境ใࠂॻ ༏ྑ 
ג	౦༸ࡁܦ৽ใ社

άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

1998年 環境ใࠂॻ
「1997年度൛キϦンビール環境ใࠂॻ」 ୈ1回環境ใࠂॻ ༏ल

ಛ別

ג	౦༸ࡁܦ৽ใ社
άϦーンϦϙーテΟンά・ϑΥーラϜ

1997年
環境ใࠂॻ
「1996年度൛キϦンビール環境へ
のऔり組Έ」

環境アクγϣンプランେ 環境ி 	社
全国環境保全ਪਐ࿈߹ձ

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2017年 キϦンホールσΟンάス $%P気ީม動 "Ϧスト（4年࿈ଓ） $%P

2017年 キϦンホールσΟンάス $%P水 "Ϧスト（2年࿈ଓ） $%P

2017年 キϦンホールσΟンάス ୈ26回ٿ環境େ ϑジαンέΠάループ ϑジαンέΠάループ

2017年 キϦンビール（ڞಉૹ） ୈ�18�回物ྲྀ環境େ 物ྲྀ環境େ Ұൠ社ஂ法ਓ�日本物ྲྀஂମ࿈߹ձ

2017年 キϦンビール（ڞಉૹ） ฏ̎̕ 年度άϦーン物ྲྀパート
φーγップ༏ྑऀۀࣄදজ 国ަ通େਉදজ 国ަ通ল

2016年 キϦンホールσΟンάス $%P気ީม動 "Ϧスト（3年࿈ଓ） $%P

2016年 キϦンホールσΟンάス $%P水 "Ϧスト $%P

2016年 キϦンホールσΟンάス ランキンά৯品ࡦのԹஆ化ରۀا
種ۀ 1Ґ ੈքࣗવ保جޢ金日本ҕһձ

	88'ジャパン


2016年 キϦンホールσΟンάス ϕストظඪ 素ഋ2016

2015年 キϦンホールσΟンάス $%P気ީม動 $%-*、"Ϧスト $%P

2014年 キϦンホールσΟンάス $%P気ީม動 $%-*͓よび$P-*ɻビόレッジ部
で"Ϧスト $%P

2014年 キϦンホールσΟンάス ੜ物ଟ༷性উखにアϫーυ ඦ्のԦ（ߴ࠷Ґ） ੈքࣗવ保جޢ金日本ҕһձ
	88'ジャパン


2012年 キϦンホールσΟンάス $%P�+BQBO500 $%-* $%P

2011年 キϦンホールσΟンάス $%P�+BQBO500 1Ґ֫ಘ $%P

2010年 キϦンホールσΟンάス $%P�(MPCBM500 日本2Ґ $%P

2007年 キϦンホールσΟンάス クールビζΤάθクテΟϒ ɹ クールビζਪ��ਐٞڠձ

ॻͷදজ֎෦දজࠂใڥ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙



107

年 表彰対象 表彰名 表彰内容 実施団体

2012年 キリンビール出展ブース エコ&デザインブース大賞 最優秀賞 エコプロダクツ2012

2006年 エコジロー環境広告
（エコどこ、エコここ） 第36回フジサンケイグループ広告大賞 雑誌優秀賞 フジサンケイグループ

2005年 エコジロー環境広告 オレンジページ広告大賞 審査員特別賞 株式会社 オレンジページ

2004年 ホームページ
（環境への取り組み） 環境goo大賞 優秀賞ー環境教育 環境goo

2003年 ホームページ
（環境への取り組み） 環境goo大賞 優秀賞ー総合 環境goo

2003年 エコジロー環境広告 環境広告コンクール 雑誌部門 環境大臣賞 NPO法人地域交流センター／日本経
済新聞社

2003年 エコジロー環境広告 消費者のためになった広告コンクール 雑誌L部門 金賞 社団法人 日本広告主協会

2003年 エコジロー環境広告 消費者のためになった広告コンクール 雑誌L部門 金賞 社団法人 日本広告主協会

2003年 エコジローの環境テーブル 東京インタラクティブアワード ビヨンド広告部門 入賞 インターネット広告推進協議会

2002年 エコジロー環境広告 消費者のためになった広告コンクール 雑誌広告部門 金賞
新聞広告部門 銅賞 社団法人 日本広告主協会

2001年 エコジロー環境広告 消費者のためになった広告コンクール 雑誌広告部門 銀賞 社団法人 日本広告主協会

2000年 エコジロー環境広告 環境広告コンクール 大賞 NPO法人地域交流センター／日本経
済新聞社

2000年 エコジロー環境広告 消費者のためになった広告コンクール 雑誌広告部門 金賞 社団法人 日本広告主協会

2000年 エコジロー環境広告 日経広告賞 優秀賞 日本経済新聞社

2000年 エコジロー環境広告 日本雑誌広告賞 銀賞 社団法人 日本雑誌広告協会

環境広告表彰容器包装での表彰
年 表彰対象 表彰名 表彰内容 実施団体

2017年 国産最軽量アルミ缶 第41回木下賞 改善合理化部門 公益社団法人 日本包装技術協会

2017年 国内最軽量２Lペットボトル ワールドスター2016コンテ
スト ワールドスター賞 世界包装機構（WPO）

2017年 国内最軽量２Lペットボトル アジアスター2015コンテスト アジアスター賞 アジア包装連盟

2016年 NEWペコロジーボトル 第40回木下賞 改善合理化部門 公益社団法人 日本包装技術協会

2015年 国産最軽量 2Lペットボトル ワールドスター2015コンテ
スト ワールドスター賞 世界包装機構（WPO）

2013年 GRAND KIRIN THE AROMA 2013日本パッケージングコ
ンテスト（第35回）

社団法人 日本グラフィック
デザイナー協会賞 公益社団法人 日本包装技術協会

2013年 GRAND KIRIN THE AROMA ワールドスター2013コンテス ワールドスター賞 世界包装機構（WPO）

2013年 GRAND KIRIN THE AROMA アジアスター2013コンテスト アジアスター賞 アジア包装連盟

2012年 GRAND KIRIN ガラスびんアワード2012 機能優秀賞 日本ガラスびん協会

2010年 NEWペコロジーボトル サスティナビリティ賞 金賞 世界包装機構（WPO）

2010年 NEWペコロジーボトル ワールドスター2010コンテ
スト

ワールドスター賞（飲料部
門） 世界包装機構（WPO）

2010年 NEWペコロジーボトル アジアスター2010コンテス
ト

アジアスター賞（Ecoパッ
ケージ部門） アジア包装連盟

2010年 NEWペコロジーボトル 2010日本パッケージングコ
ンテスト 適正包装賞 公益社団法人 日本包装技術協会

2008年 焼酎用紙容器
麒麟本格焼酎 タルチョ

第47回ジャパン パッケージ
ング コンペティション 経済産業大臣賞（最高位） 社団法人 日本印刷産業連合会

2007年 ビール用軽量リターナブル大びん 平成18年度 容器包装3R推
進 環境大臣賞 環境省

2007年 焼酎用紙容器
麒麟本格焼酎 タルチョ

日本パッケージングコンテ
スト

グッドパッケージング賞（飲
料包装部）入選 社団法人 日本包装技術協会

2007年 麒麟麦焼酎ピュアブルー 第46回ジャパンパッケージ
ングコンペティション 経済産業大臣賞（最高位） 社団法人 日本印刷産業連合会

2005年 キリン・キリンビバレッジ軽量2L PETボ
トルの開発 第29回木下賞 研究開発部門 社団法人 日本包装技術協会

2003年 「キリン極生」による低環境負荷のアル
ミ缶（aTULC）の実用化 第27回木下賞 研究開発部門 社団法人 日本包装技術協会

2002年 「キリンチューハイ氷結果汁」（アルミダ
イヤカット缶）の商品化 第26回木下賞 研究開発部門 社団法人 日本包装技術協会

2002年 「キリン極生」 ワールドスターコンテスト ワールドスター賞 世界包装機構（WPO）

2001年 KB（キリンケービー） ワールドスターコンテスト ワールドスター賞 世界包装機構（WPO）

2000年 クリアブルー ワールドスターコンテスト ワールドスター賞 世界包装機構（WPO）

1994年 軽量リターナブルビンの開発 第18回木下賞 研究開発部門 社団法人 日本包装技術協会

1987年 ビールラベルの品質改善に伴う紙蒸着
ラベルの利用 第11回木下賞 改善・合理化部門 社団法人 日本包装技術協会

環境戦略 活動内容 資料・データ編
■生物資源 ■水資源 ■容器包装 ■地球温暖化 ■環境マネジメント



1��

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2008年 キϦンビール
神ށ工場

ฏ19年度
ฌݝݿ環境に͞しいऀۀࣄ ༏ल ฌݝݿ環境ࡦ課

2007年 キϦンビール
横浜工場 ฏ19年度横浜環境ߦ動 分別༏ྑۀࣄ所 横浜市

2007年 キϦンビール
神ށ工場

ٿԹஆ化ࢭ活動
ܙの環ͮ り͘ಛ別 ʵ ฌݝݿ

2007年 キϦンビール
ઋ工場

ࣗવΤωルΪー
導入ଅਐ部େ දজࣄݝٶ ݝٶ

2007年 キϦンビール
Ԭ工場 Τί実ફऀ活動 保ݥࢱ環境ࣄ所දজ Ԭݝ

2006年 キϦンビール
神ށ工場 ٿԹஆ化ࢭ活動環境େਉ ʵ 環境লٿ環境ہ

2006年 キϦンビール
Ԭ工場 ѹΨス保҆ߴ େਉۀ࢈ࡁܦ ձڠѹΨス保҆ߴ

2006年 キϦンビール
横浜工場 環境保全ྭ ίージΣωレーγϣンγステϜ 日本ίージΣωレーγϣンγステϜ

2005年 キϦンビール
横浜工場 ઓ2005࡞どলΤωେࢠ 横浜市ओࢠ」࠵どলΤωେ࡞ઓ�

2005」へのྗڠ
ಛఆඇӦར活動法ਓ�
国࿈8'Pڠձ

2005年 キϦンビール
横浜工場 環境理ۀࣄ所ೝఆ 横浜市より環境理ۀࣄ所としͯೝ

ఆ 横浜市環境造ہ

2003年 キϦンビール
Ԭࢁ工場 環境͓͔·େ 環境͓͔·େ Ԭݝࢁ

2003年 キϦンビール
神ށ工場 神ށ市環境ޭ࿑ 神ށ市環境ޭ࿑ 神ށ市

2003年 キϦンビール ୈ12回ٿ環境େ େਉۀ࢈ࡁܦ ੈ（ࡒ） քࣗવ保جޢ金日本ҕһձ
（88'ジャパン）

2001年 キϦンビール
工場 ฏ13年度いし͔ΘάϦーンۀا ࣄදজ ੴ川ݝ

2001年 キϦンビール
横浜工場 ͔な͕Θٿ環境 神ಸ川ݝࣄදজ 神ಸ川ݝ、

͔な͕Θٿ環境保全ਪਐձٞ

1997年 キϦンビール ୈ6回日৯・環境ྗڠݯࢿ 環境ྗڠݯࢿ 日本৯ྐ৽ฉ社

1995年 キϦンビール ୈ4回ٿ環境େ େ ੈ（ࡒ） քࣗવ保جޢ金日本ҕһձ
（88'ジャパン）

�ॴ֎෦දজ�環境શൠۀࣄ

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2016年 キϦンビール 容器แ؆素化େ2016 ಛ別 ւಓ容器แの
؆素化をਐΊる࿈བྷձ

2016年 ϝルγャン౻工場 ւ؛美化活動දজ Ҭに͓͚る
Ӭ年のւ֎美化活動へのݙߩ

ެӹஂࡒ法ਓ
͔な͕Θւ؛美化ஂࡒ

2014年 ラΠオン χϡージーランυ࣋ଓՄな
ビジωスωットϫーク ΤωルΪー理� αステΟφϒル

ビジωスωットϫーク

2014年 ϕトφϜキϦンビόレッジ ビンζンল環境දজ ʵ ビンζンল

2013年 ৴भビόレッジ 環境保全ରࡦ༏ྑۀࣄ所දজ ʵ ݝ

2013年 ৴भビόレッジ ৴भ๛͔な環境ͮ り͘ݝຽձٞදজ ʵ ݝ

2013年 ϕトφϜキϦンビόレッジ ビンζンল環境දজ 3Ґ ビンζンল

2012年 キϦンビール
横浜工場 ͔な͕Θٿ環境 ͔な͕Θٿ環境保全ਪਐձදজ ͔な͕Θٿ環境保全ਪਐձ、

神ಸ川ݝ

2010年 キϦンビール
լ工場࣎

༏ྑۀࣄ所環境
パートφーγップ部

ެӹ社ஂ法ਓ
ձදজڠ環境保全ݝլ࣎

ެӹ社ஂ法ਓ
ձڠ環境保全ݝլ࣎

2009年 খؠҪೕۀ
খؠҪ工場 ৯品02$ۀ࢈減େ ༏ྑ 日本૯߹研究所（ג）

2009年 キϦンビール θϩΤミッγϣンܒ発 ঢ়ँײ 国࿈େֶ
θϩΤミッγϣンϑΥーラϜ

2009年 キϦンビール
神ށ工場

ΤωルΪー環境ڭҭใηンλー
ใ施設දজ ӡӦҕһྭ 性本部࢈ੜࡁܦ法ਓ社ձஂࡒ

ΤωルΪー環境ڭҭஂࡒηンλー

2009年 キϦンビール
Ԭࢁ工場

ฏ20年度Ԭࢁ市͝ܥۀࣄΈ減量
化・ݯࢿ化ਪਐ༏ྑऀۀࣄදজ ༏ल࠷ Ԭࢁ市

2008年 キϦンビール
横浜工場 ฏ20年横浜環境ߦ動 分別༏ྑۀࣄ所 横浜市ݯࢿ॥環ܥۀࣄہରࡦ課

2008年 キϦンビール
神ށ工場 ୈ28回の市 市化ج金ձ 金ج法ਓ市化ஂࡒ

2008年 キϦンビール
ઋ工場

ւをきΕいに͢るたΊの
Ұൠऀྗڠのไ活動දজ 国ަ通େਉ 国ަ通ল

2008年 キϦンビール
औख工場

ฏ20年
「ٿに͞しいۀاදজ」 環境Ϛωジϝント ҵݝ

2008年 キϦンビール
工場 いし͔Θྛ環境ޭ࿑ऀදজ ੴ川ݝࣄ ੴ川ݝ

ॴදজۀࣄ

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2017年 キϦンビール横浜工場 ฏ2̕ 年度横浜環境ߦ動
「ϤίϋϚ33ເ」ਪਐऀදজ 33活動༏ྑۀࣄ所 横浜市ݯࢿ॥環ہ

2016年 キϦンビール横浜工場 Έどりの社ձݙߩ ୈ̐ 回Έどりの社ձݙߩ ެӹஂࡒ法ਓ市化ߏػ

2016年 キϦンビール横浜工場 ୈ36回の市 国ަ通େਉ ެӹஂࡒ法ਓ市化ߏػ

2016年 所ۀࣄޱࢁ発߬όΠオڠ
 市のΧーテンίンテスト ༏ल 市

2014年 工場࢜発߬キϦンڠ ઘொ環境美化ޭ࿑ऀදজ ஂମの部 ઘொ

2014年 発߬όΠオڠ
所ۀࣄޱࢁ 市のΧーテンίンテスト ༏ल 市

2014年 発߬όΠオڠ
所Ӊ部ۀࣄޱࢁ Ӊ部市のΧーテンίンテスト ༏ल Ӊ部市

2013年 キϦンビール�ઋ工場 द๙ষ Ҭに͓͚るӬ年の
化・美化活動 ─

2011年 キϦンσΟステΟラϦー�
ޚ఼࢜場ৠཷ所 ฏ23年度化ਪਐӡ動ޭ࿑ऀ ֳ૯理େਉදজ 化ਪਐ࿈བྷձٞ

2009年 崎工場ߴ発߬キϦンڠ 化༏ྑ工場 日本化ηンλーձ 日本化ηンλー（ࡒ）

2009年 キϦンビール神ށ工場 化༏ྑ工場 化༏ྑ工場
େਉۀ࢈ࡁܦ 日本化ηンλー（ࡒ）

2009年 キϦンビール工場 നࢁ市とՖの·ちなΈ 所の部༏लۀࣄ ੴ川ݝനࢁ市

2008年 キϦンビール工場 いし͔Θྛ環境ޭ࿑ऀදজ ࣄݝ�部ۀا ੴ川ݝ

2007年 キϦンビールԬ工場 化༏ྑ工場 化༏ྑ工場
େਉۀ࢈ࡁܦ 日本化ηンλー（ࡒ）

2007年 キϦンビール工場 നࢁ市とՖの·ちなΈ 所の部༏लۀࣄ ੴ川ݝനࢁ市

2007年 キϦンビール工場 化༏ྑ工場 化༏ྑ工場
େਉۀ࢈ࡁܦ 日本化ηンλー（ࡒ）

2006年 キϦンビール工場 നࢁ市とՖの·ちなΈ 所の部༏लۀࣄ ੴ川ݝനࢁ市

2006年 キϦンビール࣎լ工場 ฏ18年度化༏ྑ工場දজ ձ 日本化ηンλー（ࡒ）

2005年 キϦンビール工場 とՖの·ちなΈ 所の部�༏लۀࣄ ੴ川ݝനࢁ市

2004年 キϦンビール神ށ工場 ฏ16年度化༏ྑ工場
දজہۀ࢈ࡁܦـۙ 化༏ྑ工場 日本化ηンλー（ࡒ）

2004年 キϦンビール工場 とՖの·ちなΈ 所の部ྭۀࣄ দ市

2004年 キϦンビール工場 化༏ྑදজ த部ہۀ࢈ࡁܦ த部ہۀ࢈ࡁܦ

2003年 キϦンビール工場 ฏ15年度とՖの·ちなΈ 所の部�ྭۀࣄ দ市

2003年 キϦンビール工場 ฏ15年度とՖの·ちなΈ 所の部�༏लۀࣄ দ市

2001年 キϦンビール工場 ฏ13年度
দ市とՖの·ちなΈ 所の部�ྭۀࣄ দ市

2001年 キϦンビール工場 化༏ྑදজ工場 日本化ηンλーձ 日本化ηンλー（ࡒ）

Խදজ

リサイΫϧදজ

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2016年 キϦンビール横浜工場 ฏ2̔ 年度横浜環境ߦ動 33活動༏ྑۀࣄ所 横浜市

2015年 キϦンビール横浜工場 ฏ27年度横浜環境ߦ動 33活動༏ྑۀࣄ所 横浜市

2014年 キϦンビール横浜工場 ฏ26年度横浜環境ߦ動 33活動༏ྑۀࣄ所 横浜市

2013年 キϦンビール横浜工場 ฏ25年度横浜環境ߦ動 33活動༏ྑۀࣄ所 横浜市

2011年 キϦンビール໊ݹ工場 ฏ23年度33ਪਐޭ࿑ऀදজ 33ਪਐٞڠձձ 33ਪਐٞڠձ

2011年 ϝルγャン ฏ23年度33ਪਐޭ࿑ऀදজ 33ਪਐٞڠձձ 33ਪਐٞڠձ

2010年 キϦンビール横浜工場 ฏ22年度横浜環境ߦ動 分別༏ྑۀࣄ所 横浜市

2009年 キϦンビールԬࢁ工場 ฏ21年度33ਪਐޭ࿑ऀදজ 33ਪਐٞڠձձ 33ਪਐٞڠձ

2009年 キϦンビール横浜工場 ฏ21年度横浜環境ߦ動 分別༏ྑۀࣄ所 横浜市

2008年 キϦンビール横浜工場 ฏ20年度横浜環境ߦ動 分別༏ྑۀࣄ所 横浜市

2008年 キϦンビール神ށ工場 ฏ21年度33ਪਐޭ࿑ऀදজ େਉࡒ 33ਪਐٞڠձ

2007年 キϦンビール横浜工場 ฏ19年度横浜環境ߦ動 分別༏ྑۀࣄ所 横浜市

2006年 キϦンビールऔख工場 ҵݝϦαΠクル༏ྑۀࣄ所 ҵݝࣄ ҵݝ
廃棄物ݯࢿ࠶化ࢦ導ηンλー

2005年 キϦンビールԬࢁ工場 Τίۀࣄ所ೝఆ工場
（θϩΤミッγϣン部） ー Ԭݝࢁ

2002年 キϦンビール࣎լ工場 ϦαΠクルਪਐٞڠձձ ձ 33ਪਐٞڠձ

2001年 キϦンビール神ށ工場 ϦαΠクルਪਐٞڠձձ ձ 33ਪਐٞڠձ

2001年 キϦンビール横浜工場 神ಸ川ݝ廃棄物ࣗओ理ௐ整ձٞ ༏ल 神ಸ川ݝ、横浜市、川崎市、
横ਢլ市

1998年 キϦンビール ୈ27回৯品ޭۀ࢈࿑ ց・設備部ػ・ࡐࢿ ৯品ۀ࢈৽ฉ社

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2001年
キϦン・γーάラϜޚ఼場工
場（ݱキϦンσΟステΟラϦー
ޚ఼࢜場ৠཷ所）

化༏ྑ工場 化༏ྑ工場ۀ࢈ࡁܦେਉ 日本化ηンλー（ࡒ）

2000年 キϦンビール神ށ工場 化༏ྑදজ工場 日本化ηンλーձ 日本化ηンλー（ࡒ）

1999年 キϦンビールԬ工場 水ݯのج金 ঢ়ँײ 金جのݯ水ݝԬ（ࡒ）

1999年 キϦンビール工場 ฏ11年度
দ市とՖの·ちなΈ 所の部�ྭۀࣄ দ市

1998年 キϦンビール工場 化༏ྑදজ工場 ձྭ 日本化ηンλー（ࡒ）

1998年 キϦンビールಢ工場 化༏ྑදজ工場 通ہۀ࢈ 日本化ηンλー（ࡒ）

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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ٿԹஆԽࢭදজ
 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2017年 キϦンビール࣎լ工場 ฏ29年度
素社ձͮݝլ࣎ り͘ ʵ ݝլ࣎

2013年 キϦンビール横浜工場 ٿԹஆ化ࢭ活動環境େਉ 環境ڭҭ活動部 環境ল

2011年 キϦンビόレッジ
ভೆ工場

ฏ23年度神ಸ川ݝ環境保全
（େ気・水・ؔ）ޭ ࿑ऀදজ ー 神ಸ川ݝ

2010年 キϦンビール横浜工場 ୈҰ回
͔な͕ΘٿԹஆ化ࢭରࡦେ Թ室ޮՌΨス減実部 神ಸ川ݝ

2009年 発߬όΠオڠ
所（Ӊ部）ۀࣄޱࢁ

දজࣄ環境ੜ活ޭ࿑ऀݝޱࢁ
（ٿԹஆ化ରࡦ༏ྑۀࣄ所） ࣄදজ ݝޱࢁ

2009年 キϦンビール神ށ工場 ΤωルΪー環境ڭҭ
ใηンλーදজ ӡӦҕһྭ 性本部・Τωル࢈ੜࡁܦ社ձ（ࡒ）

Ϊー環境ڭҭใηンλー

2009年 キϦンビールԬ工場 ฏ20年度
ٿԹஆ化ࢭ環境େਉදজ ー 環境ল

2008年 キϦンビール神ށ工場 ٿԹஆ化ࢭ活動
ܙの環ͮ り͘දজ ಆ ฌݝݿٿԹஆ化ࢭ活動ਪਐ

ηンλー・ͻょ͏ ͝環境造ڠձ

2006年 キϦンビール神ށ工場 ٿԹஆ化ࢭ活動環境େਉ Թ室ޮՌΨスの排出減にରしͯ 環境লٿ環境ہ

1998年 キϦンビールੜ࢈部 環境保全ޭ࿑ऀදজ ٿԹஆ化ࢭ部 環境ி

লΤωϧΪʔදজ
 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2017年 キϦンビールઋ工場 ฏ28年度ΤωルΪー理༏ྑࣄ
දজہۀ࢈ࡁܦ౦ऀۀ

ަ器͓よびώートϙンプ導
入により、排水原水のঢԹにඞ
ཁなৠ気用量を減ߴ、 ޮ
র໌へのߋ৽によりిྗ用
量を減

౦ہۀ࢈ࡁܦ

2016年 ৴भビόレッジ
ฏ27年度ΤωルΪー理༏ྑࣄ
用߹理化ҕ所த部ํి気ۀ
һදজ

ిྗ͓よびར用設備のӡ用
減しによるΤωルΪーݟ த部ํి気用߹理化ҕһձ

2013年 キϦン ฏ25年度লΤωେ ΤωルΪーிݯࢿ লΤωルΪーηンλー

2010年 খؠҪೕۀ�ಹਢ工場 ฏ21年度
ΤωルΪー理ޭऀ ؔ౦ہۀ࢈ࡁܦ ؔ౦ہۀ࢈ࡁܦ

2010年 キϦンビール໊ݹ工場 ΤωルΪー理༏ྑऀۀࣄ த部ہۀ࢈ࡁܦදজ த部ํి気用߹理化ҕһձ

2009年 キϦンビール࣎լ工場 ฏ21年༏ྑϘΠラーٕ࢜
ϘΠラーڠձձදজ

༏ΕたϘΠラーٕࢣとしͯ、Ӭ
年にるۀにର͢るޭの
ධՁ

日本ϘΠラーڠձ

2009年 খؠҪೕۀಹਢ工場 ฏ20年度ؔ౦۠
ి気用߹理化ҕһձҕһ ޭऀ ؔ౦۠ి気用߹理化ҕһձ

2008年 キϦンビールԬࢁ工場 ฏ20年
লΤωルΪー༏लྫࣄ全国େձ த国ہۀ࢈ࡁܦ 法ਓ�লΤωルΪーηンλーஂࡒ

2006年 キϦンビールઋ工場 ฏ18年༏ྑϘΠラーٕ࢜
ϘΠラーڠձձදজ

༏ΕたϘΠラーٕࢣとしͯ、Ӭ
年にるۀにର͢るޭの
ධՁ

日本ϘΠラーڠձ

2006年 キϦンビール工場 ΤωルΪー理（ి気部）දজ ─ த部ہۀ࢈ࡁܦ

2006年 キϦンビール神ށ工場 ͻょ͏͝όΠオϚスFDPϞσルొ
証त༩

ビール工場の༗ػ物性廃水処
理に͓͚る発ੜόΠオΨスによ
るίージΣωレーγϣン

ฌݝݿྛ水࢈部اըہ

2005年 キϦンビール工場 লΤωルΪー༏लྫࣄ ձ লΤωルΪーηンλー

2004年 キϦンビール神ށ工場 লΤωルΪー実施༏लྫࣄ
ΤωルΪーிݯࢿ

ফ化ΨスίージΣωレーγϣン
γステϜとੜ物ེγステϜに
よるলΤωରࡦ

লΤωルΪーηンλー

2004年 キϦンビール工場 Σステックେ2004 活動部ۀࣄ Σステック実ߦҕһձ

2004年 キϦンビール工場 লΤωルΪー༏लྫࣄ 排水処理ϒϩϫとϒラΠンྫྷౚ
減のऔり組Έのిྗ量ػ লΤωルΪーηンλー

2003年 キϦンビールઍࡀ工場 ΤωルΪーి気理༏ྑ工場 ΤωルΪーிݯࢿ লۀ࢈ࡁܦ

2003年 キϦンビール神ށ工場 লΤωルΪーηンλー༏ྑ 全һࢀՃによるলΤωਪਐ লΤωルΪーηンλー

2002年 キϦンビール神ށ工場 ୈ3回͓͋ͧΒେ ฌݝݿେ気環境保全࿈བྷٞڠ
ձձ ฌݝݿେ気環境保全࿈བྷٞڠձ

2002年 キϦンビール神ށ工場 ฏ13年度
ΤωルΪー理༏ྑ工場 දজہۀ࢈ࡁܦـۙ ہۀ࢈ࡁܦـۙ

2001年 キϦンビール神ށ工場 ΤωルΪー実施
༏लྫࣄάループ ہ ─

 දজର දজ໊ දজ༰ ମஂࢪ࣮

2001年 キϦンビール神ށ工場 ΤωルΪー理༏ྑ工場
（部） ہ লΤωルΪーηンλー

ہۀ࢈ࡁܦـۙ

2000年 キϦンビールԬࢁ工場 ΤωルΪー理༏ྑ工場
（部） දজہ த国通ہ࢈

2000年 キϦンビールԬࢁ工場 ΤωルΪー理ޭ࿑ऀ
（ి気部） දজہ த国通ہ࢈

2000年 キϦンビールઍࡀ工場 ΤωルΪー理༏ྑ工場
（ి気部） 通ہۀ࢈ 通ۀ࢈ল

2000年 キϦンビール工場 ΤωルΪー理༏ྑ工場
（ి気部） 通ۀ࢈େਉ 通ۀ࢈ল

1998年 キϦンビールژ工場 ΤωルΪー理༏ྑ工場
（ి気部） 通ہۀ࢈ 通ۀ࢈ল

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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GRI内容索引
スタンダード 開示事項 ページ番号またはURL

一般開示事項

(3*����ɿ
Ұൠ։߲ࣔࣄ�
����

102�1
組৫の໊শ ページ5

102�2
活動、ϒランυ、製品、αービス

ページ5
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DPNQBOZ�CVTJOFTT�
JOEFY�IUNM

102�3
本社の所ࡏ ページ5

102�4
ࡏ所の所ۀࣄ

ページ5
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DPNQBOZ�PSHBOJ[BUJPO�
JOEFY�IUNM

102�5
所༗ܗଶ͓よび法ਓ格 ページ5

102�6
入市場ࢀ

ページ5
,*3*/�3&P035�2018�Q�5�6�53�54�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�JSJOGP�MJCSBSZ�JOUFHSBUFE�
QEG�SFQPSU2018�LJSJOSFQPSU2018�QEG

102�7
組৫のن

ページ5
&4(σーλ集�プϩϑΟール
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�FTH@HSJ�FTH�IUNM
,*3*/�3&P035�2018�Q�4�6�53�54�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�JSJOGP�MJCSBSZ�JOUFHSBUFE�
QEG�SFQPSU2018�LJSJOSFQPSU2018�QEG

102�8
һ͓よびͦのଞの࿑ಇऀにؔ͢るใۀै

ページ5
&4(σーλ集�プϩϑΟール
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�FTH@HSJ�FTH�IUNM

102�9
αプラΠチΣーン ページ12�25�35�47�61

102�10
組৫͓よびͦのαプラΠチΣーンにؔ͢る
ॏେなม化

ページ2�89�91
&4(σーλ集�ه�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�FTH@HSJ�FTH�IUNM

102�11
༧原ଇ·た༧的アプϩーチ

ページ12
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�HPWFSOBODF�SJTL@
NBOBHFNFOU�IUNM

本ใࠂॻ(3*スλンμーυ2016のҎԼの開߲ࣔࣄをࢀরしͯい· ɻ͢

GRI内容索引
スタンダード 開示事項 ページ番号またはURL

(3*����ɿ
Ұൠ։߲ࣔࣄ�
����

102�12
֎部ΠχγアテΟϒ

ページ76�80
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TVTUBJOBCJMJUZ�HD�IUNM
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�IVNBO@SFTPVSDFT�
QSPNPUF�IUNM

102�13
ஂମのձһࢿ格

ページ78�79
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TVTUBJOBCJMJUZ�HD�IUNM
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�BMDPIPM�QPMJDJFT�IUNM

102�14
ఆऀの໌ܾࢥҙڃ্

ページ4�6�7
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TUPSZ�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�JSJOGP�MJCSBSZ�
JOUFHSBUFE�2016�NFTTBHF01�IUNM

102�15
ॏཁなΠンパクト、Ϧスク、ػձ

ページ12�14�15�23�33�40�41�74�75
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�JSJOGP�QPMJDZ�SJTLT�IUNM
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�NBUFSJBMJUZ�

102�16
Ձ؍、理೦、ߦ動ج४・ൣن

IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DPNQBOZ�QIJMPTPQIZ�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�HPWFSOBODF�
DPNQMJBODF�IUNM

102�18
Ψόφンスߏ造

ページ71�73
&4(σーλ集�Ψόφンス�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�FTH@HSJ�FTH�IUNM
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�JSJOGP�QPMJDZ�
NBOBHFNFOU�IUNM

102�40
ステークホルμー・άループのϦスト

ページ76�80
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TVTUBJOBCJMJUZ�
TUBLFIPMEFS�IUNM

102�41
ஂମަবڠఆ

&4(σーλ集�ैۀһ�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�FTH@HSJ�FTH�IUNM

102�42
ステークホルμーのಛఆ͓よびબఆ

ページ76�80
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TVTUBJOBCJMJUZ�
TUBLFIPMEFS�IUNM

102�43
ステークホルμー・Τンήージϝントへのア
プϩーチํ法

ページ76�80
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TVTUBJOBCJMJUZ�
TUBLFIPMEFS�IUNM

(3 *༰ࡧҾ
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GRI内容索引
スタンダード 開示事項 ページ番号またはURL

(3*����ɿ
Ұൠ։߲ࣔࣄ�
����

102�44
ఏ͞ىΕたॏཁな߲͓よびݒ೦

ページ77
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�TVTUBJOBCJMJUZ�
TUBLFIPMEFS�IUNM

102�45
࿈݁ࡒॾදのରになっͯ いるۀࣄମ

ページ2
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DPNQBOZ�PSHBOJ[BUJPO�
JOEFY�IUNM

102�46
ใࠂॻの容͓よび߲の֘当ൣғの֬ఆ ページ10�13

102�47
ϚテϦアルな߲のϦスト ページ12�13

102�49
ใࠂに͓͚るมߋ

ページ90
&4(σーλ集�ه�
IUUQT���XXX�LJSJOIPMEJOHT�DP�KQ�DTW�FTH@HSJ�FTH�IUNM

102�50
ใؒظࠂ ページ2

102�51
લ回発ߦしたใࠂॻの日 2017年6݄

102�52
ใࠂαΠクル 年࣍

102�53
ใࠂॻにؔ͢る࣭の૭ޱ ཪදࢴ

102�54
(3*スλンμーυに४ڌしたใࠂで͋るこ
とのओு

ページ2

102�55
(3*容ࡧҾ ページ110�112

102�56
֎部保証 ページ114

GRI内容索引
スタンダード 開示事項 ページ番号またはURL

マテリアルな項目

生物資源

(3*����ɿ�
Ϛωδϝント
ख๏�����

103�1
ϚテϦアルな߲とͦの֘当ൣғのઆ໌ ページ12�13�14�22�23�25

103�2
Ϛωジϝントख法とͦのཁ素 ページ13�14�16�17�21�23�25

103�3
Ϛωジϝントख法のධՁ ページ21�23�25

(3*����ɿ�
ੜଟ༷ੑ�
����

304�2
活動、製品、αービス͕ੜ物ଟ༷性に༩え
るஶしいΠンパクト

ページ6�7�26�29

304�3
ੜଉの保ޢ・෮ݩ ページ30

304�4
をड͚るҬにੜଉ͢るڹのӨۀࣄ
*6$/レッυϦストなΒびに国保全種Ϧ
ストରのੜ物種

ページ27�30

水資源

(3*����ɿ�
Ϛωδϝント
ख๏�����

103�1
ϚテϦアルな߲とͦの֘当ൣғのઆ໌ ページ12�13�14�32�33�35

�103�2
Ϛωジϝントख法とͦのཁ素� ページ13�14�16�17�21�33�35

�103�3
Ϛωジϝントख法のධՁ� ページ21�33�35

(3*����ɿ�
ਫ�����

303�1
水ݯ別のऔ水量 ページ34�42�92�93

303�2
औ水によっͯஶしいӨڹをड͚る水ݯ ページ33�91

303�3
ϦαΠクル・ϦϢースした水 ページ92�93

容器包装

(3*����ɿ
Ϛωδϝント
ख๏�����

103�1
ϚテϦアルな߲とͦの֘当ൣғのઆ໌ ページ12�13�15�44�45�47

103�2
Ϛωジϝントख法とͦのཁ素 ページ13�15�16�17�21�45�47

103�3
Ϛωジϝントख法のධՁ ページ21�45�47

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
˙ੜݯࢿ ˙ਫݯࢿ ˙༰ثแ ˙ٿԹஆԽ Ϛωδϝϯτڥ˙
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GRI内容索引
スタンダード 開示事項 ページ番号またはURL

(3*����ɿ�
�����ྉࡐݪ

301�1
料のॏ量·たମੵࡐ用原 ページ92�94

301�2
料ࡐ用したϦαΠクル ページ46�47�48�51�94

301�3
ࡐੜར用͞Εた製品とࠝแ࠶ ページ94

温暖化

(3*����ɿ
Ϛωδϝント
ख๏�����

103�1
ϚテϦアルな߲とͦの֘当ൣғのઆ໌ ページ12�13�15�58�59�61

103�2
Ϛωジϝントख法とͦのཁ素 ページ13�15�16�17�21�59�61

103�3
Ϛωジϝントख法のධՁ ページ21�59�61

(3*����ɿ�
ΤωϧΪʔ�
����

302�1
組৫のΤωルΪーফඅ量 ページ67�92�95

302�2
組৫֎のΤωルΪーফඅ量 ページ98

302�3
ΤωルΪー原୯Ґ ページ101

302�4
ΤωルΪーফඅ量の減 ページ92�95

(3*����ɿ�
େؾのഉग़�
����

305�1
的なԹ室ޮՌΨス（()(）排出量
（4DPQF1）

ページ67�68�89�90�95�97

305�2
ؒ的なԹ室ޮՌΨス（()(）排出量
（4DPQF2）

ページ67�68�89�90�95�97

305�3
ͦのଞのؒ的なԹ室ޮՌΨス（()(）排
出量（4DPQF3）

ページ67�90�96�97

305�4
Թ室ޮՌΨス（()(）排出原୯Ґ ページ68�95�101

305�5
Թ室ޮՌΨス（()(）排出量の減 ページ60�67�68�95�96

305�6
オκンഁյ物 （࣭0%4）の排出量 ページ83

305�7
窒素ࢎ化物（/0Y）、ེ ԫࢎ化物（40Y）、
͓よびͦのଞのॏେなେ気排出物

ページ83�92�99�100

GRI内容索引
スタンダード 開示事項 ページ番号またはURL

廃棄物・汚染防止

(3*����ɿ�
Ϛωδϝント
ख๏�����

103�1
ϚテϦアルな߲とͦの֘当ൣғのઆ໌ ページ82�83

103�2
Ϛωジϝントख法とͦのཁ素 ページ82�83

103�3
Ϛωジϝントख法のධՁ ページ82�83

(3*����ɿ�
ഉਫ͓Αͼ
ഇغ�����

306�1
排水の水࣭͓よび排出ઌ ページ35�39�83�92�93�100�101

306�2
種ྨ別͓よび処分ํ法別の廃棄物 ページ82�92�99�101

306�5
排水ද面ྲྀ水によっͯ Өڹをड͚る水Ҭ ページ101

(3*����ɿ�
環境ίンϓϥイ
Ξンε�����

307�1
環境法ن制のҧ ページ73

サプライチェーン

(3*����ɿ�
Ϛωδϝント
ख๏�����

103�1
ϚテϦアルな߲とͦの֘当ൣғのઆ໌ ページ12�13

103�2
Ϛωジϝントख法とͦのཁ素 ページ13�16�17

103�3
Ϛωジϝントख法のධՁ ページ21

(3*����ɿ�
サϓϥイϠʔの
環境໘のΞηε
ϝント�����

308�2
αプラΠチΣーンに͓͚るϚΠφスの環境Π
ンパクトと実施したા置

ページ6�7�14�17�21�22�29�84�85

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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キリンの環境の取り組みは、下記のウェブサイトで随時更新しています。
http://www.kirin.co.jp/csv/eco/

ઓུڥ ಈ༰׆ ྉɾσʔλฤࢿ
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お問い合わせ先
キリンホールディングス　お客様担当

〒164-0001　東京都中野区中野四丁目10番2号　中野セントラルパークサウス
TEL 0120-766-560

この報告書は、「FSC認証紙」および石油系溶剤の代わりに植物油を用いた「植物油インク」を使用し、有害
廃液を排出しない「水なし印刷方式」で印刷しています。本冊子の印刷・製本工程で使用した電力は、グリーン
電力（風力）でまかなっています。
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